DEMON 


AV サラウンドアンプ 

AVC-A1HD 

AV プリアンプ 

AVP-A1HD 


P 取扱説明書【アップグレード版】 

本機の取扱説明書は次の2冊で構成されています。 

* 【本編】 

•【アップグレード版]'…本書 

一度アツプグレードした製品は、アツプグレード前の巧態に戻せません。 


• お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

• ご使用の前じこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 
•取扱説明書（【本編】'【アップグレード版】）をお読みになった後は、いつでも 
見られるところに大切に保管してください。 
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□ 本書に記載のマークについて 

このマークは、 AVC - A 1 HD じ関ずる内容を 
ぁらゎします。 

このマ—クは、 AVP - A 1 HD に関する内容を 
あらわします。 


の 


このマークは、 
します。 


【本編】の記載項目をあ6わ 












ごほ用になる前に _ 

付属品について 1アップグレードによる追加/変更/削除機能について 


ご使用の前じご確認ください。 


① CD-ROM (取扱説明書）... 

. 1 

③セットアップマイク 


( DM - A 409、 コードの長さ：約目. Om ). 1 

② 



因 

本書に使用しているイラストは> 巧り扱い方まを説明ずるためのも 
ので実物と異なる場合がありまず。 


アップグレードするとち設定内容がすべて初期化されま 
す。必要に応じて、再度設定をおこなってください。 


追加機能 


Audyssey Dynamic Volume® 機能 

Audyssey Dynamic Volume ® は、テレビや巧画など再生 
されるコンテンツ内における音量レベルの変化（静かな音の 
シーンと大きな音のシーンの圍など）をユーザーの巧みの音 
量設定値に自動的に調整しまず。 


DEMON LINK 4か磯能（ジッターフリー再生） 

DEMON LINK 4 th は、 DEMON 独自の高品質な音声信号伝 
送巧術 DEMON LINK 3 rd じ加えて、 HD 音声の高品質再生 
を実現していまず。 

共に DEMON LINK 4 th に対応している AV アンプとブルー 
レイディスクプレーヤーを DEMON LINK ケーブル（ブルー 
レイ ディ スクプレーヤーじ付属）と HDMI ケーブル（別売り） 
で接続ずると、 AV アンプからを化されたマスターク□ック 
信号でブルーレイディスクプレーヤーを動作させることがで 
さまず。 

AV アンプのマスクーク□ックで D / A 変換をおこなうため、 
HDMI ち送じよるク□、ソクジックーの影響を受けずに、ジッ 
クーフリー再生を可能にしまず。 

これにより、音のを位がより S 月おになり、 HD オーディオじ 
ふさわしいクリアーで立体的な音像をお楽しみいただけまず。 


Audyssey DSX™ 機能 

本機にフ□ント八イトスピーカーを接続して Audyssey 
DSX ™ 再生をおこなうことにより、より上下の空園表現力 
を持った再生をお楽しみいただけまず。また、フ□ントワイ 
ドスピーカーを接続ずることで、よりワイドな左ちの空圍表 
現力をもった再生をお楽しみいただけまず。 


Dolby Pro Logic nz 機能 

Dolby Pro Logic Hz は、 ソースに 収録されている高いとこ 
ろで鳴っている「空圍的な手がサリ」を持った音響成分か6、 
フ□ント-八イトチャンネル信号を生成し出力ずるデコード 
巧術でず。2チャンネル ソース や 7.1 /5.1マルチチャンネル 
ソースな どのあらゆる ソースに 対応し まず。 

リスニング空園の前ち上の左ちに八イトスピーカーを加える 
ことで、巧画/音楽/ゲームなどの再生によリー層の空聞の 
広がり感や奥行き感をお楽しみいただけまず。 

フ□ント八イトスピーカーは本棚などに設置できまずので、 
サラウンドバックスピーカーのようじフ□アスペースを使わ 
ずに、より簡単に理想的なサラウンド環境をつくることがで 
さまず。 


HDMI (Ver. 1.4a with 3D) 機能 

ブルーレイディスクプレーヤーから入力ずる 3 D ビデオ信号 
を、 3 D 対応テレビに化力ずることができまず。 


DTS Neo:X 機自目 

2チヤンネルソースや7.1/5.1マルチチヤンネルソースを最 
大 9.1 チヤンネルのスピーカーで、より広がりある音場で再 
生ずる巧術でず。 
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変更機能 


フロント八イト スピー カーおよびフロントワイド スピー 
力—【こ対応 

FH / FW/AMP ASSIGN -2 スピーカー端子および PRE OUT 
の FH / FW 端子からフ□ント八イトまたはフ□ントワイド 
チヤンネルを再生できまず。これにより、最大 9.3 チヤンネ 
ルのサラウンド再生をお楽しみいただけまず。 


Audyssey MultEQ ® XT 32機能 

Audyssey MultEQ © は、リスナーがリスニングエリアのど 
の位置じいても、最適な音響環境で音楽や巧画を楽しめるよ 
うじ、スピーカーの特性や部屋の特性を解析し、商聞特性と 
周波数特性の両方を自動的に補正しまず。本機では、フィ 
ルクー補正の解像度を飛躍的に高めた Audyssey MultEQ ® 
XT 32を探用していまず 。 Audyssey Mul 拒 Q ® XT 32では、 
特にスピーカーのほ域の補正における分解能を向上させてい 
まず。音のを位が明瞭になることで、まさに劇場の中じいる 
ような音の空聞に包まれまず。 


ダイレクトモード磯能（マルチチャンネル） 

マルチチャンネル信号を入力商、2チャンネルじダウンミツ 
クスせずにマルチチヤンネルのままダイレクト出力しまず。 


サラウンドバック機能 

サラウンドバックスピーカーをお使いの場合で、なおかつ入 
力信号にサラウンドバック信号が収録されている場合は、自 
動的にサラウンドバックスピーカーから音声を化力しまず。 


ウェブコント ロール 機能 

アップグレードずると、 W 前保存した内容が呼び化せなくな 
りまず。 

アップグレード後、再度を設ををおこなってください。 
ウェブコント□ールの操作ちまについては、 CQ 67 ページ 
をご覧ください。 


削除機能 


サラウンド B スピーカー非巧応 

アップグレードにより、フ□ントハイトスピーカーおよびフ 
□ントワイドスピーカーに対応したため、サラウンド B ス 
ピーカーは使用できなくなりまず。 


Audyssey MultEQ ® XT 磯能 

アップグレードにより、本機が Audyssey MultEQ © XT 
32じ対応したため 、 Audyssey Mul 拒 Q ® XT が削除されま 
ず。 


DTS Neo :6 磯能抹消 

アップグレードじより、本機が DTS Neo : X じ対応したため、 
DTS Neo : 日が削除されまず。 


ナイトモード機能 

アツプグレードにより、夜圍じか音量で音声を闇くときに設 
走ずるナイトモード機能が削除されまず 。 GUI メニューの 
"Dynamic Volume ®" ( ii ^43 ぺージ）を"オン"に設走 
ずることで同様の効果が得られまず。 


マイク選が磯能 

アップグレードにより、マイク逞択機能が削除されまず。付 
属品 （ DM - A 409) W 外のセツトアップマイクは使用できま 
せん。 


GUI メニューの追加/蜜要/削除項目じついては 、 「GUI 
メニューマップ」（屈=11、12ぺージ）をご覧ください。 
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…棘-化 n n ‘ 


も 


【ドアを開いた状態】 


/ 


、 


HDMI VIDEO 



DIRECT 







J 


1 



! K ネル表示の変更点について 


ップグレード後は、パネルの変更箇所にラベルを貼り付けています。変更箇所の詳細じついては、下記イラストをご覧ください。 


フ□ントパネル 


リアパネル 


の 




• •• 


ジ了7^ク4イ9を9媪巧4お碟味<0音9麻遵巧爾今々？^:迎-0な5化巧な蔬 


い巧巧 n 々か到 n 


游說9广与な 







































































































































































































































































































各部の名前 


フ□ントパネル 


アップグレードをおこなろと、 NIGHT ボタンを押してもナイトモードの設定が 
できません。 


【ドアを開いたが態】 



〇 


OHDMI ビデオダイレクトボタン 
(HDMI VIDEO DIRECT ) 

このボタンを押すと、目 D や DVD じ収録された 
ビデオ信号をそのまま化力します。 

HDMI 11\1端すか6入力されたビデオ信号を本機 
で処理せず、ダイレクトじ HDMI OUT 端子へ化 
力します。 

因 

ビデオダイレクト機能をオンにすると、 GUI メこ 
ユーにおける一時表示はできません。 


ディスプレイ 


アップグレードをおこなろと、下記イラストの八イライト部ろは点のしません。 


加 D に ITALFT? 
ilAACjlWM 勾 [MP3I 
■rPSDIIPCMllDIGTI 
i が dcd| [ana.i 

■ ftgj '：.. 

1131 1351 

| E 9 ^9 E 3 

iiggi Eti 国 


り TS-HDMSTR □□TrueHD _ 

NE0：6 96/24 CICIDIGITA い jQSffiJ] 
i ES aopinx ,C 230 
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■ i — 


0 



アップグレードのあとは ， DTS NEO : X 巧応じより NE 0:6 表示は点灯しません。 


□□D に ITALpf^ 
lAA^[WMAIIMP3l 
IDSE [PCMirpIG.I 
ihdcd] iana] 


DTS*D MSTR □□TrueHD ■simaib PilOTSU —wz j i:i 胤 IaudysseyI / 

96/24 [XJD に ITAL+ I AUTO II HDMI IlDIGITALlfMALO^lEXIINlBiiga^^gj^^ ~OOJ 
ES □□PLnx 旺理 □ 因匹 ] 画 a 四 のの 粒漁證 I ‘• 




旧 

品 

MONITOR 12 

四回画 


E 1 四 
reii laaa 


Dl 


回四函 


6 

〇入力信号チャンネル表示 

入力信号じ拡張チャンネルが1種類含まれる場 
をは [ HD 表示が点财します。拡張チャンネル 
が2種類]:: LL 含まれる塌合は、困 a と困0表示 
が点灯します。 


-li- 


0フロント八イトスピーカー表示 

フ□ント八イトスピーカーか6音声が出力され 
ているときに点のします。 

包フロントワイドスピーカー表示 

フ□ントワイドスピーカーか6音声が化力され 
ているときに点のします。 
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□ メインリモコン （ RC -1067) 


OHDMI ビデオタイレクトボタン ( NGT ) 

このボタンを押すと、巨 D や DVD じ収録されたビ 
デオ信号をそのまま化力します。 

HDMI IN 端子か6入力されたビデオ信号を本機で 
処理せず、ダイレクトじ HDMI OUT 端子へ化力 
しまず。 

国 

ビデオダイレクト機能をオンじすると、 GUI メこュ ー 
じおける一時表示はできません。 



3 D 峡像機器を構成しているをユこット（モこター、 
3 D 視聴用メガネ、 3 D 信号伝送ユこットなど）闇の 
信号の伝送を無線通信〔赤外線通信など）でおこなつ 
ている 3 D 唤像磯器をお使いの場合、その無線通信の 
影響によつて本機のリモコンが効かなくなることがあ 
りまず。そのときは 3 D 通信の各ユニットの向きと距 
離を調節して、本機のリモコンの動作に影響がないこ 
とを確認してください。 


リモコン 


アップグレードをおこなうと、 NGT ボタンを巧してもナイトモードの設定がで 
きません。 



巧続のしかた 



下表は、本機が対応している代表的なスピーカー構成です。 


\ スピーカー 

フ□ント 

センタ 

サラウンド 

サラウンドバック 

フ〇ント 
八イト 

フ〇ント 
ワイド 

サブ 
ウー八一 
G 》2) 

構成 \ 

左 

ち 

左 

ち 

左 

ち 

1本 
のみ 

左 

ち 

左 

ち 

9.1 チヤンネル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

- 

- 

〇 

(:※ 1) 


- 

- 

〇 

〇 







〇 

〇 


- 

- 




7.1 チヤンネル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



- 

〇 

〇 



〇 










_ 

- 

〇 

〇 


6.1 チヤンネル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

5.1 チヤンネル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 








〇 

3.1 チヤンネル 

〇 

〇 

〇 










〇 

2.1 チヤンネル 

〇 

〇 











〇 

2チヤンネル 

〇 

〇 













XI :フ□ント八イトスピーカーまたはフ□ントワイドスピーカーを使巧した 9.1 チャンネル再生をする 
場台には、別売りのパワーアンプが必要です。 

X 2 :本機には、サブウー八一を3本まで接続できます。 
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接続 


アップグレードをおこなろと、端す 
ちおよび接続ち法が変更じなります。 


因 


廿ブウーハー1 I 〔廿ブ t 


•サラウンドパックスピーカーを1本のみご使巧 
じなる場合は、左チャンネル （ S 巨 L ) じ接続して 
ください。 

♦サブウー八一を2台または3台ご使用じなる場 
合は 、 GUI メニューの"マこュアル設定"-"スピー 
力一の設を"-"サプウー八一の設を"をおこなつ 
てください（幅=25ページ)。 



IN 

® © 


田凸 


サラウンド 

スピーカー 

佑） 


フ□ント八イト 
スピーカー 
(ち） 


山 1 

ぐ "R A 

■D ^ 1 4 P 

いく： u 一 

わ K 


フ□ント八イト 
スピーカー 
(左/ち） 


止 1 

ぐお A 

-D 1 W 

いご： u 

わ K 


フ□ント八イト 
スピーカー 
(左） 


サラウンド 

スピーカー 

任） 


または 

または 

または 



フ□ントフイド 


フ□ントフイド 


フ□ントフイド 

スピーカー 


スピーカー 


スピーカー 

(ち） 


(左/ち） 


(左） 


フ□ン ト八イ トスピーカーとフ□ン トワイド 
スピーカーは 同時に使用できません。 


フ□ン ト八イトス ピーカーとフ 
スピーカーは 同時に使用できま 
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□ RCA プリアウト端子に接続する場合【例】 9.3 チャンネル 


〔サブウ ー A — 1〕 I サブウ ー A — 2 I I サブウ ー A — 3 1 



フ□ント 

フロントノ、イト/ 

サラウンド 

サラウンド 

センター 

サラウンド 

サラウンド 

フ□ント八イト/ 

フ□ント 

スピーカー 

フ□ントワイド 

スピーカー 

パック 

スピーカー 

バック 

スピーカー 

フ□ントつイド 

スピーカー 

(ち） 

スピーカー （ち） 

做 

スピーカー 


スピーカー 

(左） 

スピーカー （左） 

ほ） 


(ち） 


(在） 



日 XLR プリアウト端子に接続する場合 【例】 9.3 チャンネル 



: JI 圆圆圆卽画国極 
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〔サブ ウ ー A —3 ) 〔サブ ウ ー A -2 ) 



フ□ント 

フ□ント八イト/1 


サラウンド 

センター 

サラウンド 

サラウンド 

フロント八イト/ 

スピーカー 

フ□ントつイド 
スピーカー （ち） 

スピ-力- 
胤 

バック 

スピーカー 

(ち） 

スピーカー 

バック 

スピーカー 

(左） 

スピーカー 
ほ） 

フ□ントワイド 
スピーカー （左） 

(ち） 









フ□ント 
スピーカー 
ほ） 


本機のバランス型 XLR プリアウト端子のピン配列のお買い上げ時の設をは、次の 
とおりでず。 

①： GROUND 、 ③： HOT、 ③： COLD 
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HDMI 端子付き機器の接続 


ップグレードをおこなうと、 3 D 映像の再をが可能になります。 


3 D 巧像の再生には、本機の化に HDMI 1.4 a 規格の 3 D 機能に対応しているプレーヤーとテ 
レビがを要でず。 

また、 3 D 巧像をご覧いただくじは、別売りの 3 D メガネが必要でず。 


•3 D 吸像を再をするときは.本機の取あ説明書と一緒に 3 D ゆ像機器の取®説明書ちご覧<ださい。 

• 3 D ビデオ信号を再生中にメニューの操作をおこなうと> 再生巧像はメニュー画面の巧像に切り替わり 
ます。このとき> メニューの背景に再生映像を表示しません。 

• 3 D ビデオ信号の再生中は，状態表示画面を表示しません。 

•3 D 情報がない 3 D ゆ像を人力した場合，本機のメニュー画面および状態表示画面を重ねて表示します。 
•テレビ側で 2 D 峡像を 3 D ゆ像へ変換した場合，本機のメニュー画面および状態表示画面は正しく表示 
しません。本機のメニュー画面およびが態表示画面を正しくご覧じな y たいときは，テレビの 2 D ゆ像 
を 3 D 巧像へ変換ずる設定をオフじして<ださい。 

•コンピュー々一解像を（例： VGA ) の映像または 3 D ビデオコンテンツの再生中は，状態表示画面を表 
示できません。 


>コンピューター解像度（例： VGA ) の映像または 3 D ビデオコンテンツを再生中にメこュー操作ずると、 
再生映像は、メこュー画面の峡像に切り替わります。 

>3 D 対応テレビと 3 D 非対応テレビを同時に接続しているときじ、 3 D 映像を再生したい場合は、"モこ 
夕一化力"（頓白36ぺ ージ® ^ niE »、 成37ぺージ ' A , 邏! の設定を 3 D 対応テレビを 


接続している端子に切り替えてか6プレー七一の再生をしてください。 
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サラウンドバックスピーカーを1本のみお使い(こなる場合は、左チャンネル ( SBL ) (こ接続してください。 



ROUND SURROUND FRONT HEIGHT 
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ップグレードをおこなろと、端す名および接続ち法がを更になります。 
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その他の機器の接続 
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GUI メニユー操作 


情巧 


(煩*45ぺージ) 


□現巧の設定 
• メインゾーン 
• ゾーン2/3/4 
□音声入力信号 
□ HDMI 情郁 
□ 才ートサラウンドモード 
□クイックセレクト 
□ブリセツトチヤンネル 


• • 


億網巧 )I 


□ STEREO 

□ DIRECT 

□ STANDARD 

□ DOLBY HEADPHONE 

(へ、ソ ドホンを使用している塌合） 

□ DOLBY PLlIx、DOLBY PLD 
または DOLBY PL 

□ DOLBY PLHz 

□ DTS NE 0:6 

□ DTS NEO:X 

□ HOME THX CINEMA 

□ 7 CH STEREO 

□ WIDE SCREEN 

□ SUPER STADIUM 

□ ROCK ARENA 

□ JAZZ CLUB 

□ CLASSIC CONCERT 

□ MONO MOVIE 

□ VIDEO GAME 

□ MATRIX 


参 • 


才端な 3 ァ巧) 


□ オートセットアップ 
• ステップ1:準備 
• ステップ2 :スピーカー検出と測定 
• ステップ3:測を 
• ステップ4:解析 
• ステップ5:解析結果 
• ステップ6:保ち 
□オプション 
♦ ル ー ム EQ 
• ダイレクトモード 
• マイク選巧 
□パラメーター確認 




♦ 


ン — A 巧が 〜ご I —ンソ J 



□ DVD ， HDP , TV / CBL ， SAT , VCR , DVR -1, DVR -2, V . AUX ， CD , TUNER 

□ NET/USB 

□PHONO 

• プレイ （ iPod ) . 入カモード 

• ブレイ 

• ビデオ 

•再生モード （ iPod ) •入力名の変更 

• 再生モード 

• 入カモード 

• 端すの割り当て • ソースレペル 

• 静止画像 

• 入力名の変更 

• ビデオ 

• ビデオ 

• ソースレペル 


• 入カモード 



• 入力名の変更 



• ソースレベル 





♦参 



m 


参参 


广 し/、フク■ツ — 〜44'\_ン、ご〇 \_ン ； J A 

□音声 

• サラウンドパラメーター 

• 1-―ンコント□—ル 

. モード 

-卜ーンデフィート 

. デコーダー 

•低音 

-シネマ EQ 

• 高音 

- DRC 

-フ□ント 

-ダイナミックレンジ圧縮 

. 七ンタ— 

- LFE 

-サラウンド 

~ f メージ 

-サラウンドバック 

-センターゲイン 

-フ□ントノ\イト 

•パノラマ 

-フ□ントワイド 

-ディメンション 

-サブウーハー 

-センター幅 

■ ルーム EQ 

•ディレイタイム 

• Audyssey 設定 

•エフェクト 

- MultEQ ® XT 32 

-エフェクトレベル 

- Dynamic EQ 贷 

-ルームサイズ 

-リファレンスレペルオフ七ット 

• AFDM 

- Dynamic Volume ^ 段 

-サラウンドバック 

•設定 

- Hei 呂 ht ゲイン 

• A - DSX サウンドステージ 

-サブ ウーハーアッテネーター 

- Audyssey DSX ™ 

- サブウーへ一 

. ステ—ジウィドス 

-初期化 

-ステージノ\イト 

\ 

• RESTORER 
■ ナイトモード 

• 才ーァィオディレイ 
画質調整 
• コントラスト 
• ブライトネス 
• ク□マレべル 
• 色合い 

• DNR 

• エン八ンサー 
• シャープネス 


【文字色じついて】 

青で字： 変更または追加 
赤な字： 削除 


マニュアル 設定 


[頓つ 4' 

の;36、 


-35ぺ- 
37、39 


ジ、 

〜43、 


47ぺージ） 


□スピーカーの設定 
(が4〜26ぺージ） 

• スピーカー構成 
-フ□ント 
. 七ンター 
-サブウーへ一 
- サラウンド A 

- サラウンド 巨 

-サラウンド 
-サラウンドバック 
-フ□ントハイト 
-フ□ントつイド 
• サブウ ー A — の設定 
• 距離 

• チヤンネルレベル 
.モート 

- サラウンドスピ ー カ ー 

• スタート 
-巧貝目化 

• ク□スオーバー周波数 

• THX の設定 

■ サラウンドスピ ー カ ー の設定 
□ HDMI 設定 

你助 3目、37ページ） 
□音声の設定 （慢=27、28ページ） 

• か部入力の設定 
- サラウンドスピ ー カ ー 

-サブウー A — レベル 

• 2 ch ダイレクト/ステレオ 
■ ダウンミックス設定 

• 才ートサラウンドモード 
• マニュアル EQ 
• バイリンガルモード 


□ネットワーク設定 

〔幅 = CQ 39 〜がぺージ） 
□ソーンの設定 

陆の43ページ） 

□その他の設定 
陆2目〜3日ぺージ） 

• アンプの割り当て 
• 音量の設定 
• 使巧ソースの選お 
• GUI 

-スク リーンセーバー 
•壁紙 

•フォーマット 
-操作内容の表示 
• 主音量表术 
- NET/USB 
- iPod 

クイックセレクトネーム 
トリガーアウト1 
トリガーアウト2 
トリガーアウト3 
トリガーアウト4 
トランスデューサの設定 
デジタル出力 
リモコンの 
双ち向リモコン 

232 C ポート （1) 

ディスブレイの明るさ 
設定の保護 
メンテナンスモード 
ファームウエアのアップデート 
新機能の追加 
□言語の設定 0^ m 47 ページ） 
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情巧 


(屈=45ぺージ) 


□現巧の設定 
• メインゾーン 
• ソーン2/3/4 
□音声入力信号 
□ HDMI 情報 
□ 才ートサラウンドモード 
□クイックセレクト 
□プリ七ットチャンネル 


【文字色じついて】 

青文字： 変更または追加 
ホ英字： 削除 


ft ソース選択（囑白48〜日1ぺージ） ) - 

□ DVD ， HDP , TV / CB し SAT , VCR , DVR -1, DVR -2, V . AUX , CD , TUNER 




•参 • 



参 


ブレイ （ iPod ) 

再生モード （ iPod ) 
端子の割り当て 
ビデオ 


入カモード 
入力名の変更 
ソース レベル 
入カアッテネーター 


□ NET/USB 
• ブレイ 
• 再生モード 
• 静止画像 
• ビデオ 
• 入カモード 
• 入力名の変更 
• ソース レベル 


□ PHONO 
• ビデオ 
• 入カモード 
• 入力名の変更 
• ソース レベル 
• 入カアッテ ネーター 


^ヴラウンドモード1 

^ (屈づ6〜38-ぺージ)厂 

□ STEREO 

□ DIRECT 

□ STANDARD 

□ DOLBY HEADPHONE 

(へ、ソ ドホンを使用している塌合） 

□ DOLBY PLHx , DOLBY PLD 
または DOLBY PL 

□ DOLBY PLflz 

□ DTS NE 0:6 

□ DTS NEO:X 

□ HOME THX CINEMA 
U 7 GH STEREO 

□ WIDE SCREEN 

□ SUPER STADIUM 

□ ROCK ARENA 

□ JAZZ CLUB 

□ CLASSIC CONCERT 

□ MONO 

□ VIDEO GAME 

□ MATRIX 



rl 才 1 撫燃れ 


□ オートセットアップ 
• ステップ1:準備 
• ステップ2 :スピーカー検出と測定 
• ステップ3:測を 
• ステップ4:解析 
• ステップ5:解析結果 
• ステップ6:保ち 
□オプション 
♦ ル ー ム EQ 



• ダイレクトモード 
• マイク選が 

□パラメーター確認 

V 






パ"ラメータ ー(： 屈=39〜44ぺ一义£白58ぺージ ）\ 


• 卜ーンコント□ール 

• I -ン X ィート 

•低音 
• 高音 


□音声 

• サラウンドパラメーター 
•モート 
. デコーダー 
-シネマ EQ 

- DRC 

-ダイナ S ックレンジ圧縮 
-し FE 

~ f メ ー ジ 

-センターゲイン 
•パノラマ 
•ディメンション 
-センター幅 
•ディレイタイム 
•エフェクト 
-エフェクトレベル 
-ルームサイズ 
• AFDM 

-サラウンドパック 
- Hei 呂 ht ゲイン 
-入カチャンネル 
-サブウーハーアッテネーター 
-サブウー八一 
- 初期化 


• フ□ント 
. 七ンタ_ 

-サラウンド 
-サラウンドバック 
-フ□ント八イト 
-フ□ントつイド 
-サブ ウーハー 
■ ルーム EQ 

• Audyssey 設定 

- MultEQ : g ; XT 32 
- Dynamic EQ ® 

-リファレンスレペルオフセット 

- Dynamic Volume ® 

•設定 

• A-DSX サウンド ステー ジ 
- Audyssey DSX ™ 

-ステージウィドス 
-ステージ/\イト 

• RESTORER 
■ ナイトモ ー ド 

• 才ーディオァィレイ 
□画質調整 
• コントラスト 
• ブライトネス 
• ク□マレペル 
• 色合い 

• DNR 

• エン A ンサー 
• シャーブネス 



マニュアル設ち (極つ4〜35ペー义 I 

白白36、37、4日〜43、47ぺージ） 


□スピーカーの設定 
(煙=24〜26ぺージ） 

• スピーカー構成 
-フ□ント 
. センタ— 

-サブウーへ一 
- サラウンド A 

• サラウンド B 

-サラウンド 
-サラウンドバック 
-フ□ント A イト 
-フ□ントつイド 
• サブウー/\一の設定 
• 距離 

• チヤンネルレベル 
.モー广 

- サラウンドスピ ー カ ー 

• スタート 
-巧期化 

• ク□スオーバー周波数 

• THX の設定 

■ サラウンドスピ ー カ ー の設定 
□ HDMI 設定 

你の3目、37ページ） 
□音声の設定（0^27、28ページ) 

• か部入力の設定 
.モート 

-サラウンドバック入力 
- サラウンドスピ ー カ ー 

-サブウー A — レペル 
-入カアッテネータ ー 

• 2 ch ダイレクト/ステレオ 
■ ダウンミックス設定 

• 才ートサラウンドモード 
• マニュアル EQ 
• バイリンガルモード 


□ネットワーク設定 

〔原の4日〜がぺージ） 

□ゾーンの設定 
〔幅=の42, 43ぺ-ジ） 

□その他の設定 

〔原の〜3日ぺージ） 

• プリアウトの割り当て 

• XLR 出力の極性 

• POA の設定 
• 音量の設定 

• 使巧ソースの選お 

• GUI 

-スクリーンセーバー 
•壁紙 

•フォーマット 
-操作内容の表示 
• 主音量表术 
- NET/USB 
- iPod 

• クイックセレクト ネーム 
• トリガーアウト1 
• トリガーアウト2 
• トリガーアウト3 
• トリガーアウト4 
• トランスデューサの設定 
• デジタル出力 
• リモコンの 
♦ 双ち向リモコン 

• 232 C ポート （1) 

• デ ィス ブレイの明るさ 
• 設定の保護 

• メンテナンスモード 

• ファームウエアのアップデート 
• 新機能の追加 

□言語の設定[煩=白合47ぺージ) 
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オートセ * J 

/トアップ [ 

SUI 

fl 



アップグレードをおこなうと、"才ートセットアッ 
プ"①内容が初期化されます。 

"オートセットアップ"の設定をおこなう場合には、 
本編の取扱説明書ではな<、本書をご覧になつて操 
作してください。 


接続されたスピーカーやリスニングルームの音響特性を測定 

し、最適な設定を自動的におこないます。この機能を"オー 

トセットアップ"と呼びます。 

測定は、リスニングエリア全体の複数の位置に付属のセット 

アップマイクを設置しておこないます。 

最善の結果を得るためには、6箇所 IU 上（最大で8箇所）で 

測定することをおすすめします。 

•才ートセ、ソトアップをおこなうと、 MultEQ ® XT 32/ 
Dynamic EQ®/Dynamic Volume ® の機肯目(廊42、43ぺ一 
ジ）が有劾になります。 

•手動でスピーカーを設定したい場合は 、 GUI メニューの"ス 
ピーカーの設定:"〔11:^24ページ）でおこなってください。 

•できるだけ部屋を静かじしてください。，騒音は測定の巧げとなりま 
す。窓を閉め、電化製品〔テレビ、ラジオ、エアコン、堂光灯など） 
の電源を切ってください。測定の際、これらの騒音の影響を受ける 
場含があります。 

•測を中、携帯電話はリスこングルーム W 外の場所に置いてください。 
携帯電話の電波が測定を妨げる原因になることがありまず。 

•セットアップマイクは、オートセットアップが完了するまで、絶対 
じ抜かないでください。 

•測を中は、スピーカーとセットアップマイクの闇に立ったり、障害 
物を置いたりしないでください。正しい測走:ができません。 

•測を中に大きなテスト I -ーンを化力しまずが、これは正常な動作で 
ず。リスこングルーム内の,騒音が大きいほどテストトーンの音量が 
大きくなります。 

•測定:中に本体の MASTER VOLUME つまみおよびメインリモコンの 
V 0 L +/- ボタンを操作ずると、測をを中止します。 

•ヘッドホンを接続している場合、測をはできません。オートセット 
アップをおこなう前に、へ、ソドホンのプラグを抜いてください。 


七ットアップマイクの設置場所について 

•測定は、【例①】じ示ずようにリスニングエリア全体の複数 
の位置に付属のセットアップマイクを設置しておこないま 
す。 

最善の結果を得るため、図のように目箇所またはそれ W 上 
〔最大で8箇所）で測定ずることをおずずめしまず。 
•リスニング環境が【例®】に示ずようじ狭い場合でも、リ 
スニングエリア全体の複数の位置で測定ずると、より精度 
が高い設定ができまず。 


FL :フ□ントス ピーカー （左） SL ： サラウンド スピーカー （左） 

FR :フ□ント スピーカー (ち） SR ： サラウンド スピーカー (ち） 

C :センタースピーカー SBL ： サラウンドバックスピーカー（左) 

SW ： サブウー八一 SBR ： サラウンドバックスピーカー(ち) 


【例①】 



【例③】 

FL SW C FR 

ZX 会公 

•C35. CZS- 

(■:測定:ポイント） 

您、.こ.〜¥-ン必 

SL * |\/| -rss' SR 

なな 

SBL SBR 


□ メイン U スニジグポイント (* M ) について 

メインリスニンク‘ポイントとは、最もリスナーが座る位置 
または一人で視聴ずるときじ座る位置でず。オートセット 
アップをはじめる前に、セットアップマイクをメインリス 
ニングポイントじ設置してください。 

Audyssey MultEQ ® XT 32は、この位置から測走:した 
値を用いて、スピーカーの距離、レベル、極性およびサブ 
ウー八一の最適なク□スオーバー周波数を計算しまず。 
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才ートセットアップをはじめる前に 

7 I ヴブウ ー A - の設定をする J 

次の設をができるサブウー八一をご使用の場合のみ、 
この設走をおこなつてください。 

□ダイレクトモード機能びあるサブウー八一の場合 

ダイレクトモード機能を"オン"じして、音量とク□スオー 
バー周波数の設定をお劾にして < ださい。 

□ダイレクトモード機能びないサブウー八一の場合 

次のようじ設定してください。 

•音量の設定： "12 時"の位置 

•ク□スオーバー周波数の設走："最大/最高周波数" 

• パスフィルターの設定："オフ" 

•スタンバイモードの設走："オフ" 


2 


[ _付属のセットアップマイクをを備ずる_ I 

セットアップマイクを兰脚またはスタンドに取 
り付けて、メインリスニングポイントじ設置す 
る。 

セットアップマイクを設置ずる場合は、受音部をリス 
ニング時のちの高さにあわせて調節してください。 


才ートセットアップをはじめるときは、必ず付属のセットアッ 
プマイク （DM-A409) をご使巧ください。 

アップグレード前のセットアップマイク （DM-A505Z) を使 
用すると正しく測定できません。 


ップマイク 



ク 

兰脚やスタンドがない場合は、背もたれのない椅子などじ設置して 
ください。 

•セットアップマイクを手で持ちなが6測をしないでください。 
•セツトアップマイクを座席の背もたれや壁のおく(こ置<と、音の 
反響で正しい測定ができない場合があります。 


3 ( セットアップマイクを接続する 1 

セットアップマイクを本体の SETUP M に端子に 
接続する。 


0 0 0 0 0, 

0 0 0 0 0 0 

〇 〇 〇 

0 〇 〇 〇 田. 

◎ 。。|"〇 ' 

,0)1} ◎ e 1 〇。 0.1 

^^1 〇 ■^續 ©◎ 島を 

1111111111 IIL 

-1- 

1111111111111111111111 ff/ 1 1 


I セットアップマイクを接続ずると、テレビ 
W じセットアップ画面を表示します。 

【セットアツプ画面 • iVi 巧王…1— 】 




【セットアップ画面 

























































才ートセットアップ 

ご使用になるスピーカーに最適な設定を 
自動的におこないまず。 

参メニュー階層参 


呵 

— 1> 化(： 


n 才ートセットアップ 

自動的にスピーカーの設ををしまず。 

【才ートセットアップの流れ】 




ステップ2スピーカー検出と測定 

(メインリスニングポイント） 屈。17ぺージ 


ステップ4曲巧 


♦ 


ステップ5解が結果 


ステップ6保ち 


♦ 


終了 


風19ぺージ 


厮20ぺージ 


風20ぺ一 り 


犀21ぺージ 


ステップ！準備 


• を要に応じて、次の設走をおこなってください。 

• 々の設定をおこなわずにオートセットアップを開始ずる場 
合は、手順4のみおこない、ステップ2へ進んでください。 

□ アンプの割り当て ^^0303 

接続したスピーカー構成に合わせて、パワーアンプの使用 
方法を違びまず。 

GUI メニユーの"アンプの割り当て"を"适常" W 外に設 
をずるときに選んでください。 

□ プリアウト①割り当て 

プリアウトの割り当てを変更しまず。 

□ XLR 出力の極性 

XLR 端子の極性を切り替えまず。 


ロ チャンネルセレク h CiSIiSillilSV 

あらかじめ測走ずるスピーカーを違択ずると、測定時圍を 
短縮できまず。必要に応じて設定してください。 

サブウー八一を2台または3台測走ずる場合も"チャン 


ネルセレクト"の設定をしてください。 


因 


►"フ□ント八イト"は 、 GUI メこユーの"アンプの割り当て"一"ア 
サインモード"設を〔屈=29ページ）が"フ□ント八イト"、かつ 
"拡張チヤンネル"設を（0^29、3日ページ）が"フ□ント八イト" 
のときじ表示します。 

> "フ□ントワイド"は 、 GUI メこユーの"アンプの割り当て"一"ア 
サインモード"設定〔囑=29ページ）が"フ□ントワイド"、かつ 
"拡張チヤンネル"設走： 0^29、3日ページ）が"フ□ントワイド" 
のときじ表示します。 


パ巧な n なか到口 


巧諭©广9な 



イ9さ©おな4お碟 


7^:^ ぺ一で5" V’—V 


イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な蔬 
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!ni 

1 *■ 


ENTER - 

AV <][>■ 

RETURN 


恩需 

C=3 (SI 园 

TU 囚 VC* 

8 巧'面 3 画 H 百 
回回回 


巧因巧 
巧 B 舌' 
巧因!舌' 





ENTER 

AVO 

RETURN 


4C 


オートセツトアップをはじめる 


A ▽ボタンを押して"才ートセットアップスター 
卜" を選び、 ENTER ボタンを押す。 

「ステップ2スピーカー横化と測定（メインリスニング 
ポイント）」（屈=17ページ）へ進みまず。 


を種設定をおこなラ 


A ▽ボタンを押して設定したい項目を選び、 
ENTER ボタンを押す。 

選択した設定のメニュー画面を表示しまず。 

【セツトアップ画面 



※設定できる項目の詳細については、15ページをご覧くだ 
さい。 


2 ^ボタンを押して設定する。 


3 


RETURN ボタンを巧して前の画面に戻る。 


巧9決定 tUCTItW) 扑娜 

トトか卜7の’を開始しまず 



巧9巧ミ (HCTUIW) キり邮 

才-卜か巧の’を開始しまず 




(メインリモコン）（サブリモコン） 


































































































ENTER 
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ステップ 2 スピーカー巧出と測定 

(メインリスニングポイント） 

•ステップ2では、サブウー八一の音量レベルの測を、およ 
びメインリスニングポイントの測ををしまず。 

•ここでは、スピーカー接続の有無や大きさ、チヤンネルレ 
ベル、距離およびク□スオーバー周汲数を自動的に計算し 
まず。また、リスニングエリア内の音響歪みをネ甫正しまず。 

•付属のセ、ソトアップマイクをメインリスニングポイントに 
設置してください。 

7 I ヴブウ ーA- の 音量 レベルを測定する ) 

"測定"を選び、 ENTER ボタンを巧す。 

サブウー八一の音量レベルを測走しまず。 

XGUI メニューの"チヤンネルセレクト"-"サブウー八一’’ 
を"スキップ"に設走している場合は、サブウー八一の 
音量レベルは測をできません。 

※サブウー八一を2台または3台ご使用じなる場合は、そ 
れぞれの音量レベルを測をしてください。 

※サブウー八一の音量レベルを測をしたあと、下記の エラー 
メ 、ソ セージが表示された場合は、「サブウー八一の音量レ 
ベルを調節ずる」（屈=18ページ）でサブウー八一の音量 
レベルを調節してください。 


凹 卜けッの7 


3 


検出されたスピーカーを表示します。 


[ ait! I 1 回 3 4 

サ7ウ卜の音量び大きずぞるかルさずぎまず。 - If フ’ウ - A - LA ‘ I 防） 

萬節-を涅巧して、リアウ - II - 本巧の音量を围節してください。 

的■ウイトを使巧しないち合は. 

■スかフーを呈巧してぐださい 


I の‘! WK / Vl の 巧 節 


※次の図は、フ□ントスピーカー/センタースピーカー/ 
サブウー八一/サラウンドスピーカー/サラウンドバッ 
クスピーカー/フ□ント八イトスピーカーを橫止1したと 
きの表示例でず。 



@巧を 

97 り-の音量を围節ずる項目へをみまず 


巧をみ定 CgmgQ か殊ル 

北■-卜の接続結果を巧弦を I ステの ‘3( 巧を)へ進みまず 


※接続してし1るスピーカーが検止1されなし''場合は、スピー 
カーが正しく接続されていないことが考えられまず。ス 
ピーカーの接続をお認してください。 

※再測走ずるときは、▽ボタンを押して"再測走"を選び、 
ENTER ボタンを押してください。 

A ▽ボタンを押して"次へ一測定"を選び 、 ENTER 
1ボタンを押す。 

「ステップ3測を （2 箇所目 W 降)」（屈=19ページ）へ 
進みまず。 


テレビ画面に"ミ主意！"が表示された場合は、「エラーメッセージに 
ついて」（屈=22ページ）をご覧ください。圉速する項目を巧認し， 
あ要な巧化をおこなってください。エラーが解決したあとで.再び 
オートセツトアップをおこなってください。 
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_口測定を中止するとき 

メインリスニングポイントの測定をおこなう 1 ENTER ボタンを押で。 


サブウー八一の音量レベルの測定が完了すると、 
自動的に接続しているスピーカーを検出します。 

※「ステップ！準備」〇13=15ページ）の設を内容じより、 
測をずるチャンネルが変わりまず。 

※スピーカーの測をが完了ずるまで、数分闇かかりまず。 


a 癌巧 n なか到口 


巧諭©广9な 



イ9音©おな4お碟 


7^:^ ぺ一で5" y— V 


イ Q 音©麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な肅 
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ENTER 



(。 D 叫 ◎ 

巧 W がこ 7DSI C*i 

(CD 〇 CJ 

aoa 

^ S*T Tb — uiu 

maa 
な"が o 
◎"DO 



©nro 

•川 ihG 穿 liJWM* 


が … M 、 C0M bSB 


—■■"***. M 川に 
SB … ご 'ri: 


ENTER 


(メインリモコン） （サブリモコン） 


□ サフウー八一の音量レベルを調節する 

最適なサブウー八一の音量レベルは、 75 dB でず。 

「サブウー八一の音量レベルを測走ずる」（屈=17ページ） 
で、サブウー八一の音量レベルが72〜 78 dB t (外のとき 
にエラーメッセージを表示しまず。 

エラーメ、ソ セージが表示された場合は、次のちまでサブ 
ウー八一の音量レベルを72〜 78 dB W 内になるようじ調 
節してください。 


因 


[ま唐 I 1 回 3 

的■ウ -; W の音里び犬さずぞるかルさずざまず。* tr り- A-bV IK 0 
萬節-を畳巧して、の‘ウ - II - 本な:の音量を围節して < ださい。 

サフ‘ウ -; w を巧用しない場合は. 

"スかフ…を星巧してください 


I サフ‘! HKA •ルの調節 


@巧を 

の’ご-け-の音量を围節ずる項目へ進みまず 


ク"サブウー八ーテストスタート"を選び 、 ENTER 
た ボタンを押す。 

サブウー八一の音量レベルを測定しまず。 

測をを開始ずると、"テスト中…"を表示しまず。 
測定が完了ずると、測走レベル値を表示しまず。 


が トトセットァッァ 

DEMON 

サ: r ウ - J トレ VI の巧節 

タイ刈;〇グイ州こ耳と同じ岳さで7イクを直き、 
ENTER ホ’のを巧してください 

1医] 3 4 5 6 

■ 

。，： J 

3 •置 店； ■ 



@ 巧ミ tugnaw) わ：/ til) 

測定を開始しまず。サフ’ウ - A - か5テストトンを出力しまず 


3 


おき持ちのサブウーハーで、レベル表示が72〜 
78 dB じ(巧になるよろじ、サブウー八一の音量レ 
ベルを調節する。 


が トトセット7ッァ 

DEMON 

サフ•ウ - A - IA •ルの巧節 

1图3 4 5 6 

レ* VS * 巧び約7已 d 日になるよ引こ、7斤ィての•ウ -11- 本巧の 

音匿を男節してください 



■ ■•壁を ■ 


サブウー八一を2台または3台ご使用じなる場合は，それぞれのサ 
ブウーハーの音量レベルが72〜 78 d 己 lii 巧になるようじ調節して 
ください。 

■f "サブウーハーレベルの調節"を選び、 ENTER ボ 
■ タンを押す。 


凹 トトセツかノア 


@減 

LA ■■ルが一致すると色びホか5青に変化しまず 


※測をレベル値が72〜 78 dB W 外のときは、レベル表示 
部がホ色になりまず。 

※測をを中止ずる場合は、 ENTER ボクンを押してください。 


||] トトセット7ッァ 

DEMON 

サフ‘! H トレ V ルのお巧 

1图3 4 5 6 

レ<\‘)1«巧び約7已 dB になるよ引こ、7巧ィフ•の‘: HI - 本体の 

音匿を男節してください 

■ncm 


@游 

レへ’ルが一致ずると色がホか5青に変化しまず 


※測定レベル値が72〜 78 dB (巧になると、レベル表示 
部が青色になりまず。 

4測定レベル値が72〜 78 dB 巧になったら、 
1 ENTER ボタンを押す。 

5 "次へ"を選び、 ENTER ボタンを押す。 

「ステップ2スピーカー横化と測定（メインリスニング 
ポイント）」（屈=17ページ）の手順2へ進みまず。 


DEMON 





a 巧巧 n かか到口 


巧諭©广9な 



イ9音©おな诗お碟 




イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:迎-0な6 


W 巧な肅 
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A 

ENTER 

V 


(サブリモコン） 


ステップ 3 測定口箇所目!:;^降） 

•ステップ3では、メインリスニングポイント W 外の複数の 
ポイント （2 〜8箇所目）を測定しまず。最大8箇所まで 
測をできまず。 

•複数のポイントを測をずると、リスニングエリア巧の音響 
歪みの補正精度をより高くずることができまず。 

•付属のセツトアップマイクは、測定ずるポイントへ移動し 
てください。 


2箇所目にセットアップマイクを移動させ、 AV 
ボタンを押して"没促"を選び、 ENTER ボタンを 
押す。 

2箇所目の測ををはじめまず。 



X 2 箇所目 W 降の測定を省略ずる場合は、 ▽ ボタンを押し 
て"次へ一解析"を選び、 ENTER ボタンを押してください。 
「ステップ4解析」へ進みまず。 


2 手順1をくり返して3〜8箇所目を測定する。 

8箇所目の測走が完了ずると、"測走が終わりました" 
を表示しまず。 

※再測走ずるときは、▽ボクンを押して"再測を"を違び、 
ENTER ボクンを押してください。1つ前のポイントを再 
測をしまず。 



3 ▽ボタンを押して"次へ一賴析"を選び 、 ENTER 
ボタンを押す。 

「ステップ4解析」（屈=19ページ）へ進みまず。 


テレビ画面に"ミ主意！"が表示された場合は>「エラーメッセージに 
ついて」（屈=22ページ）をご覧ください。圉連する I 頁目を確認し> 
か要な巧化をおこなってください。エラーが解決したあとで，再び 
オートセットアップをおこなってください。 

□ 測定を中止するとを 
ENTER ボクンを押ず。 

ステップ4解♦斤 

ステップ4では、ステップ2およびステップ3で測走した結 
果を解析しまず。 


測定が完了したら、▽ボタンを押して"次へ一解析" 
を選び、 ENTER ボタンを押す。 

ステップ2およびステップ3で測をした結果を自動的に解 
析し、リスニングルームにおけるをスピーカーの特性をま 
定しまず。 



※解析が完了ずるまで、数分圍かかりまず。解析時園は、 
接続されたスピーカーの数と測をポイント数に依存しま 
ず。接続ずるスピーカーの数と測をポイントがをくなる 
ほど、解析に要ずる商圍は長くなりまず。 
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ENTER 

AV< 

RETURN 



(メインリモコン） 



ENTER 

AV< 

RETURN 


ステップ 5 解が結ま 


ステップ百巧を 


ステップ5では、ステップ4で解析した結果をお認しまず。 



A ▽ボタンを押して確認したい項目を選び、 
ENTER ボタンを押す。 


Id トトかの〕‘ ' • で说で.巧 DEMON 

ステの‘5解巧な果 1 2 3 4固6 

its 篇まを度藍ずるか、なにをむ場さは 
■巧へ■を巧して < ださい 



化.-； HRR 8 BB 


••保巧 


をへ一保巧 


@巧定 

Cgnggl わ如レ 

方の‘6(保存)へ進みまず 



X 実際の距離と異なる値に設をされる場合がありまず。 
※他の項目をお認ずる場合は、 RETURN ボクンを押し、お 
認したい項目を還んでください。 


▽ボタンを押して"次へ一保ち"を選び 、 ENTER 
ボタンを巧す。 

「ステップ6保存」（屈=20ページ）へ進みまず。 


•接続している状態と異なる結果やテレビ画面に"注意！"が表示さ 
れた塌合は、「エラーメッセージじついて」（頓=22ページ）をご 
覧ください。関速ずる項目を確認し、必要な対処をおこなってくだ 
さい。エラーが解決したあとで、再びオートセットアップをおこなっ 
てください。 

•再測定後も接続している状態と異なる結果やエラーメッセージが表 
示された場合は、接続を間違えている可能性があります。必ず本機 
の電源を切り、スピーカーの接続を確かめ、最初から測ををやり直 
してください。 

•スピーカーの位置や向きを蛮えた±壽合は、最適なイコライザーの補 
正を得るためじ、再びオートセツトアップをおこなってください。 


ステップ6では、ステップ2およびステ、ソプ3で測定した結 
果を保存しまず。 


"保皆’を選び、 ENTER ボタンを押す。 

測定結果を保存しまず。 


が トト t ッ仍ァ ' • で:惟。4 DEMON 

ステリフ‘6巧存 12 3 4 5图 

■保ぞを巧して、な巧括果をな存しまず 



巧を ;*定 ( ignjwo 车ャ鄉 

奶定篇果を反映しまず 


み 


トトむ仍フ‘ ' • で:断でミ DEMON 


ステッフ‘6 «巧 12 3 4 5(6] 

な巧中でず....お待ちください 



X 保存が完了ずるまで、20砂程度かサリまず。 

※測を結果を保存しないときは、 RETURN ボクンを押して 
ください。"オートセットアップを中止しまずか？"を表 
示しまずので、<ボクンを押して"はい"を選んでくだ 
さい。ずべてのオートセツトアップの測走結果を消去し 
まず。 


測を結果を保を中は，絶巧に電源を切6ないで< ださい。 
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A- 

ENTER 

V- 


と jIi _ ll 巧 

巧因!巧 
巧ち!巧 


U ： 


y 回 U 
【’ .〜 1三".' 卜,1,.. ■) 












(メインリモつン) 



(サブリモコン） 


X Dynamic Volume ® は、本機に入力した音黄レベルを常[こ 
モニタリングしながら最適な出力音量に調節ずる機能でず。 
テレビ番組の再生中にコマーシャルの音が急に大きく再生さ 
れる場合などに、音のダイナミック感や S 月瞭感を損なうこと 
なく適切なボリュームコント□ールを自動的におこないまず。 

□ Dynamic Volume ® 機能の設定をするとき 

A ボタンを押して"はい"を選び、 ENTER ボタンを押 
してください。自動的に " Evening " モードじなりまず。 

□ Dynamic Volume 贷 機能の設定をしないとき 

▽ボタンを押して"いいえ"を還び、 ENTER ボクンを 
押してください。 




>オートセットアップをおこなったあとじ，スピーカーの接続やサブ 
ウー八一の音量を変更しないで<ださい。変更した場合は，最適な 
イコライザーの巧正効果を得るために，再びオートセットアップを 
おこなってくださし、。 

>2台または3台のサブウー八一を使用してオートセットアップをお 
こなったあとじ> それぞれのサブウー八一の距離と音量を変ちしな 
いで <ピさし、。 



〇 Dynamic Volume ® 機能の設定をする。 


EN 


ER AV 


按了 


オートセットアップを終了しまず。 

*1 本体の SETUP M に端子からセットアップマイク 
* を抜く。 




@な-接了 

Dynamic V口 lume を抑こしてトトかげッフ•を篇了しまず 





屬百 

需凰^ 

恩！！！"0胤 
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エラーメッセージについて 



•スピーカーの設置や測を環境などじよりオートセットアップを完了できなかった場合に、エラーメッセージを表示します。エラーメッセージが表示された場含は、関連する項目を確認し、必要な対処をおこなっ 
てください。エラーが解決したあとで、再びオートセットアップをおこなってください。 

•再測走後も、接続している状態と異なる結果皆エラーメッセージが表示された場合は、接続を間違えている可能性がありまず。必ず本機の電源を切り、スピーカーの接続を確かめ、最初から測定をやり直してく 
ださい。 

•スピーカーの接続を巧認するときは> あず電源を切って< ださい。 


エラーメッセージ（例) 


エラーの内容 


エラーの 処理方法 


M トトセット7,クフ. 


ま意！ I 1 图 3 

V ゥ-<1-の音屋が大をずぎるかかさすさまず。•■巧- Cm-KIKD 
围節-を夏巧して，の‘： H 卜本巧の音量を勇節してくだをい。 

の-: H 卜を®用しないちさは， 

■■ス丰ツフ"を星巧してくださレ 




凹 トトをツか7 


I 錦 I 


坦届音占ホきずぎるひ出力 LA •■ルがかさずきます 


11 ■ 


M トトセット 7’ クフ. 



•サブウーハーの音量が適切でないため、正しく測定できません。 


•接続しているセットアップマイクが壊れているか、付属じ(外のセッ 
トアップマイクを接続している。 

•接続しているずベてのスピーカーが横化されない。 

•フ□ントスピーカー(左）が正しく横化されない。 


•部屋の騒音が大きいため、正しい測をができない。 

•スピーカーやサブウー八一の音量がルさいため、正しい測をができ 
ない。 


•表示されたスピーカーが模化されない。 

(左の画面は、フ□ントちスピーカーが検出できないことをあ6わ 
しまず。） 


•表示されたスピーカーの位相が逆である。 

(左の画面は、フ□ントちスピーカーの位相が逆になっていること 
をあ6わします。） 


• アンプ内蔵のサブウー八一（アクティブ方式）をご使用の場含は、 r サ 
ブウー ハーの 音量レベルを調整ずる」〔11:^18ページ）でサブウー 
八一の音量を調節してください。 

•アンプが内蔵されていないサブウー八一をご使巧の場合は、"スキッ 
プ"を選び、 ENTER を押してください。 


•付属のセットアップマイクを、本体の SETUP M に端子に接続して 
ください。 

•スピーカーの接続を確認してください。 


•騒音を発生する機器の電源を切るか、機器を遠ざけてください。 
•周囲がより静かなときに再度おこなってください。 
•スピーカーの設置や向きを確認してください。 

•サブウー八一の音量を調節してください。 


•表示されたスピーカーの接続を確認してください。 


• 表示されたスピーカーの極性を確認してください。 

•スピーカーや部屋の環境じよっては、正しく接続してもエラーメッ 
セージが表示される場合がありまず。このような場合は、 A ▽ボタ 
ンを押して"スキップ"を選び、 ENTER ボクンを押してください。 
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且オプション 

ダイレクトモードの設走をしまず。 



ダイレクトモード 


DIRECT や PURE DIRECT モードで、 MultEQ ® XT 32 を 
使用ずるかどうかを設定しまず。 


【選択できる項目】オンオフ 


且パラメーター確認 


オートセットアップの測走結まやイコライザー 
の種類をお認しまず。 

(このメニュー項目は、オートセットアップをお 
こなわないと表示されません。） 


固 


【選択できる頃目】 


スピーカー構が確認 II 

距離確認 II 

チヤンネルレベル確認 

ク□スオーパー確認 

II EQ 確認 

II 再設定 



固 

• " EQ 確認"を選んだ場含は、 AV ボクンを押して確認したい補正力一 
ブ (" Audyssey " または "Audyssey Flat ") を選び、 ENTER ボタ 
ンまたは [> ボタンを選んでください。 

AV ボタンを押すと、各スピーカーの表示を切り替えられます。 

• "再設を"を選ぶと、各設定を手動で変更した場台でもオートセットアッ 
プの結果 （ Mul 记 Q ® XT 32が当初計算した値）じ戻せます。 


1^^ ■".ラ トト確認 

面 I 再設定 

- 化‘-)]-宿成困認 

距潍お詔 
村；4ル bVI 雁詔 
ク□スオ-が-巧設 
EQ 確認 


才-トセット7ッアの測を括果を再設定しまず 



DENON 

■再 設定 


再設定 • 

しない 


@みを 

才-トセット7’クフ‘の測を括果を再設定しまず 


DENON 

•する 

しない 
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いろいろなパラメーターの詳細な設定をおこないまず。 


アップグレードをおこなろと、"スピーカーの設定" 
の内容が変更されます。 

"スピーカーの設定"①設定をおこなろ場合には、 
本編の取扱説明書ではな<、本書をご覧になって操 
作してください。 


スピーカーの 設定 

GUI 

スピーカーを手動で設をずる場合、または 
オートセットアップで設をされた内容を変 
更ずる場合におこなってください。 

を 

参メニュー階層参 





フ□ント 

フ□ントスピーカーの大きさを選びます。 


【選おできる項目】 

大 

ル 


センター 




センクースピーカーの有り 

-無しや大きさを違びまず。 

【選おできる項目】 [ 

大 

か 

1無し1 

サブウー八一 

サブウー八一の有り 

-無しを選びまず。 

【選巧できる項目】 [ 

有り1 

おし 


サラウンド 




サラウンドスピーカーの有り.おしや大きさを逞びまず。 

【選巧できる項目】 

大 

ル 

1無し1 

サラウンドパック 

サラウンドバックスピーカーの有り.おしや大きさを逞びまず。 

【選おできる項目】 

大 

1ル 

||おし1 


2 台 

1 台 

] 


大 ：低音域を十分に再生できる能力があるスピーカー 
を使用ずるときに選びまず。 

ス^:低音域の再生能力が十分でないか型スピーカーを 
使用ずるときじ選びまず。 


フ□ント八イト 


フ□ント八イトスピーカーの有り-無しや大きさを選びまず。 


【選おできる項目】 大 

ル 

おし 

フ□ントワイド 

フ□ントワイド スピーカ 

一の 有り 

無しや大きさを選びまず。 

【選おできる項目】 大 

ル 

おし 


因 

•"大"と"ル"の選択は、スピーカーの外形で判断せずに、"ク□スオー 
バー周波数"で設をした周波数を基準とした低域再生能力で判断し 
てください（囑=2目ページ)。 

• "フ□ント"を"ル"に設定ずると、"サブウー八一"の設定:は自 
動的に"有り"じなります。 

• "サブウー八一"を"無し"に設定ずると、"フ□ント"の設定は 
自動的じ"大"じなりまず。 

• "サラウンド"を"無し"じ設をずると、"サラウンドパック"、"フ 
□ント八イト"および"フ□ントワイド"の設をは自動的に"無し" 
じなります。 

•サラウンドパックスピーカーを1本のみ使用する場合は、左チヤン 
ネル （ S 日 L ) に接続してください。 

•サブウー八一の低域再生能力が十分な塌合、"フロント"、"センター" 
および"サラウンド"の各スピーカーの設をを"ル"にしても良好 
な音場再生を得ることができます。 

•"フ□ント八イト"は 、 GUI メこューの"その他の設を"-"アンプ 
の割り当て"-"アサインモード"設を（屈=29ページ）が"フロ 
ント八イト"または"その他の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チヤンネル"設定（頓=29、3日ページ）が"フ□ント八イト"の 
ときに設定できます。 

•"フ□ントワイド"は 、 GUI メこューの"その他の設定:"-"アンプ 
の割り当て"-"アサインモード"設定:（囑=29ページ）が"フロ 
ントワイド"または"ぞの他の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チャンネル"設定（頓=29、3日ぺージ）が"フ□ントワイド"の 
ときに設定できまず。 
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距離の設定 


設定したいスピーカーを違び、距離を設走しまず。 
測をした距離に最も近い値に設をしてください。 

【可変できる範囲】 


0.00 m ~ 18.00 m :ソートル"のときに表示されまず。 

フィート"のときに表示されまず。 


国 

THX ウルトラ2シネマモード、 THX ミュージックモードおよび 
THX ゲームズモードをお楽しみいただく場合には、サラウンドバッ 
クスピーカーは2台必要です。リスこングポイントからサラウンドパ 
ックスピーカーまでの距離がし R 等距離じなるように置いてくださ 
い。また、 FL / FR 、 SL / SR 、 S 己 L / S 巨 R 、 FHL / FHR 、 FWL/FWR 
はそれぞれの L と R のリスこングポイントか6の距離の差が 60 cm 切 
下になるようじ設置することをおすすめしまず。 



名■スピーカーとの閨隔は、6.00 m (20.0 ft ) W 下(こ設定してください。 


Q チヤンネルレベル 

ずべ てのスピーカーからの 音量が同じじなるようじ各 
チヤンネルのレベルを調節しまず。 


モード 


テストトーンの再生方法を選びまず。 


【選択できる項目】 I 才 ート] をニユアル 

スタート 


テストトーンを化力しまず。 


【 可変できる範囲】 1-12 dB ] -区 dBI ~ [+12 dB ] [オフ I 

* :サブウー八一の音量が ■■-12 clB " のときじ < ボタンを巧すと, 
サブウー八一の音量を"オフ"じずることができます。 


減 


ブウー八一の本数や構成を違びまず。 


|1 SP | 

2 SP L/R 1 

|2 SP MIX | 

1 3 SP L / R/LFE 1 

3 SP MIX 



3 


2 SP MIX " と "3 SP MIX " を選ぶと、"サブウー八 一1" 
一八一 2" 、"サブウー八一 3" がそれぞれ表示されます。 


"サブ 


モ-ド 


サブウー八一で再生ずる低音域信号を選びまず。 


【選択できる頃目】 iLFE - THX - j 占 FE + メイン 

因 

• " LFE - THX -" モードは、室内の低音域干渉がおこりじくくなるた 
め、 THX 再生に適しています。 

• GUI メこユーの"スピーカー構成"-"サブウー八一"の設定 
が"有り"のときじ設をできまず。 

•音楽ソースや映画ソースを再生して、量感のある低音域が得られる 
ちのモードを選んでください。 

•常にサブウー八一か6低音域信号を化力したい場合は、 " LFE + メ 
イン"を選んでください。 


メー トル/ フイー ト 


距離の単位を違びまず。 

ステップ 


ステップ（最小巧を距離）を切り替えまず。 

【選おできる項目】 


0.1 m 

[ O.Olml 

1 れ 

0.1 ft 1 


:"フィート"のときに表示されまず。 


初胤ヒ 


設定を初期化しまず。 


O . Oft -60.0 ft 


且距離 

リスニングポイントから スピーカーまでの 距離を設走し 
まず。 

設ををおこなう前に、リスニングポイントから各スピー 
カーまでの 距離を測っておいてください。 


且ヴブウー八一の設定 

サブウー八一の出力構成と再生ずるほ音域信号を逞びま 
ず。 


サブウー八一構成 

サブウー八一端す 

1 SP 

SW 1 

2 SP L/R 

L 

SW 1 

R 

SW 2 

2 SP MIX 

1 

SW 1 

2 

SW 2 

3 SP L / R/LFE 

L 

SW 1 

R 

SWS 

LFE 

SW 3 

3 SP MIX 

1 

SW 1 

2 

sm 

3 

SW 3 


パ巧な n なか到口巧諭©广々な 





择 


サ 


■、玉 


良 


ク 
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初胤ヒ 

設定を初期化しまず。 


^ メイン y モコンでを操作でをます 

テストトーンによる調節は、下記の通り;><インリモコンか6でちお 
こなえます。 

メインリモコンでのテストトーンじよる調節は"オート"のみで、 
STANDARD ( Dolby/DTS サラウンド）および HOME THX CINEMA 
モード時に有効です。調節したレベルは各サラウンドモードに自動 
的じ記憶されます。 

① TEST ボタンを押ず。 

テストトーンが各スピーカーより化力されます。 

③づボタンを押して、各スピーカーの音量が同じじなるように調 
節ずる。 

③調節が終わった6、もう一度 TEST ボタンを押す。 


因 


• 市販の音圧計を使用してレベル設ををずるときは，をスピーカー 
のレベルがリスニングポイントで 75 CIB になるようじ調節します。 
この際，音圧計の設をは，周波数特性を" C ", 動特性を " SLOW " 
にしてください。 

■ GUI メニューの"スピーカー構成"の設定で，"無し"じ設定され 
ているスピーカーは表示されません。 

* "チャンネルレベル"を調をすると，調節された値がずベてのサラ 
ウンドモードに巧して設をされます。サラウンドモード別にチャ 
ンネルレベルを調節する場合は> GCr 73 ページ 
£ Ci 71 ぺージ 墨 WW Iil •■ を ご覧< ださい。 


0 ク□スオーパー周液数 

サブウー八一から化力ずる各スピーカーのほ音域信号を 
何 Hz じ(下にずるかを違びまず。 


【選巧できる項目】 


円 XED - THX - 

THX 規格の 80 H 

Z のク□スオーバー周波数に設走しまず。 

40 Hz II 60 Hz 

II 80 Hz II 90 Hz II 100 Hz II 11 OHz | 

1 20 Hz || 1 50 Hz 1 1 200 Hz 1 250 Hz | : 

サブウー八一か t 
設定された周液望; 
お使いになるス t ： 
ください。 

スピーカー別： 

5 化力されるをスピーカーのほ音域信号を、 
け U 下で出力しまず。 

二°一力一のほ域再生能力に合わせて設をして 


名■スピーカーごとに、ク□スオーバー周波数を設をしまず。 


国 

• THX 認証のスピーカーをお使いのときは、"スピーカーの構成" 
をずベて"ル"に設定してください。また、ク□スオーバー周波数 
を " FIXED - THX -" (こ設定ずることを推奨しますが、スピーカーに 
よっては異なる周激数に設定することで、ク□スオーバー周波数付 
おでの周汲数特性を改善できる場合わありまず。 

•"ク□スオーバー周波数"は 、 GUI メこューの"スピーカー構成"で、 
"サブウー八一"が"有り"または"ル"じ設をされているスピーカー 
がある場合に設をできます〔屈=24ページ)。 

• "スピーカー別"の設をでは 、 GUI メこューの"スピーカーの設定" 
-"サブウー八一の設定"-"モード"が " LFE - THX -" じ設走:され 
ている場合は、"スピーカー構成"で"ル"に設定されているスピー 
力一の設ちができます。 また 、 "LFE + メイン"の場合は、スピーカー 
の大きさに関係なく設をができます。 

•"ル"に設をされたスピーカーの攝含、ク□スオーバー周波数] ■ U 下 
の音はカットして化力されます。カツトされた低音域はサブウー 
ハーまたはフ□ントスピーカーか6化力されます。 


0THX の設定 

THX サラウンドモードを最適に再生ずるためのスピー 
力一設ををしまず。 


THX Ultras サブウー八一 


THX Ultra 2 規格対応のサブウー八一またはほ域を十分に再 
生できるサブウー八一を使用ずる場合に設定しまず。 


【選択できる項目】巧応 L 巧が応 I 

国 

GUI メこユーの"スピーカー構成"-"サブウー八一"の設をが"有り 
のときじ設をできまず（屈=24ページ)。 

B 巴 C(Boundary Gain Compensation) 

ほ音域の量感が大きい場合に、ほ音域をネ甫正しまず。 


【選択できる項目】 r オン1 ^フ I 

国 

•低音域の量感が過をじなるときには、"巨 GC " を"オン"じ設定して 
ください。5日 Hz W 下のイ氏音域をカットずる回路が動作しまずので、再 
生音の低音域の量感でお好みに応じて選んでください。 

• "THX Ultra 2 サブウー八一"の設定:が"対応"のときじ設定できます。 

SB スピーカーの 巧隔 


サラウンドバックスピーカー左ち間の距離を設定しまず。 

【選択できる項目 】I 0.3 m 1 U 下] [0.3 -1 .Sm ] ごぶ m な上 I 

国 

• GUI メこューの"スピーカー構成"-"サラウンドパ、ソゲ（屈=24ぺ一 
ジ）の設をが "2 台"のときに設定できます。"1台"じ設定した場 
合は表示されません。 

• THX サラウンド EX 、 THX ウルトラ2シネマ、 THX ミュージックモード 
および THX ゲームズモードを最適に再生するために必要な設をでず。 
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アップグレードをおこなうと、"音声の設定"の巧 
容が変更されます。 

"音声の設定"の設定をおこなろ場合には、本編の 
取扱説明書ではな<、本書をご覧になつて操作して 
ください。 


音青の設定 

GUI 

音声の再生に関ずる設ををしまず。 

ぶ 

• メニュー 階層参 


マニュアル設定 


音声の設を 



か部入力の設定 


2 ch ダイレクト/ステレオ 


オートサラウンドモード 


マニュアル EQ 


且バイリンガルモード 


D 外部入力の設定 帳 


m 


EXT . IN モードで再生ずるときのスピーカーの各種設走 
をしまず。 


サブウー八ーレベル 


サブウー八一の再生レベルを設走しまず。 
使用ずるプレーヤーに合わせて逞びまず。 


OdB 1 

1 +5犯 1 

|+10犯|| 

+15 dB | 


因 


"+15 dB " じ設ちずることをおずずめします。 


D 外部入力の設定 

タト部入力端す （ EXT . IN ) か6入力されたアナ□グ信号の 
再生方法を設ちしまず。 


モ-ド 


再生モードを逞びまず。 


【選おできる項目】 DSP アナ□グ 


サラウンドパック入力 


【選おできる項目】 I 使用しなし、]臣 BL/SBRlISBfSBU 

因 

"モード"の設定が " DSP " のときに設定できまず。 

サブウー八ーレベル 

サブウー八一の再生レベルを設定しまず。 

使用ずるプレーヤーに合わせて選びまず。 


OdB 

1 +5犯 1 

+ 10 dB 

|+15 dB | 


因 


"+15 dB " (こ設定することをおすすめします。 


入カアッテネーター 


入カレベルが大きずぎて再生音が歪んでいる場合に設定しま 
ず。 


【選択できる項目】 I オフ I -6 dB 

国 

"モード"の設をが " DSP " のときじ設をできます。 


B 2 ch ダイレクト/ステレオ 

2チヤンネルモードで再生ずるときのスピーカーの各種 
設定をしまず。 


設定 


設定を変更ずる場合は"変更"を逞びまず。 

【選巧できる項目】昼本 r を至 

* :"スピーカーの設を’’と同じ設をで再生します。 

フ□ント 

フ□ントスピーカーの大きさを逞びまず。 


接続ずるプレーヤーに合わせて、サラウンドバックチヤンネ 
ル人力を逞びまず。 


【選巧できる項目】 I 大 

サブウー八一 


サブウー八一の有り.無しを逞びまず。 


【選択できる項目】 I 有りおし I 

サブウー八ーモード 


サブウー八一で再生ずるほ音域信号を違びまず。 


【選択できる項目】 LFE - THX - LFE + メイン 


パ巧な n なか到口 


巧諭©广9な 



イ©さ Q おな4お碟 


7^ ぺミ VI 


イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 々な蔬 
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クロス オーパー 

田マニュアル EQ 


0バイリンガルモード 

ク□スオーパー周玻数を設定します。 

グラフィ、ソクイコライザーを使って各スピーカーの音色 


AAC ソースやドルビーデジタルソースの二重音声の化力 

【選択できる項目】 

を調節しまず。 


内容を設走しまず。 


THX ] [40Hz 11 60Hz] [SOHzll 90Hz] 口 OOHz I [11OHz I 


1 20Hz 1 

11 已 OHz 1 

200Hz 1 

1 250Hz 1 


距離フ□ントを 


リスニングポイントからフ□ント左 スピーカーまでの 距離を 


設定しまず。 

【可変できる範囲】 0.00 m -18.00 m 

距離フ□ントち 


リスニングポイントサらフ□ントちスピーカーまでの距離を 
設定しまず。 


【巧変できる範囲】 0.00 m -18.00 m 


0才ートサラウンドモード 

入力信号の種類ごとにサラウンドモードの設をを記憶し 
まず。 


【選巧できる項目】オンオフ 


因 


調節チヤンネル 


スピーカーの調節ち法を違びまず。 


【選おできる項目】胃スピーカー]^ち II すべて] 

スピーカーや周波数帯を還び、レベルを調をしまず。 


【選おできる項目】 

63|| 125 11250 11500 11 lk ||2 k | 


4 k | 8 k | 16 k | 

【可変できる範囲】 

-20 dB | - I OdB I - I +6 dBI 

カーブコピー 



【選択できる項目】コピーするコピーしない 


因 


•オートサラウンドモードは、次の4種類の入力信号じ対して、最後 
に再生したサラウンドモードを記憶させることができまず。 

①アナ□グや PCM の2チャンネル信号 
® ドルビーデジタルや DTS などの2チャンネル信号 
@ドルビーデジタルや DTS などのマルチチャンネル信号 
® ドルビーデジタル啼 DTS W 外の PCM 咕 DSD のマルチチャン 
ネル信号 

• PURE D 旧 ECT モードで再生中は、入力信号が変化してもサラウ 
ンドモードは切り替わりません。 


【選択できる項目】 I 主音声 I f 副音声 I 主/副 L 主+副」 

因 

•バイリンガルモードは、 AAC ソースおよびドルビーデジタルソー 
スで，二重音声の情報がある場合のみ有効です。 

•二重音声の情報があるソースを録音する場合は，プレーヤーまたは 
チューナー側で録音したい音声に切り替えて<ださい。 

AAC ソース またはドルビーデジタル ソース で 
二重音声の情報を巧出した場合 


"MultEQ XT © 32" の "Audyssey 円 at " の補正力ーブを〕ピー 
しまず。 



点灯 

1 

"主音声"選択時： 

"副音声"違択時： 

FL 

C 

面 

FL 

C 

FR 

"主/富 y " または"主+富 y " 逞択時： 


-点灯 


FL FR 


"カーブコピー"は、オートセットアップをおこなった後に表示され 
ます。 

初期化 

設定を初期値に戻しまず。 


C 

^点な/ 

X DTS ソースで二重音声を検化した場合は、バイリンガル 
モードの設定に関わらず、 " FL " と " FR " が点灯しまず。 
X " MPEG 2 AAC " モードの場合、音声はセンタースピーカー 
より化力されまず。フ□ントスピーカーで再生したい場合 
は、 " STEREO " モードなどを選んでください。 


a 巧な n かか到口 


巧諭©广9な 



イ9音©おな4お碟 




イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な蔬 
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アップグレードをおこなうと、"その他の設定"①内容が変更されます。 

"その他の設定"の設定をおこなろ場合じは、本編の取扱説明書ではなく、本書をご覧になって操作してくだ 
さい。 


その他の設定 AVC-A1HD 

ぞの他の設定をしまず。 


メニュー 階層 • 


マニュアル設定 


その他の設定 



アンプの割り当て 


音量の設定 


使巧ソースの選択 


GUI 


クイック七レクトネーム 


トリガーアウト1 


トリガーアウト2 


トリガーアウト 3 


トリガーアウト 4 


トランスデューサの設定 


デジタル出力 


リモコン ID 


232 C ポート （1) 


ディスプレイの日月るさ 


設定の保護 


メンテナンスモード 



ファームウェアのアップデート 


新機能の追加 


その他の設定 AVP-A1HD 

その他の設ををしまず。 


メニュー 階層 • 


こュアル設定 



その他の設定 


D プリアウトの割り当て 


XLR 出力の極性 


POA の設定 


音量の設定 


使巧ソースの選択 


GUI 


クイック七レクトネーム 


トリガーアウト1 


トリガーアウト2 


トリガーアウト 3 


トリガーアウト 4 


トランスデューサの設定 


デジタル出力 


リモコン ID 


232 C ポート （1) 


旧デイスブレイの明るさ 


設定の保護 


メンテナンスモード 


ファームウェアのアップデート 


m 新機能の追加 


n アンプの割0当て Aww "., 

パワーアンプの割り当てを変更しまず。 


アサインモード 


お使いになる環境にあわせて、サラウンド用アンプとサラウ 
ンドバック用アンプの使用先を自由に設走ずることができま 
ず。 

これじより、サラウンド再生をおこなう部屋（メインソーン) 
じ(外の部屋にもスピーカー化力をしたり（マルチソーン再生) 
メインソーンのフ□ントスピーカーの高音質再生（バイワイ 
ヤリング/バイアンプ）をお楽しみいただけまず。 


【選択できる項目】 


I 通常 II ゾーン2 

ゾーン3|ゾーン（モノラル） 

パイワイヤリング I 

バイワイヤリング&ゾーン2 

バイワイヤ U ング&ゾーン3 バイワイヤリング&モノラル 

I バイアンプ II ゾーン2/ゾーン3 

ゾーン2/ 3 (モノラル） 

|2 ch バイワイリング 2 ch バイアンプフ□ント A イト 

フ□ントワイド 

フ U — アサイン 



因 

詳しくは，「アンプアサイン機能による マルチ ソーンの設を」（屈=47 
〜62ページ）をご覧< ださい。 


拡張チヤンネル 

スピーカーシステムに追加ずるチヤンネルを設定しまず。 

【選巧できる項目】 

フ□ント A イト] : スピーカーシステム じフ□ント八イト 
チヤンネルを追加しまず。 

フ□ントワイド]: スピーカー システムにフ□ントワイドチヤ 
ンネルを追加しまず。 
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n プ u アウトの割 D 当て ' A , け41!1.雇 

プリアウトの割り当てを変更しまず。 


アサインモード 


"フリーアサイン"に設走ずると、お使いになる環境にあわせて、各プリアウトを任意のチヤンネルに自由に割り当てることがで 
さまず。 


【選巧できる項目】通常フリーアサイン 


\^リアウト端子 

プリアウトの\ 
割り当て \ 

FL 

FR 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

FHL/FWL 

FHR/FWR 

SW1 

SW2 

SW3 

通常 

FL 

FR 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

FHL 

FHR 

SW1 

SW2 

SW3 

フリーアサイン 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SBL 

SBL 

SBL 

S 臣し 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 

S 巨 R 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHL 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FHR 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWL 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

FWR 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW1 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW2 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 

SW3 


因 

• GUI メニューの"スピーカーの設を ’’-" スピーカー構成 ’’ で " 無し " に設定したチャンネルは設をできまずが，出力されません。 
• ソーン 2 およびソーン 3 のプリアウト端子には割り当てることはできません。 


拡張チヤンネル 

スピーカーシステムに追加ずるチヤンネルを設定しまず。 

【選択できる項目】 

フ□ント八イト] : スピーカーシステム じフ□ント八イト 
チヤンネルを追加しまず。 

フ□ントワイド I :スピーカーシステムじフ□ントワイドチヤ 
ンネルを追加しまず。 
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旦 XLR 化力の極性 

XLR プリアウト端子の極性を切り替える場合に設走しま 
ず。 

【設定できるチャンネル】 


フ□ントち II フ□ントち II センター I 

サラウンドち 

サラウンドち II サラウンドバックち 

1 サラウンドバックち 

フ□ント A イトち 

フロント A イトちフ□ントワイドち 

フ□ントワイドち 

ヴブウーけ一1 

サブウ ー A - 2 1 

サブウ ー A -3 I 


【選択できる項目】 XLR 


XLR(INV) 


① GROUND 

② HOT 

③ COLD 

©GROUND 

② COLD 

③ HOT 


B POA の設定 

本機と P 0 A - A 1 HD を接続ずる場合に設走しまず。 


POA LINK 


本機と P 0 A - A 1 HD を CONTROL LINK で接続ずる場合に 
設定しまず。 


【選おできる項目】 I オフ IL オン（シングル ）11 オン（デュアル） 

POA 1 

MODE スイ、ソチが" r に設定してある P 0 A - A 1 HD を設走 
しまず。 

POA2 

MODE スイ、ソチが" 2" に設走してある P 0 A - A 1 HD を設定 
しまず。 

□入力選択 

設定ずるチヤンネルを逞びまず。 


【選おできる項目】 


|L1 1 

|R1 1 

|L2| 

R2| 

L3| 

R3| 

L4 

R4 

L5 

帕 



をチヤンネルで使用ずる入力端子を逞びまず。 

【選おできる項巨 】I RCA][XLR][OFF I 

□ パワーアンプ 

設定ずるチヤンネルを逞びまず。 


【選おできる項目】 


1 Ll/I 2 1 

1 L3/L4 1 

L5/R51 

1R1/R21 

1R3/R4 

1 


をチヤンネルのパワーアンプの使用ちまを設定しまず。 

【選巧できる項目】 


LINK 確認 


1 NORMAL 

II BI-AMP 1 

1 BRIDGE (BTL) | 



旦音量の設定 一 V' 巧 w:i— 
Q 音量の設定 

音量の設定をしまず。 


音量の上限 


主音量の上限を設定しまず。 


【 選おできる項目 】 I オフ] E20dB]El0dB| OdB 

電源オン時の音量 

電源を入れたときの音量を設定しまず。 


【選巧できる項目】前回の音量 


-80祀 ~ 1 SdB 


ミューテイングレベル 


ミューティング時の音量の減衰量を設定しまず。 


【 選巧できる項巨】[消音 I - 4 0 dB ][-20 犯] 

且ほ用ソースの選択 一 Vi 巧:11:1— 

B ほ用ソースの選択 膠八"巧 w : i — 

使用しない入カソースを消去し、表示しないようじ設走し 
まず。 


【選巧できる項目】 I 使用する]を用しない I 


>現在選が中の人カソースは、削除できません。 

> "巧用しない"じ設をされた入カソースは ， GUI メニューの"ソー 
ス選択"でも，本体の SOURCE SELE 口つまみやメインリモコン 

の SOURCE SELECT ボクンでも選べません。 


CONTROL LINK の確認をしまず。 


a 巧な n かか到口 


巧諭©广9な 



イ9音©おな4お碟 




イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:卽^な5 


W 巧な論 
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□ GUI ■ が WWi— 

H GUI 

GUI の表示に関ずる設ををしまず。 


スクリーン七ーパー 


スクリーンセーバーの表示を設走しまず。 

スクリーンセーバー機能じよりモニター画面の焼き付きを防 
止しまず。 

"オン"に設定ずると、お 3 分圍何も操作しないときじ、ス 
クリーンセーバーが起動しまず。 


【選巧できる項目】オンオフ 


因 

"スクリーンセーパー"を"オン"じ設をしている場合は、3分間 W 
上操作しないと、スクリーンセーバーが起動しまず。 

AV <>. ENTER または MENU ボタンを押ずと、スクリーンセーパー 
が解除され、 対応ずる操作をおこないます。 


フオーマット 


使用ずるモニターに合わせて化力ずる巧像信号ちまを逞び 
まず。 


【選おできる項目】 NTSC PAL 


接統したモニクーの映像ちまとまなる方まに設ちずると，ゆ像は正 
しく映りません。このような場合は、じ(下の操作でビ子オフォーマツ い#〇/〇&，/、*+ - /■■<=" >?@[\1〔空白） 
卜を切り替えてください。 ^ - 


B クイック七レクトネーム •王 Vi 巧 JlKI — 
B クイック七レクトネーム CA 21 ifiillil 5 V 

クイックセレクトの名前を変更しまず。 

16文字まで入力ずることができまず。 

【入力できる文字】 

「A - 之 II a-Z IrO - 9 


^本がでも設定できまず 

X この設定をおこなうとき、 GUI メこューは表示されません。 

① AUDIO DELAY と RETURN ボタンを3砂じ(上長押しする。 

ディスプレイじ "Video Format " が表示されまず。 

@<11>ボタンを押して、設定ずる。 

( 3 ) ENTER 、 MENU または RETURN ボタンを押して、設をを終了する。 


. 了 .‘.， i i Cj 0 0 卜 ’ 〇卜 ". i'i'i "I 


壁紙 


操作巧客の表示 


GUI の背景を変更しまず。 


操作内容を表示しまず。 


【 選おできる項巨】[ピクチャー||黒色]度色 I [青色 I 


【 選おできる項巨】日■ン I [オフ I 


よ日-至ホの 

主音量を調節ずるときに主音量レベルを表示しまず。 

【選おできる項目】 I 下 II 上 I 口^ 

图 

主音量表示が峡画の字幕に重なって見づらい場合は、"上"じ設定し 
て < ださい。 


NET / USB , iPod 

操作時にオンスクリーン表示ずる時園を設定しまず。 

【選おできる項目】常に表示|1 30 s I IQs け■フ I 
































































Q トリガーアウト1 
Q トリガーアウト！ d ^2 liSillil£V 

入カソースやサラウンドモードなどに巧して、トリガー 
アウト1を化力ずるを件を逞びまず。 

トリガーアウトについては、£027ページをご覧くださ 
い。 

B トリガーアウト2 •、,'巧 ill 。— 

且トリガーアウト2 ^ sissns ^ 

"トリガーアウト 1" と同じように、トリガーアウト2を 
化力させるを件を設ちしまず。 

Q トリガーアウト3 

圧]トリガーアウト3 • A , i = M I : l * 

"トリガーアウト 1" と同じように、トリガーアウト3を 
止!力させるを件を設ちしまず。 

且トリガーアウト4 
ED 卜 y 方ーアウト4 

"トリガーアウト 1" と同じように、トリガーアウト4を 
止!力させるを件を設走しまず。 


【選巧できる項目】オン 


ゾーンに対する設定 


"オン"に設定されたソーンの電源に連動して、トリガー化 
力がオン/オフしまず。 

入カソースにがする設定 


"オン"に設定された入カソースが逞ばれたときに、トリガー 
出力がオンしまず。 

图 

r ソーンに巧ずる設を」で"オン’’じ設をされたソーンの，入カソー 
スごとに速動しまず。 

サラウンドモードにがする設定 


"オン"に設走されたサラウンドモードが違ばれたときに、 
トリガー化力がオンしまず。 

因 

「ソーンに対する設を」で"メインソーン"の設をが"オン"，「入カソー 
スじ巧する設を」で"オン’’に設定されている入カソースが還ばれ 
ているときに有巧です。 

モニターに 巧す る 設定 


"オン"に設定された HDMI モニクーが選ばれたときにトリ 
ガー出力がオンしまず。 

因 

「ソーンに対する設を」で"メインソーン"の設をが"オン"，「入カソー 
スに対する設を」で"オン"に設定されている人カソースが選ばれ 
ているときに有効です。 


のトランスデューヴの設定 一 Vi 巧:11:1— 
田トランスデューヴの設定 •八"巧 w : i — 

トランスデューサを使用ずる場合じ設定しまず。 


因 

"トランスデューサの設定’’は ， GUI メニューの"スピーカーの設を" 
-"サブウー八一の設定"の設をが "1 SP " または "2 SP L / R ", "2 SP 
MIX " のときじ設をできます。トランスデューサの信号は， SW 3 端 
子か6化力します。 


レベル 


トランスデューサの化カレべルを調をしまず。 


【可変できる範囲】 


-12 dB 

- 

〇犯 

- 

+12 dB | 


トランスデューサのレベルを設定しまず。 

オフ]: 

トランスデューサの化力をオフにしまず。 


因 


"レベル"を調節ずると、調節された値がずベてのサラウンドモード 
に対して設をされます。サラウンドモード別にレベルを調節する場 
合は、「チヤンネルレペルの調節」〔囑=白373ページ I 


の 71ぺージ < 


でおこなって<ださい。 


LPF 


トランスデューサに化力ずる低音域信号の周波数の上限を設 
定します。 


【選択できる項目】 


40 Hz [ 

60 Hz 

180 Hz 1 

190 Hz | 

1100 Hz 1 

110 Hz | 

1 20 Hz 

II 150 Hz 1 

200 Hz 1 

250 Hz 1 
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田デジタル出力 •王 Vi 巧 111。— 

旧デジタル出力 d^2liSillil£V 

0 PT 4 OUT の使用方法を設をしまず。 

【選おできる項目】 I ゾーン4 l[Rec Select 

"Rec Select " に設をずると，ソーン4の操作はできません。 


旧リモコン ID 
田リモコン ID •i、M 巧 

リモコンの ID を設走しまず。 

使用ずるリモコンと本機の ID を合わせてください。 



【選巧できる項目】 

シリアルコント □- ル]: 外部コント□-ラーを使用ずると 
きに設定しまず。 


_双方向リモコン_ I :双方向リモコンを使用ずるときじ 
設定しまず。 

双方向リモコン （ RC - 7000 CI や RC - 7001 RCI , 別売り）をお使い 
になる場合は，•双方向リモコン’’じ訟をしてください。この場合， 
RC -232 C 端子をか部コント□-ラー用としては使用できません。 


【選巧できる項目】 I 1 I 2 131141 


国 


•"リモコン ID " を変更する場合は、メインリモコンの" AMP "、 
" iPod "、" NET / DTU " モードも同時に変更してください（囑=0077 


ぺージ 


AVC-A1HD 


の巧ぺージ 


AVP-A1HD 


•"リモコン ID " を変更ずる場合は、サブリモコンのリモコンの 
电同時に変更してください（屈=0382ページ 
の80ぺージ 


田ディスプレイの明るを •、,'巧 i"。— 
旧ディスプレイの明るを 一、"成… I— 

本体のディスプレイ表示の明るさを調節しまず。 

【選おできる項目】 I 通常 II 薄暗い II おい II ミ肖打 I 

^本体でも設定できまず 

DIMMER ボクンを押ず。 


通常--薄おい 

ミ肖灯 -おい * 


旧設定の巧護 一、, WW:I— 

旧設定の巧護 •八"巧 W=l— 

設をした内容を変更できないように保護しまず。 


【選おできる項目】 I オン II オフ I 

国 

•"設定の保護"を"オン"じ設をずると、 W 下の設をが変更できな 
くなりまず。また、関連するボ女ンを操作ずると、ディスプレイに 
"SETUP LOCKED !" が表示されます。 

• GUI メこユー操作 
- RESTORER 
-パラメーター 
- MultEQ © XT 32 
-チヤンネルレペル 
-オーディオディレイ 

•設をを解除する場合は、 MENU ボタンを押して再度"設をの保護" 
画面を表示させ、"オフ"じ設をし直してください。 


巧メンテナンスモード AVi 巧 W=l — 

のメンテナンスモード •W 巧 i"=l ― 

DEMON サービスおよびインストーラじよるメンテナン 
ス機能の設ををしまず。 


DEMON サービスおよびインストーラが、本機にインターネッ 
卜経由で接続し、本機の状態の確 f 忍や設定をおこなうための 
機能です。 

DEMON サービスまたはインス I -ーラからの指示があった場合のみ 
お使いください。 
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田ファームウェアのアツプデート 



旧ファームウェアのアツプデート 



ファームウエアをアップデートしまず。 


アップデートの確認 

ファームアップウェアが最新かどうかの巧認ができまず。ま 
た、アップデートずる場合のおよそのアップデート時圍をお 
認できまず。 

スタート 

アップデートの処理を実行しまず。 

アップデートを開始ずると、電源表示がホをに点灯し 、 GUI 
画面はシャットダウンしまず。 

アップデート中は、ディスプレイに経過時圍を表示しまず。 
アップデートが完了ずると、電源表示が緑をに点巧し、适常 
の状態に戻りまず。 


义 ディスプレイが W 下のような表示になった場合は、設定や 
ネットワーク環境のお認をおこなった上で、再度アップ 
デートしてください。 


ディスプレイ 

説明 

Updating failed 

アップデートに失敗しました。 

し〇爸 in failed 

サーバーへの□グインに失敗しました。 

Server is busy 

サーバーが混雑しています。しば6く時閨 
をおいてか6、やり直してください。 

Connection 于 ail 

サーバーへの接続に失敗しました。 


旧新機能の追加 歴王、''巧王… I — 

应]新機能の追加 •三、"成… I — 

•本機にダウン□ー ド可能な有償の巧機能を表示し、アッ 
プグレードしまず。 

•今回のアップグレード時にソフトウェアのアップグレー 
ドもおこなっているため、"ま斤機能の追加"の操作はを 
要ありません。さらにファームウェアのアップグレード 
があつた場合じこの操作をおこなってください。 


ま斤機能を購入し、ユーザー情報が登録されると、この メニュー 
じ"登録完了"と表示され、アップグレードずることができ 
まず。アップグレード完了ずると、ま斤機能を利用ずることが 
できるようになりまず。 

间 

新機能の追加の画面で"- " が表示されている場含は、アップ 

グレードできません。 

アップグレードを利用する塌台は 、 DEMON website でアップグレー 
ドパッケージを購入してください。 

ご購人の際には、この画面(こ表示されている ID ナンパーが/必要にな 
りまず。 

メインリモコンの [> と STATUS ボタンを3秒じ(上長押しずると、 
ID 番号をデイスプレイに表示させることができまず。 

アップグレード 


アップグレードの処理を実行しまず。 

アップグレードを開始ずると、電源表示が赤をに点灯し、 
GUI 画面はシャットダウンしまず。 

アップグレード中は、ディスプレイじ経過時間を表示しまず。 
アップグレードが完了ずると、電源表示が緑色に点灯し、通 
常の状態に戻りまず。 


"ファームウエアのアップデー ト " および"新機能 
の追加"をおこなつたとをのご ミ 主意 

•これ6の機能を使用ずるためには、インターネットプ□ードバン 
ド(こ接続できる環境と設をが必要です〜42ページ 
y 白白40〜42ページ > _ノ。 

•アップデート/アップグレードが終わるまで、絶対に電源を切6 
ないでください。 

•1 U 下の場台を除き、通常はこの機能を使巧する'必要はありませ 
ん。 

-ファームウェアのアップデート： 

ファームウェアを最新の状態じするためじアップデートする場 
合（無償） 

-新機能の追加： 

将来本機に対する機能追力□のためにアップグレードする場含 
(有償） 

-"ファームウェアのアップデート"および"新機能の追力□"に 
関する情報は、その計画が明らかになるたびじ、当せホームぺ 
ージなどで告知ずる予をです。 

•アップデート/アップグレードが完了ずるまでに、ブ□ー ドバン 
ド接続でわ1時間程度の時間がかかります。 

一旦アップデート/アップグレードを開始ずると、本機は完了す 
るまで通常の操作ができなくなります。また、本機に設定したパ 
ラ メーターなどのパ 、ソク アップデータが初期化される場合があり 
まず。 


AVP-A1HD 


AVC-A1HD 


※アップグレードができなかった場合には、"ファームウェア 
のアップデート"と同様のメ、ソセージがディスプレイに表 
71^されます。 


アップグレードステータス 


アップグレードによって追加された機能の一覧を表示しま 
ず。 
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サラウンドモード 


mJ\ 


ホーム THX シネマ モー ド再を 

映画のサラウンドラックを忠実に再現ずる THX サラウンドモードでず。 


2チヤンネルのソースをサラウンド再をする場合 


【選択できるモード】 


PLHx CINEMA 

PLE CINEMA 

Pro Logic 

PLnz HEIGHT 


マルチチヤンネルのソースを再生する場合 （Dolby Digital . 
DTS , AAC など） 


【選おできるモード】 I HOME THX CINEMA 

入力信号のフォーマツトに応じてデコードし、 THX サラウンド再生ずるモードでず。 
ホーム THX シネマモードを選んだときの表示は、入力信号やサラウンドバック化力の再生 
ドじよって変わりまず。 


* 入力信号が " DTS-ES Discrete 6.1" のときじ表示します。 

因 

詳し<は、67ページをご覧<ピさい。 

^本体やメインリモコンでち操作でをます 

本体の HOME THX CINEMA ボクンまたはメインリモコンの THX ボ每ンを押ず。 


入力信号 

ディスプレイ表示 

Dolby Digital ソース 

DOLBY DIGITAL 
に ch 政外）/ 

DOLBY DIGITAL EX / 
DOLBY DIGITAL Plus / 
DOLBY TrueHD 

THX SURROUND EX 

THX Ultras Cinema 

THX Music Mode 

THX Games Mode 

THX Cinema 

PLHx C+THX 

PLHz+THX 

DTS Surround ソース 

DTS 巧. 1 ch ) / 

DTS-ES Discrete 6.1 / 
DTS-ES Matrix 6.1 / 

DTS 96/24 / 

DTS-HD High Resolution Audio / 
DTS-HD Master Audio 

ES MTRX 目. 1 +THX 

ES DSCRT 6.1 +THX (*) 

THX Ultras Cinema 

THX Music Mode 

THX Games Mode 

THX Cinema 

PLHx C+THX 

PLHz+THX 

MPEG -2 AAC 

MPEG -2 AAC (5.1 ch ) 
MPEG -2 AAC (1 + Ich ) 

THX SURROUND EX 

THX Ultras Cinema 

THX Music Mode 

THX Games Mode 

THX Cinema 

PLHx C+THX 

PLHz+THX 

DVD - Audio、SACD 

PCM (multi ch ) / 

DSD (multi ch ) 

THX SURROUND EX 

THX Ultra 2 Cinema 

THX Music Mode 

THX Games Mode 

THX Cinema 

PLHx C+THX 

PLHz+THX 


ィ0廷©麻销揖漏9々？^:迎,3な6化巧な肅 


a 巧な口かか到口 


巧諭©广9な 



イ9音©おな诗お碟 


7^:^ ぺ一で 5" VIV 
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スタンダード再を 

プ□グラムソースに合わせて、サラウンド巧生を楽しむスクンダードなモードでず。 


サラウンドモードを違ぶ場合は、本体の STANDARD ボタンまたはメインリモコンの STD ボ 
タンを押してください。ボタンを押ずたびに、モードが切り替わりまず。 

このとき 、" Audyssey DSX ™" の設定もおこなえまず。詳しくは、43ぺージをご覧ください。 


2チヤンネルのソースをサラウンド再生する場合 


□ サラウンドバックスピーカーを使用している場合 
【選巧できるモード】 

DOLBY PLHx : Dolby PLUx デ〕ーダーを使用して、2チャンネルソースをサラウンド 
バックチャンネルを加えた 6. 1/7.1チャンネルのサラウンドサウンドで 
再生ずるモードでず。サラウンドバックチャンネルじよって 、 Dolby Pro 
Lo 呂 ic U に比べ、より包囲感が向上しまず。 

DTSNEO:X I ： DTS NEO : X デコーダーを使用して、2チャンネルソースをサラウンドバッ 
クチャンネルを含んだ最大 9.1 チャンネルのサラウンドサウンドで再生ず 
るモードでず。 

□ フ□ント八イトスピーカーを使用している場合 
【選ができるモード】 

DOLBY PLHz] : Dolby PLUz デ〕ーダーを使用して、2チャンネルソースをフ□ントハイ 
トチャンネルを加えた最大 9.1 チャンネルのサラウンドサウンドで再生ず 
るモードでず。 

フ□ント八イトチャンネルの追加によって、垂直ち向の表現が豊かになり、 
立体感が向上しまず。 

DTS NEO:X : DTS NEO : X デコーダーを使用して、2チャンネルソースをフ□ントハイ 
トチャンネルを含んだ最大 9.1 チャンネルのサラウンドサウンドで再生ず 
るモードでず。 

□ フ□ントワイドスピーカーを使用している場合 
【選巧できるモード】 

DTS NEO:X 1 : DTS NEO : X デ〕ーダーを使用して、2チャンネルソースをフ□ントワイ 
ドチヤンネルを含んだ最大 9.1 チヤンネルのサラウンドサウンドで再生ず 
るモードでず。 


□ サラウンドバックスピーカー、フ□ント八イトスピーカーおよびフ□ントワイド 
スピーカーを使用していない場合 
【選巧できるモード】 

DOLBY PLK I : Dolby PLU デコーダーを使用して、2チャンネルソースを自然で臨場感 
_のある 5.1 チャンネルのサラウンドサウンドで再生ずるモードでず。 

DTS NEO:X ] : DTS NEO : X デコーダーを使用して、2チャンネルソースをサラウンドバッ 
クチャンネルを含んだ 5.1 チャンネルのサラウンドサウンドで再生ずる 
モー ドでず。 


DOLBY PLHx または DOLBY PLII 

► Cinema ' :巧画ソースじ適したモードでず。 
Music I' :音楽ソースじ適したモードでず。 


Game 


:ゲームに適したモードでず。 


Pro Logic : Dolby Pro Lo 呂 ic デ〕ーダーを使用して、2チヤンネルソースを 4.1 チヤ 
ンネル（フ□ント左/センター/フ□ントち/サラウンドモノ）のサラ 
ウンドサウンドで再生するモードでず。 Pin デコーダーで再生する場 
合に違べまず。このモードを違ぶと、表示は " DOL 目 Y PL " になりまず。 


本体でち操作でさます 

" Cinema ". " Music " および " Game ” モードは，本体の CINEMA ボタン， MUSIC ポクン， GAME ボタン 
でダイレクトじ選ぶことができまず。 


DOLBY PLHz 



:ドルビー PLUz フ□ント八イトの再生モードでず。 

:巧画ソースに適したモードでず。 

:音楽ソースに適したモードでず。 

:ゲームに適したモードでず。 

本巧でち操作でをます 

" Cinema ". " Music " および " Game " モードは，本体の CINEMA ボクン， MUSIC ボ々ン， GAME ボクン 
でダイレクトじ還ぶことができまず。 

国 

" Cinema ", " Music ", " Game"、"Pro Logic " モードは 、 GUI メこューの"パラメーター"-"音声"- 
"サラウンドパラメーター"-"モード"で選んでください（短=39ぺージ)。 


• DTS NEO : X モードは、入力信号のサンプリング周波数が 32 kHz 、64 kHz および1 28 kHz の場合は選 
ベません。 

•入力信号が DSD のときじは DTS NEO : X を選択できません。 






































マルチチヤンネルのソースを再生する場合 
(Dolby Digital ， DTS，AAC など） 


【選択できるモード 】 [STANDARD 

入力信号のフォーマツトに応じてデコードし、サラウンド再 
生ずるモードでず。 

STANDARD モードを選んだときの表示は、入力信号やサラ 
ウンドバック化力の再生モードじよって変わりまず。 


入力信号 

ディスプレイ表示 

Dolby 

Digital 

ソース 

DOLBY DIGITAL 
にか政外）/ 
DOLBY DIGITAL EX 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY DIGITAL EX 

DOLBY DIGITAL+PLEx 
CINEMA 

DOLBY DIGITAL+PLEx 
MUSIC 

DOLBY DIGITAL + NEO:X 
CINEMA 

DOLBY DIGITAL + NEO:X 
MUSIC 

DOLBY DIGITAL + NEO:X 
GAME 

DOLBY DIGITAL+PLEz 

DOLBY DIGrrAL Plus 

DOLBY DIGITAL 4- 

DOLBY TrueHD 

DOLBY TrueHD 

DTS 

Surround 

ソース 

DTS (5.1 ch ) / 
DTS-ES Discrete 6.1 / 
DTS-ES Matrix 目. 1 / 
DTS 96/24 

DTS SURROUND 

DTS+PLEx CINEMA 

DTS+PLEx MUSIC 

DTS+PLEz 

DTS + NE ひ X CINEMA 

DTS + NE ひ X MUSIC 

DTS + NE ひ X GAME 

DTS ES MTRX 6.1 (*1) 

DTS ES DSCRT 6.1 (*2) 

DTS 96/24 〔*3) 

DTS-HD High 
Resolution Audio 

DTS-HD HI RES 

DTS-HD Master 
Audio 

DTS-HD MSTR 


入力信号 

ディスプレイ表巧 

MPEG -2 

AAC 

MPEG -2 AAC 
(5.1 ch ) 

MPEG 2 AAC 

AAC+Dolby EX 

AAC+PLnx CINEMA 

AAC+PLnx MUSIC 

AAC+PLn 之 

AAC + NE ひ X CINEMA 

AAC + NE ひ X MUSIC 

AAC + NE ひ X GAME 

MPEG -2 AAC 
(1+1 ch ) 

MPEG 2 AAC 

DVD - 

Audio . 

SACD 

PCM (multi ch ) / 
DSD (multi ch ) (*4) 

MULTI CH IN 

MULTI IN+Dolby EX 

MULTI IN+PLHx CINEMA 

MULTI IN+PLHx MUSIC 

MULTI IN+PLHz 

MULTI CH IN 7.1 

MULTI IN + NE 0 :X CINEMA 

MULTI IN + NE 0 :X MUSIC 

MULTI IN + NE 0 :X GAME 


*1 :入力信号が " DTS-ES Matrix 6.1" で、スピーカー構成が 6.1 


チヤンネルのときじ表示します。 

*2: 入力信号が " DTS-ES Discrete 目. 1" のときに表示します。 
*3: 入力信号が "DTS 96/24" のときじ表示します。 

*4 :入力信号が DSD のときじは DTS NEO : X を選択できません。 

因 

詳しくは、67〜69ページをご覽ください。 

• DTS NEO : X モードは、入力信号のサンプリング周液数が 32 l < Hz 、 
64 kHz および1 28 kHz の塌合は選べません。 

• STANDARD ボタンを押して 、 Audyssey DSXt " モードも選べまず。 


MPEG -2 AAC について 

• AAC 放送再生中に再生チャンネル数などの放送内容が切り替わっ 
た場台、音声が途中で途切れることがありまず。 

•テレビやデジタルチューナーなどによっては、 AAC 出力が"オフ" 
になっていたり、 AAC 信号を PCM 信号に変換する設をになって 
いる塌合がありまず。 

テレビやデジタルチューナーなどの設を画面で、デジタル音声や 
AAC 化力の設定をご確認ください。詳しくは、各機器の取扱説明 
書をご覧ください。 

□ 入力信号チャンネル表示じついて 

プ□グラムソースにより、入力信号チャンネル表示が点なしまず。 


•2 チャンネル ソース 

033 本体の STANDARD ボタンまたはメインリモコ 

E 1 BE 3 ンの STD ボ女ンを押ずと 、 "DOLBY PLnx " 
四且 モード 、 "DOLBY PLnz " モードおよび "DTS 

巨 neo : x " モードを切り替えることができまず。 

• 5.1 チャンネル ソース 

QS 本体の STANDARD ボタンまたはメインリモコ 

E 1 BE 3 ンの STD ボタンを押すと、日.1チャンネル再生 
EWcMEa ができます。 

5.1 チャンネルで再生しているときは、 
" MPEG 2 AAC " を表示します。 


•モノラル ソース 


四 

E9I3ISI 
WM Flil 


本体の STANDARD ボタンまたはメインリモコ 
ンの STD ボタンを押ずと、 " MPEG 2 AAC " が 
表示されます。 

音声は、センタースピーカーより化力されます。 
フ□ントスピーカーで再生したい場合は、サラ 
ウンドモード （" STEREO " など）を選んでく 
ださい。 


•二重音声 ソース 

13^9133 

E9^9E3 

I3^9E3 


二重音声の情報がある AAC ソースを再生する 
場合は、主音声や副音声などの出力内容を選択 
できます。 

詳しくは、"バイリンガルモード" （11^28 ペー 
シ‘） をご覧ください。 
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パラメーター 


型 


n サラウンドパラメーター 

音場タカまを調をしまず。 

調をできるパラメーターは、各サラウンドモードごとに 
異なりまず（屈=65、66ページ）。 


メインリモコンの PARA ボクンを押ずと、ダイレクトにパラ 
メーターを呼び化ずことができまず。 


アップグレードをおこなうと、"音声"①内容がを 
をされホ寸 

"音声"の設定をおこなろ場合じは、本編の取扱説 
明書ではなく、本書をご覧になつて操作してくださ 
い。 


音声 [GDI 

音声のパラメークーを調節しまず。 

参メニュー階層参 


4 



モード 

再生ずるソースに合わせてモードを選びまず。 

□ PLUx または PLII モード 

【選択できる項巨】 I Cinema || Music ][ Game I 
[Pro Logic I* 

* : PLn モードのみ 

□ DTSNEO:X モード 

【選択できる項引 [cinema][ Music |[ Game I 

因 

" Music " モードは、ステレオ音楽巧分ををく含む峡画ソースにも交力 
ま的でず。 

□ THX モード にチヤンネルソースの場合） 

【選択できる項目】 


サラウンドパックオン 

サラウンドパックオフ 

THX Games Mode 



□ THX モード （マルチチヤンネルソースの場合) 

【選択できる項目】 



デコーダー 

アナ□グ、 PCM などの2チャンネルソースを再生中に違べ 
まず。下記のデコーダーでマルチチャンネル化してからドル 
ビーへ、ソドホンで再生しまず。 


□ THX モード （2 チヤンネルソースの場合) 


PLHx CINEMA 1 

PLE CINEMA 

Pro Lo 留 c 

1 PLHz 



□ DOLBY HEADPHONE モード 

【選おできる項目】 


PLII CINEMA PLH MUSIC オフ 


シネマ EQ 

巧画のセリフの高域成分をやわらげ、聴きやずくしまず。 

【選巧できる項目】オン r オフ1 


DRC 

ダイナミックレンジ（静かな音と大きな音のレベル差）を適 
度に圧縮しまず。 

【選択できる項目】 I 才ート II 弱 II 標準 II 強 

国 

ドルビー TrueHD ソースを再生する場合に設をできまず。 


ダイナ S ツクレンジ旺縮 

ダイナミックレンジ（静かな音と大きな音のレベル差）を適 
度に圧縮しまず。 


【選巧できる項目】オフ 


1 オフ 1 

弱 

標準 

強 


国 

DTS ソースを再生する場合は、対応するソフトのみ表示されます。 
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LFE 


ほ域信号 ( LFE ) レベルの調ををしまず。 


【可変できる範囲】 [ lOdB ] 

因 


OdB 


【可をできる範囲】0.0 


1.0 


□ DTS NE 0: X モードで " Music " を選択しているとき 


【可変できる範囲】0.0 


0.01 

- 

0.3 

- 

1 1.0| 


因 


DTS NE0:X を再生する場合に設をできまず。 

パノラマ 


【選択できる項目】オン L オフ 

ディメンション 


音場イメージの中ムを前方または後ちにシフトし、再生バラ 
ンスを調をしまず。 


【可変できる範囲】0 - 3 


6 


センター幅 


AFDM 


センターチャンネルの音声を左ちに振り分け、前方の音場イ 
メージを広げまず。 


各プ□グラムソースを正しく再生するために，次の値に設をするこ 
とをおすすめしまず。 

-ドルビーデジクル ソース ： "Od 巳’’ 

- DTS の峡画ソ ース： "OdB” 

- DTS の音楽ソー ス： "-lOdB" 

センターゲイン 

センターチヤンネルの音声を左ちじ振り分け、前方の音場イ 
メージを広げまず。 

□ DTS NE 0 :X モードで " Cinema " または " Game " を 
選択しているとき 


【可変できる範囲】 

デイレイタイム 

0-3 

- 7 


遅延商闇を調節し、 

音場イメージを広げまず。 

【可変できる範囲】 

0 ms - 

30 ms 

- 300 ms 


ソースの識別信号を検化して自動的にサラウンドモードを設 
走しまず。 

専用の識別信号が記録されたソフトのみに働きまず。 

再生ずるソフトがドルビーデジクル EX で記録されている場 
合は、 6.1 チヤンネルで再生し、記録されていない場合は、己.1 
チヤンネルで再生しまず。 


エフェクト 


マルチサラウンドスピーカーのタカ果を持つエフェクトのオン/ 
オフを設をします。 


【選巧できる項目】 「オン II オフ1 

エフェクトレベル 


【選おできる項目】 r オンフ I 

【例】ドルビーデジタルソフト （ EX フラグあり）の再生 
•" AFDM " を"オン"に設走ずると、サラウンドモードは 
自動的に "DOLBY D 十 PLnx C " モードになりまず。 
•DOLBY DIGITAL EX モードで再生ずる場合は、 " AFDM " 
を"オフ"、"サラウンドバ、ソゲを " MTRX 0 N " に設定し 
てください。 


因 


エフェクトレベルを調をしまず。 

【可変できる範囲】 


1 


10 

一 

15 


因 


サラウンド信号の定位感や位相感が不自然に感じる場合は、低いレ 
ベルに設定してください。 


ドルビーデジタル EX ソースじは、 EX フラグが含まれていないもの 
がありまず。 "AFDM" を"オン"じ設定していても、再生モード 
が自動的に切り替わ 6 ない場をは、"サラウンドバック"を "MTRX 
ON" または "PLnx CINEMA" に設定してください。 

サラウンド バック 〔マルチチヤンネルソー スの場合） 

サラウンドバックチヤンネルの再生方法を選びまず。 

【選択できる項目】 


フ□ント左ちチヤンネルの音場をサラウンドチヤンネルまで 
拡大し、前ちの音場イメージを広げまず。 


ルームサイズ 

^ン 

本 ] 

MTRX ON 

PLnx CINEMA 

音場空圍のイメージを違びまず。 

PLnx MUSIC 

冷3 

オフ 



ル II ややか1 

標を 

やや大1 

大 


"ルームサイズ"は、再生ずる部屋の大きさを表わずものではありま 
せん。 


*1 : DTS-HD の 5.1 チャンネルソースを、 DTS が推奨ずる 7.1 チャ 
ンネル化力じ蛮換して再生します。 

DTS-HD の 5.1 チャンネルソースを再生中に選べまず。 

*2 :目 UI メニューの"スピーカー構成"の設をで、"サラウンドパック" 
が "2 台"じ設定されているときに選べます（屈 =24 ページ)。 
*3 : GUI メニューの"スピーカー構成"の設をで、"サラウンドバック" 
が "2 台"または"1台"に設定されているときに設をできまず。 

田 

サラウンドパックスピーカーを使用しているときに STANDARD ボ女 
ンを押すと、"サラウンドバック"の設定を変えることができまず。 

サラウンドバック （2 チャンネルソースの場合） 

サラウンドバックチャンネルのオン/オフを設定しまず。 


a 窗巧 n なか到口 


巧諭©广9な 



イ9さ©おな4お碟 


ぺ一で5" V’—V 


イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:迎^な6 


W 巧な蔬 
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【選択できる項目】 L オン II オフ I 














































































Height ゲイン 

フ□ント八イトチヤンネルの音量をコント□ールしまず。 

【選巧できる項巨】 r ほ II 中 ir 高 



"Height ゲイン"は> 次の設をのときじ表示します。 

• GUI メニューの"スピーカー設を’’-"スピーカー構成’’-"フ□ン 
卜八イト"の設を（短=24ぺージ）が"無し” li (かのとき 
* サラウンドモードが " PLnz " または PLIIz のデコーダーを巧用し 
ているとき 

入カチヤンネル 膠王、"化";1〜 

再生ずるソースに合わせて、外部入力 （ EXT . IN ) 端子で使 
用ずるチャンネルを違びまず。 

【選択できる項目】 [8 CHJL 2 CHJ 

因 

GUI メニューの"マニュアル設定"-"音声の設定"-"外部入力の設定" 
-"モード"が " DSP " に設定されているときに選べます（頓=27ぺ一 
ジ)。 

サブウーハーアツテネーター 

外部入力 （ EXT . IN ) 端子使用時のサブウー八ーチャンネル 
のレベルを抑えまず。 

【選択できる項目】 「オン1|オフ I 

国 

スーパーオーデイオ CD を再をしたときじ，サブウーノ、ーチャンネ 
ルのレベルが大きいと感じる場合は、"オン"じ設をして<ださい。 

サブウー八一 

サブウー八ーチヤンネルのオン/オフを設をしまず。 


【選択できる項目】 L オン」 L オフ 

初胤ヒ 

設定!を初期化しまず。 


B I ンコント□—ル 

トーンを調をしまず。 


卜ーノァ-^ィート 

トーンの調節をおこなわない場合に設走しまず。 

【選巧できる項目】オン r オフ I 



• DIRECT . PURE D 旧 ECT および HOME THX CINEMA モード中は' 
I 'ーンの調をができません。 

• "Dynamic EQ ®" ( t 3=42 ぺージ）の設をが"オソ’のときは/‘! 

ンコント□ール’’の調節はできません。 

ほ音 

ずべてのチヤンネルの低音を一括で調節しまず。 


【可変できる範囲】 [6 dB ~+6 dB 


ち立 
同日 

ずべてのチヤンネルの高音を一括で調節しまず。 


【可変できる範囲】卜 SdB 〜 + 6 dBj 

国 

"イ氏音"および"高音"は、"!^ーンデフィート"の設をが"オフ 
のときに設をできまず。 

フ□ント 

フ□ントチヤンネルのトーンを調をしまず。 


【選巧できる項目】 I ほ音 I [高音] 
【可変できる範囲】 -6 dB - +6 dB 


センター 

センクーチヤンネルのトーンを調をしまず。 


【選択できる項目】 I ほ音 I [高音 J 
【可変できる範囲】 -6 clB - +6 dB 


サラウンド 

サラウンドチヤンネルのトーンを調をしまず。 


【選おできる項目】 I ほ音 II 高音 I 

【可変できる範囲】 -6 dB ~+6 dB 

サラウンドパック 


サラウンドバックう 

【選択できる項目】 

【可変できる範囲】 

フ□ント八イト 

こヤンネルのトー：: 

ノを調をしまず。 

低音 I 高音 I 

-6 dB ~ +6犯 


フ□ント八イトチヤンネルのトーンブ 

を調節しまず。 

【選択できる項目】 

お曰 I 同曰 I 

【可変できる範囲】 |-6 dB ~+6 dB 

フ□ントワイド 


フ□ントワイドチヤンネルのトーンを調をしまず。 

【選巧できる項目】 I ほ音 II 高音 I 

【可変できる範囲】 |-6 dB ~+6 dB 

サブウー八一 


サブウー八ーチヤこ 

【選巧できる項目】 

【可変できる範囲】 

ノネ ルのトーンを言 

低音 

—色 dB 〜 +色 dB 

目をしまず。 


因 

PURE DIRECT 、 D 旧 ECT および HOME THX CINEMA 外のサラ 
ウンドモードで設定できます。サラウンドモードごとじ設をが可能 
です。 


パ巧な n なか到口 


巧諭©广9な 



イ9さ©おな4お碟 


7^:^ ぺ一で5" v’—v 


イ9廷9麻销 


揖漏9々？^:迎^な6 


ちな蔬 
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且 Audyssey 設定 

Audyssey MultEQ ® XT 32 、 Audyssey Dynamic EQ © 
および Audyssey Dynamic Volume ® の設定:をしまず。 
これらの設定は、オートセットアップをおこなったあと 
じ設定できまず。 

Audyssey 技術に関ずる詳細な情報については、64ぺ一 
ジをご覧ください。 


MultEQ ® XT 32 

Mul 拒 Q ® XT 32は、オートセットアップの測を結まじ基づ 
き、リスニング環境における時圍特性と周波数特性の両方を 
補正しまず。 

3種類の補正力ーブから逞択しまず。 " Audyssey " に設をず 
ることをおずずめしまず。 

Mul 拒 Q ® XT 32の設定は 、 Dynamic EQ ® や Dynamic 
Volume ® を動作させるためじあ要でず。 


因 

•才ートセ、ソトアップをおこなった禮じ、 " Audyssey"、"Audyssey 
Byp . L / R " および "Audyssey Flat " を選ぶことができまず。 

•オートセットアップをおこなうと、 " Mul 记 Q © XT 32" の設定は 
自動的に " Audyssey " になりまず。 

•オートセットアップで"無し"と判定されたスピーカーの設定 
を変更した場合、 " Audyssey"、"Audyssey Byp . L / R " および 
"Audyssey Flat " を選べません。再度才ートセットアップをおこ 
なうか 、 GUI メニューの"オートセットアップ"-"パラメーター 
確認"-"再設定"〔囑=23ページ）で、オートセットアップ実行 
後の設定に戻してください。 

•ヘッドホンを使用しているとき、 " MultEQ ® XT 32" は"オフ" 
じなりまず。 

Dynamic EQ ® 

人間の聴覚や部屋の音響特性を考慮し、音量レベルを下げた 

際に発生ずる音質の低下を防ぎまず。 

Dynamic EQ ® は MultEQ ® XT 32と連動して動作しまず。 


【選択できる項目】 


Audyssey 


Audyssey Byp . L/R 


Audyssey Flat 


7 ニユアル 


オフ 


ずべ てのスピーカーの 周玻数特性 
を最適じ補正しまず。 

フ□ン トス ピーカーじ (外のス ピー 
カーの周液数特性を最適に補正し 
まず。 

ずべ てのスピーカーの 周波数特性 
がち)一じなるように補正します。 
GUI メニューの "マニュアル EQ " 
(頓=28ページ）で調節された周玻 
数特性を適用します。 

MultEQ ® XT 32を使用しません。 


^本体やメインリモコンでを操作でをます 

本体の ROOM EQ ボタンまたは^インリモコンの EQ ボタンを押ず。 



オフ 


Audyssey 


Audyssey Byp . L/R 


7 ニュアル 


Audyssey Flat - 


•" Audyssey"、"Audyssey Byp . L / R " または "Audyssey Flat " 
を選んた‘場合 " fe 祀 Y | " 表示が点なします。 

•オートセットアップをおこなった後、測定したスピーカーの本 
数を増やさずに、スピーカーの構成、距離、チャンネルレべ 
ルおよびク□スオーバー周波数などの設をを変更した場合は、 
"網臣 YeSoSxEtY " 表示が点灯しまず。 


【選巧できる項目】 オン1|オフ I 

^本体でも操作できます 

DYNAMIC EQ ボタンを押す。 

因 

• "Dynamic EQ ®" は，オートセットアップをおこなった後に設を 
できまず。 

•オートセットアップをおこなうと 、 "Dynamic EQ ®" の設をは自 
動的に"オン"になります。 

• " Mul 拒 Q ® XT 32" を"オフ’’または"マニュアル’’じ設ちずる 
と "Dynamic EQ ®” は自動的に"オフ"になります。 

•オートセットアップ実巧前やオートセットアップ実巧後にスピー 
カーの本数を増やして DYNAMIC EQ ボタンを押した場合に "Run 
Audyssey " を表示します。このような塌合じは、才ートセットアッ 
プをおこなうか 、 GUI メニューの"オートセットアップ"-"パラ 
メーター確詔"-"再設定"〔囑=23ページ）で、オートセットアッ 
プ実行後の設定に戻してください。 

•次の場合 ， "Dynamic EQ ®" は設をできません。 

• "オートセ、ソトアップ"が完了していない場合 
•オートセットアップをおこなった後，測定したスピーカーから使 
巧ずるスピーカーを増やした場合 

• " Dynamic 的®"の設をが"オソ’のときは、"!ンコント□-ル" 
(13=41 ページ）の調節はできません。 


リファレンスレベルオフセット 

Audyssey Dynamic EQ ® は、一般的なフィルム（巧画な 
ど）のミキシングレベルをリファレンスとしていまず。音量 
レベルが OdB から下げられた際にミキシング特性.サラウ 
ンド劾まを常にコンテンツが作成された本来の特性に自動的 
じ維持しまず。しかし、フィルムのリファレンスはミュージッ 
クやテレビ番組などフィルム t (外のコンテンツの作成には使 
用されていない場合もありまず 。 Dynamic EQ ® は、フィ 
ルム作成時に使用される標準のリファレンスレベルを使用せ 
ずに作成されたコンテンツに巧してオフセットレベルの設走 
巧 dB /10 服/15服）が可能でず。下記が推奨の設走レベル 
じなりまず。 

【選巧できる項目】 

I OdB I ：お買い上げ時の設走でず。巧画などのコンテンツ 
-じ最適でず（フィルムリファレンス）。 

5dB I :クラ、ソシック音楽のような非常に広いダイナミッ 
-クレンジを持ったコンテンツに適していまず。 

10祀 I:ジャズなどの広めのダイナミックレンジを持った 

-ミュージックコンテンツやテレビ番組に適してい 

_ まず。 

fl5dB I: ポップや□ックなどの非常に高い音量レベルのコ 

-ンテンツや、圧縮されたダイナミックレンジを持 

つコンテンツに適していまず。 

国 

GUI メニューの "Dynamic EQ ®" 話を（原42ぺージ）が"オソ’ 
のときじ設をできまず。 
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Dynamic Volume ® 

テレビや巧画などで再生ずるコンテンツ内における音量レべ 
ルの変化（静かな音のシーンと大きな音のシーンの圍など） 
をおがみの音量設定値に自動的に調節しまず。 

【選択できる項目】 

^オン J : Dynamic Volume ® 機能を使用しまず。 

Dynamic Volume ® のタカまは、"設走:"にて設走: 
した値じなりまず。 

オフ ] : Dynamic Volume 機能を使用しません。 


^本がでち操作できます 
DYNAMIC EQ ボタンを押す。 

—— ► Dynam に E 日 / Volume : オン —— ► Dynamic EQ : オン / Volume :オノ —— 

「AUDYSSEY I AUDYSSEY 

[dynamic eqI dynamic eq 

- Dy 口 amic E 日 / Volum 己：ホフ - 

因 

• "Dynamic Volume ®" は、才ートセットアップをおこなった禮じ設 
定できまず。 

• " Mul 记 Q @ XT 32" を"オフ"または"マこュアル"じ設定ずる 
と "Dynamic Volume ®" は自動的に"オフ"になりまず。 

•オートセ、ソトアップ実巧前やオートセ、ソトアップ実行後じスピー 
カーの本数を増やして DYNAMIC E 凸ボタンを押した場合に "Run 
Audyssey " を表示しまず。このような場合(こは、才ートセットアッ 
プをおこなうか 、 GUI メニューの"オートセットアップ"-"パラ 
メーター確認"-"再設定"（頓=23ページ）で、オートセットアッ 
プ実ち後の設定に戻してください。 

ホの場合' "Dynamic Volume ®" は設をできません。 

•オートセットアップが完了していない場合 

•オートセツトアップをおこなったあと，スピーカーを増やした場合 


設定_ 

Dynamic Volume ® のタカまを設走しまず。 

【選巧できる項目】 

Midnight ] :音量レベル調整を最大に設定しまず。ずべて 
_の音を一走の大きさにしまず。 

Evening 1:音量レベル調整を中圍じ設走しまず。平ち的 
な音より大きな音とかさな音を調をしまず。 

~^~ I :音量レベル調整を最小に設走しまず。非常に 
-大きな音と非常にかさな音を調節しまず。 

图 

• GUI メこューの "Dynamic Volume ®" 設を〔煩"43ぺージ ） が"才 
ン"のときに設定できまず。 

•"設定"を " Midnight "、" Evening " または " Day " に設定ずると、 
ディスプレイの に咒/铺 表示が点なしまず。 

•"才ートセットアップ"（頓つ1ぺージ)で " Dynamic Volume 鞍"を"は 
し V ’に設をした場台は、自動的に " Evening " になりまず。 

•"設定"は、オートセットアップをおこなったあとじ設をできます。 

次の攝合、"設定"は設定できません。 

•オートセットアップが完了していない場合 

•オートセットアップをおこなったあと、スピーカーを増やした塌合 

• "Dynamic Volume ®" の設をが"オフ’’の場合 


□ A-DSX ヴウンドステージ 

Audyssey DSX ™ の設をとサウンド ステー ジの パラメー 
クーを調をしまず。 


Audyssey DsX ™ 

ま斤たなチヤンネルを追加し、包み込むようなサラウンドサウ 
ンドを提供しまず。 

【選巧できる項目】 

オン ー A イトー 1:フ□ントハイトチヤンネルを生成ずる 
- Audyssey DSX ™ を設定しまず。 

オンーワイドー :フ□ントワイドチヤンネルを生成ずる 
- Audyssey DSX ™ を設定しまず。 

オフ I : Audyssey DSX ™ を設定しません。 


^本体やメイン y モコンでを操作でをます 

ディスプレイじ " A - DSX " が表示されるまで> 本体の STANDARD 
ボ々ンまたはメインリモコンの STD ボタンを押ず。 

ステージウィドス 

フ□ントワイドス ピーカー 使用時にサウンド ステージの 広が 
りを調節しまず。 


【可変できる範囲】 -10 - 0 - +10 
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ステージ八イト 

フ□ント八イトス ピーカー 使用時サウンド ステージの 高さを 
調をしまず。 


【可変できる範囲】 - 1_〇」 - 1+10 

因 

• "Audyssey DSXTM " は、 フ□ント八イトスピーカーまたはフ□ン 
トワイドスピーカーをご使用のときじ設定できます。 

• "Audyssey DSXtm " は、センタースピーカーを使巧しているとき 
に有効です。 

• "Audyssey DSX ^’ はサラウンドモードが PLlIz Heisht または 
DTS NE 0: X 切外の STANDARD モードのときじ有効です。 

•再生する HD オーディオソースじ、フ□ント八イトチャンネル啼フ 
□ントワイドチャンネルが含まれている場台は、 " A - DSX サウンド 
ステージ"は使用できません。この場合、人力信号のままそれぞれ 
のチヤンネルを再生しまず。 


Audyssey Dynamic Surround Expansion (A-dSX) 

について 

Audyssey DSX "™ は、既存の 5.1 ch システムに八イトチャンネル 
またはワイドチャンネルを加えることによリサラウンド効果や巧象 
を高め、より大きなサラウンド空間を実現ずるサラウンド拡張技術 
です。人間の聴覚特性の研究ではサラウンド効果を高める要素とし 
て大きく 2つのポイントをあげていまず。最も重要なポイントは、 
臨場感のあるサラウンド空間を構成ずるためにフ□ント（前ち向） 
じ横の広がり（ワイドチャンネル）を作ることです。次に重要なポ 
イントは、サラウンド空間に奧行き感を作るために認知（聴くこと 
が)できる音響信号でフ□ント（前ち向）に高さの広がり（八イトチャ 
ンネル）を作ることです 。 Audyssey DSX ™ はこの2つの重要な 
要素からそれぞれ左ちのワイドチャンネル、八イトチャンネルを作 
り化します。さらに Audyssey DSXt " は単に八イトチャンネルや 
ワイドチャンネルを追力□ずるた‘けではなく、既をのフ□ント、サラ 
ウンドチャンネルを組み合わせる巧術 "Surround Envelopment 
Processing " により効果を高めています。 


BRESTORER 

圧縮音声を圧縮前の状態に復元し、ほ域および高域の量 
感をネ甫正して豊かに再生しまず。 


【選巧できる項目】 I オフ 

[モ-ド 1 ](RESTORER 64) 

をード 2 I (RESTORER 96) 

モード3 I (RESTORER HQ ) 

" NET / USB " と " iPod " のお買い上げ時の設定は、"モード 3" 
でず。その他は、ずべて"オフ"に設定されていまず。 

本な:やメインリモコンでを操作でをまず 
再生中に，本体の RESTORER ボタンまたはメインリモコンの RSTR 
ボタンを押す。 

" OFF " W 外に設定:すると 、 "EISEi 虹 " 表示が点灯します。 

I ——オフ-モード1-•-モード2—— 

(RESTORER 64) (RESTORER 96) 

- モ—ド2 - 

(RESTORER HQ) 


RESTORER 機能について 

• M 尸3 、 WMA (Windows Media Audio ) や MPEG -4 AAC など 
の圧縮オーディオフォーマツトは、人間の耳には聞こえにくい部 
分の信号を省いてデータ量を減らしていまず。 RESTORER は、 
圧縮処理をずるときに省かれた信号を生成し、圧縮ずる前の音に 
おい状態に復元ずる機能です。同時に低音域の量感の補正わおこ 
ないますので、圧縮オーディオ信号をより豊かに再生することが 
できます。 

•入カソースが " NET / USB " のとき、またはアナ□グ入力や PCM 
信号 （fs = 44.1/48 l < Hz ) が入力されたときじ GUI メこユーじ 
表示され、設定することができます。 


0才ーデイオデイレイ 

巧像と音声の再生クイミングのずれを補正しまず。 


音声を遅らせる時聞を設定しまず。 


【巧変できる範囲】 lOms 」 〜 [200 ms I 

^本休やメイン y モコンでを操作でをまず 

X この設ををおこなうとき 、 GUI メこューは表示されません。 

①本体の AUDIO DELAY ボタンまたはメインリモコンの A. DL ボタ 
ンを押ず。 

@ <10ボ女ンを押して、設定:ずる。 

因 

•" EXT . IN "、" D 旧 ECr および " STEREO " モード〔ク□スオーバー 
周波数： " FIXED - THX -" 、フ□ント："大 " 、 I -- ンデフィート："オン"、 
MultEQ ® XT 32:"オフ"）で再生しているときは、調節できません。 
•才ートリップシンク補正機能が働いているときは、〇〜 TOOms の 
範囲で設定できまず。 
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アップグレードをおこなうと、"現巧の設定"およ 
び"クイックセレクト"①巧容が変更されます。 

"現巧の設定"および"クイックセレクト"①設定 
をおこなろ場合じは、本編の取扱説明書ではなく、 
本書をご覧じなつて操作してください。 


おなの設定 

國 

現在の設定状態を表示しまず。 

圃 

• メニュー階層 • 



クイック七レクト 



クイックセレクトじ記憶している内容を表 
巧しまず。 

• メニュー階層参 



【お認できる項目】 


選択ソース II 入カモード1 

MultEQ ® XT 32 

Dynamic EQ 風] 

「Dynamic Volume ® 

こーム 

オートサラウンドモード1 

音量レベル 1 ^ 


因 


クイックセレクト 1 〜3への記憶のしかたは > に〇73ページ 
白071 ページ^ SEE # をご覧< ださい。 



【お認できる項目】 


選択ソース 1 ネーム 

サラウンドモード 11 Rec Select 

ビデオセレクト1 i/p スケーラー1入カモード1 


ソースレベル 

MultEQ ® XT 32 || 

Dynamic EQ ® 


Dynamic Volume ® 

RESTORER 

など 



且ゾーン2/3/4 

マルチソー ンの設定状態を表示しまず。 

【 確認できる項巨】[電源 II 還択ソース ] 巨量レベル 
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(メインリモコン) 


[日 AMP] 


INPUT 

MODE 


SOURCE 

SELECT 


11 11111 11111 I 


- C □- 


◎ 0"0 

◎"◎"り 

1 .◎: D , 


■で。ベ ご ;/../ 

s け,ぃ .、' 产 ? / , 

◎、門—';1 

1IJMV-T luM-l'j* 

りごな5 




(サブリモコン） 


DEMON LINK 4th によるブルー 
レイディスクの HD 音青の再生 

ブルーレイディスク再生時に、 HD 音声のジックーフリー 
再生ができまず。 


SOURCE 

SELECT 


■ f 本機と DEMON LINK 4 th 対応ブルーレイディ 
* スクプレーヤーを 、 DEMON LINK ケーブルと 
HDMI ケーブルを使って接続する。 

X 接続のしかたは、それぞれの機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 


2 


使用する入カソースに "DEMON UN ぐを割り当 
てる。 


:"ソース選お"- "(入カソース ）"- "端子の割 
り当て"-"デジタル端子 "- "DEMON LINK " 

(思の49ぺージ） 


3 


使用する入カソースにプレーヤーと接続している 
HDMI 入力端子を割り当てる。 


4 


本機の HDM ロント□-ル機能を"オン"じする。 


7 


SOURCE SELECT で、操作2、3で、割り当てた 
入カソースを選ぶ。 

ディスプレイの"田皿！’表示が点好しまず。 

8 INPUT MODE で才ーディオ入カモードの"才一 
卜"を選ぶ。 

《ブルーレイディスクを再生ずると、 

LINK 4 th での再生じなりまず。 


自動的に DEMON 


I オーディオ入カモードを"オート" U かに設定すると、 
ジッターフリー再をじはなりません。 


9 


サラウンドモードを選ぶ。 


10 


ブルーレイディスクを再まする。 

入力信号の種類とサラウンドモードに応じた巧生がは 
じま L 」 まず。 

ジッターフリー巧生中は、プレーヤーの DEMON LINK 
CLOCK CONTROL 表示が点火:[しまず。 

X 操作のしかたは，プレーヤーの取あ説 B 月書をご覧ください。 

X プレーヤーじよって、表示が異なりまず。詳しくはプレ 
ーヤーの取扱説明書をご覧<ださい。 

因 

入カモードを"オート"じ設をして，ブルーレイディスクた(かの再 
生をおこなうと，自動的に DEMON LINK 3 rcl での再生じなります。 




>人カモードを " HDMI " に設をすると，ジッ々ーフリー再生はでき 
ません。 HDMI での再生じな y ます。 

>人カモードを"デジタル"じ設をすると 、 DEMON LINK 3 rd での 
再をになり，ブルーレイディスクの音声は再生されません。 


SOURCE SELECT 


INPUT MODE 


5 


プレーヤーの DEMON LINK 設定を" 4 th " じする。 


X 設走のしかたは、プレーヤーの取扱説明書をご覧<ださ 
しん 


6 


プレーヤーの HDMI コント□-ル機能を"才 
ン"じする。 


X 設定のしかたは，プレーヤーの取あ説巧書をご覧ください。 


國："マニュアル設定’ - " HDMI 設定"- " HDMI コ 
ントロール"-"コントロール"-"オン" 

(屈 = C 037 ぺ-ジ) 


垣四："ソース選お"- "(人カソース )"-"端子の割 
り当て"- " HDMI 端子"-" 1" 〜 "6" 


(屈=の48ぺージ ( 


の49ぺージ I 



AVP-A1HD 


AVC-A1HD 


アップグレードをおこなうと、 DEMON 独自の音声 
信号伝送技術である DEMON LINK 4 th での高品質 
再生が可能になります。 


便利な機能 


その他の操作や機能 


f 
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アンプアサインの設定とマルチゾーンの巧続と操作 AVCA 1 HD 


アップグレードをおこなうと、「アンプアサインの設定」および「マルチゾーン 
の接続ち法」が初期化されます。 

r アンプアサインの設定とマルチゾーンの接続と操作」をおこなう場合じは、本 
編の取扱説明書ではなく、本書をご覧になって操作してください。 


本機は、次の再生に対応しています。 

• マルチゾーン再生（ゾーン2/ゾーン 3) 
•バイアンプ再生（フ□ントスピーカー） 

•バイワイヤリング再生（フ□ントスピーカー） 



•バイアンプやバイワイ古リング再生じは、各接続対応の端子を持つスピーカーをお使いください。 

•バイアンプやパイワイヤリング接続のときは、スピーカー端すの短絡おまたは短絡巧ワイヤーを外して 
ください。 


アンプアサイン機能によるマルチゾーンの設定 


アンプアサイン機能じより、本機に内蔵のをチヤンネルのアンプををソーンのスピーカー化 
力に割り当てることができまず。 

「設定1」〜「設定16」の中からお巧みの再生環境を違び 、 GUI メニューの"マニュアル設走" 
その他の設走"-"アンプの割り当て"で該当ずるアンプアサインモードを設定してください。 
また、スピーカーの接続も「スピーカーの接続」の説日月のとおりじおこなってください。 

因 

「設定:2」〜「設定:6」、「設定:8」〜「設を10」、「設をに」、「設を13」は、スピーカーの接続を変えず 
じ、アンプアサインモードを"9.1/7.1チヤンネルモード"と"マルチソーンモード"じ切り替えて再生 
できまず。 
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設定 1 : 

•9.1 チャンネル再生 


アンプアサインモード：[通常1(アップグレード時の設を) 


メインゾーン 


メインソーン 


M. FHL FHR A 




A A A 年 

扎 SW C FR 


も を赢す 

書夕 

SL 本 *! SR 


JL 、 *2 

SR 

4>} (中 

击荒 

または 

イリ） 

m S 品 

(|> 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場合 
は、 GUI にューの "マこュアル設定:"-"そ 
の他の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チヤンネル"設定：№29, 30ページ） 
で"フ□ント八イト"を選択してください。 

*2: フ□ントワイドスピーカーを接続ずる場合 
は、 GUI にューの "マこュアル設定:"-"そ 
のイ也の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チヤンネル"設を（11^29、30ページ） 
で"フ□ントワイド"を選択してくださし、。 


【ち スピーカーの呼称に ついて】 

FL フ□ント スピーカー 〔左 ） SL サラウンド スピーカー 〔左） FHL フ□ント八イト スピーカー 〔左) 

FR フ□ント スピーカー 〔ち ） SR サラウンド スピーカー (ち） FHR フ□ント 八 イト スピーカー (ち) 

C センター スピーカー SBL サラウンド バックスピーカー （左 ） FWL フ □ントワイド スピーカー （左) 
SW サブ ウー八一 SBR サラウンド バックスピーカー 〔ち ） FWR フ □ントワイド スピーカー (ち) 


スピーカーの 接続 


□ スピーカー端子に接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 






□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


如 プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声が出力されるスピーカー 


\\ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

通常 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 

o 






パ巧巧 n かか到口 


巧諭©广9な 


ホク了 7^ ' だ 4 


イ9を©おな4お碟 




イ Q 廷9麻销 


揖漏9々？^:迎^な6 
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全 A 全 

て而て 


SL 

4)) 


*1 


SR 

(中 


孟 SBR 


アンプアサインモード ： r ゾーン 21 

メインゾーン 


メインゾーン 


Z0NE2 ON/OFF 

ボタンを押す。 


メインソーン 


A FHL 

HR M. 

夺冬冬 

ち 

FL SW C 

FR 

SL ホ 1 

SR 

寺） 

(f> 

メインゾ 

-ン 


ソーン 2 


Z2L Z2R 

全4 


ソーン2オン 


ゾーン 2 


Z2L Z2R 

全全 


ソーン2オン 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定№29.30ページ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 


iff* 

FR ^ 


本本み 

夕 FL SW C 

全 i’ 

FR ^ 

Z0NE2 ON/OFF 

*2 

イ’り 

SR 

(巾 

ボタンを押す。 

- ^ 

!\ *2 

寺） 

SR 

か ► 

SBL SBR 






設定2 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

♦9.1 チャンネル再生 
♦マルチゾーン再生 

- 7.1 チヤンネル再生+ソーン2のステレオ再生 


全 全 m 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続ずるスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 



Z 2 R 

Z 2 L 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


呼り プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力をれるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ \ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

アサインモード\ 


L 


L 


L 


L 


L 


L 


L 


ゾーン 2 










ソーン2オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 






ソーン2オン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

〇 




a 巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホク了 7^ 'だ4 


イ9音©おな4お碟 
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全 A 全 

て而て 


SL 

4)) 


*1 


SR 

(中 


孟 SBR 


アンプアサインモード ： r ゾーン引 

メインゾーン 


メインゾーン 


Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


メインソーン 


A FHL 

HR M . 

夺冬冬 

ち 

FL SW C 

FR 

SL ホ1 

SR 

寺） 

( f > 

メインゾ 

-ン 


ソーン 3 


Z 3 L Z 3 R 

全全 


ソーン 3 オン 


ゾーン 3 


ソーン 3 オン 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定№29.30ページ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 


iff* 

FR ^ 


本本み 

夕 FL SW C 

全 i’ 

FR ^ 

Z0NE3 ON/OFF 

*2 

イ’り 

SR 

(巾 

ボタンを押す。 

- ^ 

!\ *2 

寺） 

SR 

[ l > 

SBL SBR 






設定3 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

♦9.1 チャンネル再生 
♦マルチゾーン再生 

- 7.1 チヤンネル再生+ソーン3のステレオ再生 


全 全 m 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR. 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH/FW/ 

AMP ASSIGN-2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続ずるスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 



Z3R 

Z3L 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


呼り プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力をれるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ \ 

FRONT 

CENTER 

SURR. 

SURR. 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z0NE2 

ZONES 

アサインモード\ 


L 


L 


L 


L 


L 


L 


L 


ゾーン 3 










ソーン 3 オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 






ソーン 3 オン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 





〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 



〇 

〇 


a 巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホク了 7^ 'だ4 


イ9音©おな4お碟 


7^ ^ 4 A ：y i ： ぺ./で冲1 


イ Q 廷 Q 麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な蔬 
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設定 4 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

•9.1 チャンネル再生 
•マルチソーン再生 

•7.1 チヤンネル再生十ソーン2モノラル再生十ソーン3モノラル再生 


アンプアサインモード： [ ゾーン（モノラル ）I 


メインゾーン 


M. FHL 

FHR A 

冬 冬 冬 

全 

扎 SW C 

FR 

SL ホ ^ 

SR 

寺 } 

{('► 

ミ 


SBL 

SBR 


Z0NE2 ON/OFF 

または 

Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


メインソーン 



SBL SBR 


Z0NE2 ON/OFF 

または 

Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


メインゾーン ゾーン 2 


M. FHL FHR A 

车 冬 * 夺 

FL SW C FR 


Z2 

全 

SL 1 SR 

寺） [中 

+ 

Z2 

全 

メインゾーン 

ソーン 2 

-as- 4=P ■». -as- 

FL SW C FR ^ 


Z2 

全 

SL 2 SR 

寺） （中 

+ 

Z2 

全 


ゾーン 3 


全 


Z3 

全 


ゾーン 3 


全 


Z3 

全 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 

ソーン2オフ/ 
ソーン3オン 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 


ソーン2オン/ 
ゾーン3オフ 

ゾーン2オフ/ 
ソーン3オン 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場合は 、 GUI メこユーの"マこユアル設定"-"その他の設定’-マ 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこユーの"マこユアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 
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スピーカーの接続 


□ スピーカー端子に接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 



Z 3 

MONO 

Z 2 

MONO 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声が出力されるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

アサインモード 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

ii 

CO 山 
山エ 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

モノラル 

モノラル 

ソーン（モノラル） 


ソーン2オフ/ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 






ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 




ソーン2オン/ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



〇 



ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 



ソーン2オフ/ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 




〇 


ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 


〇 


ソーン2オン/ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 


ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

〇 


パ巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホ'乂； 'だ4 


イ9音©媪な4お碟 




イ Q 廷9麻遵 


揖漏9々？^:迎^な6 


W 巧な蔬 




























































































アンプアサインモード： ゾーン 2/ ゾーン 3 

メインゾーン 


メインソーン 


Z0NE2 ON/OFF 

または 

Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


Z0NE2 ON/OFF 

または 

Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


メインゾ - 

-ン 


を 

FL SW C 

FR 

A … L F 

HR A 

A A A 

FL SW C 

全 

FR 

!L 味 1 

SR 

*，） 

[(> 

メインゾ - 

-ン 


全 

FL SW C 

FR 

it 

全 i" 

FR ^ 

三 L 味 2 

SR 

寺） 

[(> 


ソーン 2 ゾーン 3 


Z3L Z3R 

ミ全 


Z2L Z2R 

をを 


Z3L Z3R 

全を 


Z2L Z2R 

4 4 


ゾーン2オフ/ 
ゾーン3オン 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 


ソーン 2 ゾーン 3 


Z3L Z3R 

全全 


Z2L Z2R 

4 ± 


Z3L Z3R 

全全 


Z2L Z2R 

全全 


ソーン2オフ/ 
ゾーン3オン 

ソーン2オン/ 
ゾーン3オン 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続ずる場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定№29.30ページ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定0^29、3日ページ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 



孟孟 


設定 S :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

♦9.1 チャンネル再生 
参マルチゾーン再生 

•3.1 チヤンネル再生+ソーン2ステレオ再生十ソーン3ステレオ再生 
•3.1 チヤンネル再生+ソーン3ステレオ再生 
•7.1 チヤンネル再生+ソーン2ステレオ再生 


全 全 W 

刪 等 I 
全 C ¥ 

W 全 i 等 抓 

全 全て 

な'#- 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

Z 3 R 

Z 3 L 

Z 2 R 

Z 2 L 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


呼り プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力されるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

アサインモード\ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

ゾーン 2/ ゾーン 3 


ソーン2オフ/ 
ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 





ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

〇 



ソーン2オフ/ 
ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 











〇 

〇 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 









〇 

〇 

〇 

〇 


パ巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホク了 7^ 'だ4 


イ9音©おな4お碟 




イ Q 廷 Q 麻遵 


揖漏9々？^:迎^な6 


W 巧な蔬 
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アンプアサインモード： ゾーン 2/3 (モノラル） 
メインゾーン 

Z0NE2 ON/OFF 

または 

Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


ソーン 2 ゾーン 3 


全 


全 


金 


金 


ゾーン2オフ/ 
ゾーン3オン 

ソーン2オン/ 
ゾーン3オン 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 


メインソーン 


Z0NE2 ON/OFF 

または 

Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


ソーン 2 ゾーン 3 


全 


を 


全 


全 


ゾーン2オフ/ 
ゾーン3オン 

ソーン2オン/ 
ゾーン3オン 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する墻合は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設を" 

-"アンプの割り当て"-"拡張チャンネル"設を№29, 3日ページ）で"フ□ント八イト"を選択 
してください。 

*2: フ□ントワイドスピーカーを接続ずる±蠢合は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定" 

-"アンプの割り当て"-"拡張チャンネル"設定（屈つ9、3日ページ）で"フ□ントワイド"を選択 
してください。 c ；3 


メインゾーン 


FL SW C 

* 

FR 

A … L 

HR A 

A A A 

FL SW C 

全 

FR 

!L 味 1 

SR 

*，） 

[(> 

メインゾ 

-ン 

FL SW C 

全 

FR 

it 

全 i " 

FR ^ 

三 L 味 2 

SR 

寺） 

[(> 


□ スヒーカー麵子に接を巧するスヒーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

Z 3 

MONO 

Z 3 

MONO 

11 

MONO 

Z 2 

MONO 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力をれるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

アサインモード 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

ii 

CO 山 
山エ 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

ゾーン 2/3 (モノラル） 


ソーン2オフ/ 
ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 





ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

〇 



ソーン2オフ/ 
ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 











〇 

〇 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 









〇 

〇 

〇 

〇 


スピーカーの接続 



孟孟 


設定巨 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

•9.1 チャンネル再生 
•マルチゾーン再生 

•3.1 チヤンネル再生十ソーン2モノラル再生十ソーン3モノラル再生 
•3.1 チヤンネル再生十ソーン3モノラル再生 
•7.1 チヤンネル再生十ソーン2モノラル再生 


f 巧 n なか到口 


巧諭©广与な 


ホ'乂； 'だ4 


イ9音©媪な4お碟 




イ Q 廷 Q 麻遵 


揖漏9々？^:迎^な6 


W 巧な蔬 


全 全 W 

刪 等 I 
全 C ¥ 

W 全 i 等 抓 

全 全て 

な'#- 






























































































設定 7: 

• メインゾーンの FL / FR チャンネルをバイワイヤリング接続した 9.1 チャンネル再生 

(他のモードとの切り替えはできません） 


アンプアサインモード： I バイワイヤリング] 


メインソーン 

メインソーン 

M . FHL FHR A 



A A A A 

比 SW C FR 


W 车 奉み み 

K " - as - - as - - as . - as - 

FL SW C FR ^ 

SL ホ <1 SR 


三 L 2 S : 

4)) (中 

または 

寺） (1> 

等等 


等等 

SBL SBR 


SBL SBR 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する塌を 
は、 GUI にューの "マこュアル設定"-"そ 
の化の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チャンネル"設走：（11^29、30ページ） 
で"フ□ント八イト"を選択してください。 

*2: フ□ントワイドスピーカーを接続する場合 
は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"そ 
の他の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チャンネル"設定：№29, 30ページ） 
で"フ□ントワイド"を選択してください。 


スピーカーの 接続 


□ スピーカー端子に接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 











FR 

FL 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 



Y み 
D A 

:、 


□ プリアウト端すに接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続す るスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声が出力されるスピーカー 


/な 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

バイワイヤリング 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 

o 






a 巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホ'》；'乂 4 


イ9音©おな4お碟 


7^ ^ 4 A ^ i ： ぺ./で冲 y I 


イ Q 廷 Q 麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な蔬 








































































設定 s :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

参 9.1 チャンネル再生 
参マルチゾーン再生 

-バイワイヤリング接続の 7. 1チヤンネル再生+ソーン2ステレオ再生 


アンプアサインモード： I バイワイヤリング&ゾーン2 ] 


メインゾーン メインゾーン 


■ M . FHL 

FHR M . 


A FHL 

FHR A 

冬 本 冬 

全 


冬 本* 

を 

扎 SW C 

FR 

ZONE2 ON/OFF 

FL SW C 

FR 

SL ホ <1 SR 

ポタンを押す。 

!L *1 

SR 

* り 

孟 

(中 

-^ 

寺） 

[1> 


メインソーン メインゾーン 





を書需 f 香す 

Z0NE2 ON/OFF 

"S* -S* "St "S* 

ノ FL SW C FR 、 

a 2 S 己 

ボタンを押す。 

jL 2 

寺） （中 

^ - 

寺） (l> 

等等 



SBL SBR 




ソーン2 

+ ソ-ン2オン 


ソーン2 

+ li 全 1ソーン2オン 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続ずる場合は , GUI メニューの。マニュアル設を"-"その他の設を’’-"ア 
ンプの割り当て"-"あ張チャンネル"設を（犀29,30ぺージ）で"フロント八イト"を選がしてください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続ずる場合は , GUI メニューの。マニュアル設を"-"その他の設定’-マ 
ンプの割り当て"-"あ張チャンネル"設を（屈=29,30ぺージ）で"フロントワイド”を選択してください。 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 









FR 

FL 



接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

Y み 
O A 

V 六 

Z 2 R 

Z 2 L 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力されるスピーカー 


K 為 

/ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

Z 0 NE 3 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

バイワイヤリング& 
ソーン2 


ソーン2オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







:^ 

^ Y み 

1 D A 

： Y つ 

— . 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 





〇 

〇 

ソーン2オン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 



〇 

〇 



Y み 
D A 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 


パ巧な n かか到口 


巧諭©广与な 


ホ'》；'乂 4 


イ9音©おな4お碟 




イ Q 廷9麻销 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な蔬 
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設定 g :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

参 9.1 チャンネル再生 
参マルチゾーン再生 

-バイワイヤリング接続の 7. 1チヤンネル再生+ソーン3ステレオ再生 


アンプアサインモード ： r バイワイヤリング&ゾ-ン 3] 

メインゾーン メインゾーン 


■ M . FHL 

FHR M . 


冬 " L 

FHR M . 


冬 本 冬 

全 


夺 本* 

全 




Z0NE3 ON/OFF 



ソーン 3 

三 L 本1 

SR 

ポタンを押す。 

JL *1 

SR 

+ 

Z 3 L Z 3 R 

全全 

如 

(中 

- ^ 

寺） 

( f > 



ミ 






SBL 

SBR 






ソーン3オン 


メインソーン 


X 一太 

•*=. - is - -=*• 

ノ扎 SW C FR 


* 2 品 


S 品 SBR 


Z0NE3 ON/OFF 

ボタンを押す。 


メインゾーン 



ソーン 3 


全全 


ソーン3オン 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこユーの"マこユアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこユーの"マこユアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（厨29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 









FR 

FL 



接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

Y み 
D A 

；V* 

I 、 

Z 3 R 

Z 3 L 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力されるスピーカー 


i/ 

K 為 

/ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

li 

CC LU 

山エ 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

Z 0 NE 3 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

バイワイヤリング & 
ソーン 3 


ソーン3オフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







中 

^ Y み 
D A 

i Y つ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 





〇 

〇 

ソーン3オン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 





〇 

〇 

Y み 
〇 A 

Y つ 

〇 

〇 

〇 





〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 


a 巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホ'》；'乂 4 


イ9音©おな4お碟 




イ Q 廷9麻遵 


揖漏9々？^:卽^な6 


W 巧な蔬 
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A FHL 

王 A A 

て而て 


SL ホ /! SR 

中） （巾 


SBL SBR 


アンプアサインモード ： r バイワイヤリング&モノラル 1 
メインゾーン 


メインゾーン 


Z 0 NE 2 ON/OFF 

または 

Z 0 NE 3 ON/OFF 

ポタンを押す。 


Z 0 NE 2 ON/OFF 

または 

Z 0 NE 3 ON/OFF 

ポクンを押す。 


メインゾ- 

-ン 

A FHL F 

HR A 

AAA 

FL SW C 

A 

FR 

JL *1 

SR 

如 

((> 

メインゾ- 

-ン 


FR ^ 

JL *2 

SR 

4 )) 

{('► 


ゾーン2ゾーン3 


金 


全 


全 


4 


全 


全 


ち 


全 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 

ソーン2オフ/ 
ゾーン3オン 

ソーン2オン/ 
ゾーン3オン 


ゾーン2ゾーン3 


ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 

ソーン2オフ/ 
ソーン3オン 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続ずる場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定№29.30ページ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（厨29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 



孟瓦 


設定1口 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

♦9.1 チャンネル再生 
参マルチゾーン再生 

•バイワイヤリング接続の 7.1 チヤンネル再生+ソーン2モノラル再生+ソーン3モノ 
ラル再生 


全 金 W 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 









FR 

FL 

Z 3 

MONO 

Z 2 

MONO 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

Y み 
O A 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続す るスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声び出力されるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

アサインモード 

バイワイヤリング& 
モノラル 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

モノラル 

モノラル 


ソーン2オフ/ 
ソーン3オフ 

〇 

バイ厂 

' J ： 

〇 

〇;を>1〇 

_ i PN N ;_ 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 





o 

o 

o 

o 

o 



o 

o 



ソーン2オン/ 
ソーン3オフ 

•し ■ /■ 、； 

〇ミつ1〇 

;、、 ; 

olUlo 

_ i r \ N i _ 

o 

o 

o 



o 

o 



o 


o 

o 

o 





o 

o 

o 


ソーン2オフ/ 
ソーン3オン 

;し ■ /、： 

〇!巧〇 

:、 

ol 掌 aIo 

_ : rs N ；_ 

o 

o 

o 



o 

o 




o 

o 

o 

o 





o 

o 


o 

ソーン2オン/ 
ソーン3オン 

〇 

バイ厂 

' J : 

〇 

olUio 

_ i rN N ；_ 

o 

o 

o 



o 

o 



o 

o 

o 

o 

o 





o 

o 

o 

o 


パ巧な n かか到口 


巧諭©广9な 


ホ'》；'乂 4 


イ9音©媪な4お碟 




イ Q 廷 Q 麻销 


揖漏与々？^:卽^な6 


W 巧な論 
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設定 11 : 

• メインゾーンの FL / FR チャンネルをバイアンプ接続した 9.1 チャンネル再生 

(他のモードとの切り替えはできません） 


アンプアサインモード ：I バイアンブ] 


メインソーン 


メインソーン 


A FHL FHR A 



ろ 令 全会 

比 SW C FR 



SL ホ 1 SR 


*2 

呼り （中 

または 

中） （ホ 

等等 


等等 

SBL SBR 


SBL SBR 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続ずる塌合 
は、 GUI にューの "マこユアル設定:"-"そ 
の化の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チャンネル"設を（11^29、30ページ) 
で"フ□ント八イト"を選択してくださし、。 

*2: フ□ントワイドスピーカーを接続する塌合 
は、 GUI にューの "マこユアル設定"-"そ 
の化の設定"-"アンプの割り当て"-"お 
張チャンネル"設走№29, 30ページ) 
で"フ□ントワイド"を選択してくださし、。 


スピーカーの 接続 


□ スピーカー端子に接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

p 

SR 

SL 





FR 

FL 






バイアンプ 


スピーカー 

アンプ 

アサインモート^ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

バイアンプ 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 







o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 



o 

o 






□フリアウト端子に接続するパワーアンフ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 






SBR 

SBL 

FHR 

FHL 






SBR 

SBL 

FWR 

FWL 


音声が出力されるスピーカー 


a 巧な n なか到口巧諭©广与な 


ホ'乂； '乂 4 


イ9を©おな4お碟 


イ0廷0麻销揖漏9々？^:卽,5な6化巧な蔬 


7 ^ 4入 ：y ぺ一で冲 y I ：y 


58 








































































設定 12 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

•9.1 チャンネル再生 

•2 チャンネル再生専用スピーカーによるバイワイヤリング再生 
切り替えかた . サラウンドモードの切り替え 


アンプアサインモード： I 2 ch バイワイヤリング I 


メインソーン メインゾーン 


M. FHL FHR A 

A A A A 

FL て而て 命 FR 

SL . SR 

4)) (中 

孟烹 

DIRECT/STEREO 

ボタンを押す。 

M. FHL FHR A 

AAA 

を FL SW C FR 雷 

SL 半 j SR 

SBL SBR 

STANDARD 

ボタンを押す。 

^ - 

メインゾーン 


メインソーン 


DIRECT/STEREO 


A A A A 

ボタンを押す。 

车 A A 

扎 SW C FR ^ 

を - 


> イ 

FWL FWR 


FWL FWR 

a *2 


SL 本 2 SR 

4il (中 

STANDARD 



ボタンを押す。 


7 等 



SBL SBR 


SBL SBR 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（風29、3日ぺージ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 


スピーカーの 接続 


□ スピーカー端子に接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 









FR 

FL 

FR 

FL 

抬赫ずな乂ピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

Y み 
O A 
V っ 

Y み 
D A 


□ プリアウト端すに接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続ず るスピーカー 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声が出力されるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ \ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

アサインモード 


L 


L 


L 


L 


L 


L 


L 

2 ch バイワイヤリング 










2チヤンネル 
再生時 

〇 

〇 















半" 

Y み 
D A 

Y ご 
V - 















マルチチヤンネル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 








再生時 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 
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設定 13 :次の再生を切り替えておこなうことができまず。 

•9.1 チャンネル再生 

•2 チャンネル再生専用スピーカーによるバイアンプ再生 
切り替えかた . サラウンドモードの切り替え 


アンプアサインモード： I 2ch バイアンプ ] 


メインゾーン 


メインゾーン 

M. FHL FHR A 

DIRECT/STEREO 

M. FHL FHR A 

A A A A 

ボタンを押す。 

AAA 





- ^ 


a * ^ SR 


SL 半 j SR 

*)) (中 

STANDARD 



ボタンを押す。 





SBL SBR 


SBL SBR 

メインゾーン 


メインソーン 


DIRECT/STEREO 


冬 A み车 

ボタンを押す。 

车 A A 

扎 SW C FR ^ 

を - 


> イ 

FWL FWR 


FWL FWR 

a *2 


SL 本 2 SR 

4il (中 

STANDARD 



ボタンを押す。 


7 等 



SBL SBR 


SBL SBR 


*1 :フ□ント八イトスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（風29、3日ぺージ）で"フ□ント八イト"を選択してください。 
*2 :フ□ントワイドスピーカーを接続する場含は 、 GUI メこューの"マこュアル設定"-"その他の設定"-"ア 
ンプの割り当て"-"拡張チヤンネル"設定（原29、3日ぺージ）で"フ□ントワイド"を選択してください。 


スピーカーの 接続 


□ スピーカー端子に接続するスピーカー 


呼り スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 巳 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

を続するスピーカー 

FR 

FL 

p 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FR 

FL 

FR 

FL 


バイアンプ 

バイアンプ 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接^%ずるスピカ 








FHR 

FHL 








FWR 

FWL 


音声が出力されるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

アサインモード\ 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z 0 NE 2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

2ch バイアンプ 


2チヤンネル 
再生時 

〇 

〇 














パイ 

アンプ 

マルチチヤンネル 
再生時 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 







〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 

o 
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M. FHL 

三 A A 


寺） （中 



スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


寺) スピーカー端す 

FRONT 

CENTER 

SURR. 

SURR.BACK 

AMP ASSIGN 

FH/FW/ 

AMP ASSIGN-2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 





FHR 

FHL 


□ プリアウト端子に接続するパワーアンプ 


寺) プリアウト端子 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

S 巳 L 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続す るスピーカー 






S 巳 R 

S 巳 L 




音声び出力されるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

アサインモード\ 

FRONT 

CENTER 

SURR. 

SURR. 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z0NE2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

フ□ント八イト 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 








設定14: 

•本機のスピーカー端子にフ□ント八イトスピーカーを接続した 9.1 チャンネル再生 

アンプアサインモード： r フロントノ、ィト 1 

メインゾーン 


全会 ) S 


設定15 : 

•本機のスピーカー端子にフ□ントワイドスピーカーを接続した 9.1 チャンネル再生 


アンプアサインモード： r フ □ ントつイド 1 

メインゾーン 

.as. -as- ss- -as- 

FL SW C FR 

SL SR 

寺） [('► 

荒孟 


スピーカーの接続 


□ スピーカー端子じ接続するスピーカー 


呼り スピーカー端子 

FRONT 

CENTER 

SURR. 

SURR.BACK 

AMP ASSIGN 

FH/FW/ 

AMP ASSIGN-2 


R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

接続するスピーカー 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 





FWR 

FWL 


□ プリアウト端すじ接続するパワーアンプ 


中) プリアウト端す 

FR 

FL 

C 

SR 

SL 

SBR 

SBL 

FHR/FWR 

FHL/FWL 

接続するスピーカー 






SBR 

SBL 




音声び出力をれるスピーカー 


\ スヒーカー 

アンプ 

アサインモード\ 

FRONT 

CENTER 

SURR. 

SURR. 

BACK 

FRONT 

HEIGHT 

FRONT 

WIDE 

Z0NE2 

ZONES 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 

フ□ントフイド 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 

o 
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設定 16: 

•フリーアサイン 


□ 各 スピーカー 端子に割り当て6れる スピーカー 


\\ 1 スピ_力_端す 

FRONT 

CENTER 

SURR . 

SURR . 目 ACK 

AMP ASSIGN 

FH / FW / 

AMP ASSIGN -2 

アンプ \ 

アサインモード \ 

R 

L 


R 

L 

R 

L 

R 

L 

R 

L 


FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 

FL 






FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 

FR 






C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 






SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 

SL 






SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 

SR 






SB し 

S 巳 L 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 

SBL 






SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 

SBR 





フリーアサイン 

FHL *1 

FHL *1 

FHL *1 

FHL *1 

FHL *1 

FHL *1 

FHL *1 







FHR *1 

FHR *1 

FHR *1 

FHR *1 

FHR 半 1 

FHR *1 






FWL *2 

FWL *2 

FWL *2 

FWL *2 

FWL *2 

FWL *2 

FWL *2 






FWR ホ 2 

FWR *2 

FWR ホ 2 

FWR *2 

FWR 來 2 

FWR *2 

FWR ホ 2 






Z 2 L 

Z 2 L 

Z 2 L 

Z 2 L 

Z 2 L 

Z 2 L 

Z 2 L 






Z 2 R 

Z 2 R 

Z 2 R 

Z 2 R 

Z 2 R 

Z 2 R 

Z 2 R 






Z 3 L 

Z 3 L 

Z 3 L 

Z 3 L 

Z 3 L 

Z 3 L 

Z 3 L 






Z 3 R 

Z 3 R 

Z 3 R 

Z 3 R 

Z 3 R 

Z 3 R 

Z 3 R 






*1 : GUI メこユーの"マこユアル設定:"-"その化の設定:"-"アンプの割り当て"-"拡張チャンネル"設定：（頓つ9、3日ページ）で"フ 
□ント八イト"を選択しているときに表示します。 

*2: GUI メこユーの"マこユアル設定:"-"その化の設定:"-"アンプの割り当て"-"拡張チャンネル"設定：（頓つ9、3日ページ）で"フ 
□ントワイド"を選択しているときに表示します。 

上表は、ソーン2およびゾーン3のチャンネル設をが"ステレオ"じ設をされている場合の選択チャンネルの例です。 

モノラル"に設をされている場合は、 " Z 2 〔モノラル）"および" Z 3 (モノラル）"を表示します。 
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22° 〜 30° ホ2 22 -45° ホ3 5己。〜60° 

90°〜11がホ日13护〜15が 


【各 スピーカーの 呼称じついて】 


FL フ□ントスピーカー(左 ） SBL 
FR フ□ントスピーカー(ち） SBR 
C センタースピーカー FHL 


SW サブウー八一 


FHR 


SL サラウンドスピーカー〔左） FWL 
SR サラウンドスピーカー(ち ） FWR 


サラウンドバック スピーカー (左) 
サラウンドバックス ピーカー （ち) 
フ□ント八イトス ピーカー (左） 

フ□ントハイトス ピーカー (ち） 

フ□ントワイド スピーカー (左） 

フ□ントワイド スピーカー (ち） 


サラウンドパック/フ□ント八イト/ 
フ□ントワイドスピーカーを使用して 
スピーカーを設置するとを 


FHL 


DEMON LINK 4 th I 







I 、ん 

リス-ング 
ポイント 






DEMON LINK 4 th は、 DEMON 独自の高品質な音声信号ち 
送巧術 DEMON LINK 3 ixl に加えて、 HD 音黄の高品質再生 
を実現していまず。 

共に DEMON LINK 4 th に対応している AV アンプとブルー 
レイディスクプレーヤーを DEMON LINK ケーブル（ブルー 
レイディスクプレー ヤーに付属） と HDMI ケーブル（別売り） 
で接続ずると、 AV アンプから送化されたマスクーク□ック 
信号でブルーレイディスクプレーヤーを動作させることがで 
きまず。 AV アンプのマスターク□ックで D / A 変換をおこな 
うため、 HDMI 伝送じよるク□ックジッターの影響を受けず 
じ、ジッターフリー再生を可能じしまず。これじより、音の 
走位がより S 月おになり、 HD オーディオにふさわしいクリアー 
で立体的な音像をお楽しみいただけまず。 


スピーカーの設置について 


本機は、サラウンド空間により一層の広がりや奥行きを表現 
する Audyssey DSX™ (囑 "64 ぺージ)、 Dolby Pro Logic 
nz (便 64 ぺージ）および DTSNEO:X (厨 64 ぺージ）じ 
巧応しています。 

Audyssey DSX ™ を ご使用になる場合は、 フ □ントワイド 
スピーカー または フ □ント八イトス ピーカーを 設置してくだ 
さい。 

Dolby Pro Logic nz をご使用になる場合は、フ□ント八イ 
トスピーカーを設置してください。 


国 

サラウンドスピーカーは、耳の高さより目日- 
することをおすずめします。 


. 90 cm 高い位置【こ設置 


フ□ント八イト、 
スピーカー 
• やや下に向ける/ 


サラウンドスピーカー 



サラウンドバック 
スヒーカー 
• やや下に向ける 


【側面から見た図】 


*1 Dolby Pro Logic nz お奨 
*2 Audyssey DSXTM 推奨 
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サラウンドにごいて 


本機に内蔵のデジクル信号処理回路のはたらきにより、プロ 
グラムソースを巧画館と同じ臨場感でサラウンド再生をお楽 
しみいただけまず。 


ドルビーサラウンド 


ドルビープ□□ジック Hz 


田 DOLBY 

TRUETT71 

PRO LOGIC llz I 

ドルビーラボラトリーブからの実施権に基づき製造されています。 
Dolby. ドルビー， Pro Logic およびダブル D 記号は，ドルビー 
ラポラト リーズの商標でず。 


DTS サラウンド 


DTS NEO : XTM サラウンド 


Dolby PLiIz デコーダーを 使用して、2チャンネル ソースを 
フ□ント八イトチャンネルを加えた 7.1 チャンネルのサラウ 
ンドサウンドで再生ずるモードでず。 

フ□ント八イトチャンネルの追加じよって、垂直方向の表現 
が豊かになり、立体感が向上しまず。 


DTS NEO:X デコーダーを 使用して、2チヤンネル ソース や 
5.1/6.1/7.1チヤンネルのサラウンド ソースを 最大り.1チヤ 
ンネルのサウンドで再生ずるマトリクスデコード技術でず。 
音楽再生に適した 「 Music 」 モードと巧画再生に適した 
「 Cinema 」 モード、ゲームをお楽しみになるときじ最適な 
「 Game 」 モードがありまず。 


戀 dts 

Neo:X 


Octts-HD 

Master Audio 

本機は DTS ， Inc . からのライセンス契約に基づき製造さ 
れています。米国特許第日,956,674号、日，974,380号、 
日，978,762号、目，487,53日号、6,226，目16号、7,212,872号、 
7,003,467号、7,272,567号、7,668,723号、7,392,19己号、 
7.930,184号、7,333,929号、7,548,853号7,283,634号 
その他米国内および国外特許もしくは特許化願物。 DTS - 
HD およびシンボル、 DTS - HD と一緒のシンボルは DTS ， 
Inc . の登録商標です。 DTS-HD Master Audio は DTS ， 
Inc . の商標です。製品はソフトウェアを含みまず。 DTSJnc . 
©1996-2008 DTSJnc . 版権所有。 


Audyssey 


Audyssey Dynamic EQ ® 

Audyssey Dynamic EQ ® は、人聞の聴覚や部屋の音響特性 
を考慮し、音量レベルを下げた際に発生ずる音質の低下を防 
ぐ巧術でず。 

Dynamic EQ ® は 、 Audyssey MultEQ ® XT 32 技術と連動 
ずることによりずベての音量レベルに対して最適なバランス 
の音質をずべてのリスナーに提供しまず。 


Audyssey Dynamic Volume ® 

Audyssey Dynamic Volume ® は、テレビや巧画など再生 
されるコンテンツ巧における音量レベルの変化（静かな音の 
シーンと大きな音のシーンの圍など）をユーザーの巧みの音 
量設定値に自動的に調整ずる巧術でず。 

また 、 Dynamic Volume ® は 、 Audyssey Dynamic EQ © の技 
術をアルゴリズムの中に取り込むことにより音量レベルの調苗 
南やテレビチヤンネルの切り替え南、ステレオコンテンツか6 
サラウンドコンテンツなどの切り替え商でもほ域特性や音質バ 
ランス、サラウンド効果、ダイア□グの明瞭さを保っていまず。 

Audyssey MultEQ ® XT 32_ 

Audyssey MultEQ ® XT 32 は、広いリスニングエリア内のど 
のリスナーにも最適なリスニング環境を提なずるネ甫正技術でず。 
MultEQ ® XT 32は、複数位置での測定に基づいて、屏園特 
性と周玻数特性の双方を補正ずると共に、全自動でサラウン 
ドシステムセットアップを実行しまず。 

Audyssey Dynamic Surround 
Expansion ™ (Audyssey DSX ™) 

Audyssey DSX "™ は、既存の 5. Ich システムに八イトチヤ 
ンネルまたはワイドチヤンネルを加えることじよリサラウン 
ドタカ果や印象を高め、より大きなサラウンド空園を実現ずる 
サラウンド化張巧術でず。臨場感のあるサラウンド空園を構 
成ずる為にフ□ント（前ち向）部分に横の広がりを持たせる 
ワイドチャンネル、また、サラウンド空園に奥行き感を作る 
為に認巧（聴<ことが）化来る音響信号でフ□ント（前方向) 
部分に高さの広がりを持たせる八イトチャンネルを作り化し 
まず。さらに既存のフ□ント、サラウンドチヤンネルを組み 
合ねせる柿 f "Surround Envelopment Processing I こよ 
リタカ果を高めていまず。 


本機は， Audyssey Laboratories™ か 6 のライセンス契約に基づき製 
造されていまず。米国共同でか国特許審議中。 Audyssey MultEQ® 
XT 32 は， Audyssey Laboratories の登録商標です。 

Dynamic EQ® は、 Audyssey Laboratories の登録商標です。 
Audyssey Dynamic Volume® は， Audyssey Laboratories の登録 
商標です。 Audyssey DSX™ は, Audyssey Laboratories の商標です。 
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詳しくは、 www . auclvssey . com をご覧ください。 


















































サラウンドモード 

信号と調節可能なモード 

チャンネル出力 

パラメーター X 〔 ） 巧は初期値 

フ□ント 

左/ち 

センター 

サラウンド 

左/ち 

サラウンドパック 
左/ち 

フ□ントノ、イト 

左/ち 

フ□ントワイド 

左/ち 

サブ 

ウー八一 

ダイナ吉ックレンジ 

圧縮 

DRC 

*2 

LFE 

*3 

AFDM 

M 

サラウンド 
バック化力 

シネマ EQ 

モード 

デコーダー 

ルーム 

サイズ 

PURED 旧 ECT, D 旧 ECT に ch} 

〇 






◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 








PURED 旧 ECT, D 旧 ECT に Ich) 

〇 

© 

© 

© 

© 

© 

© 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 







DSD DIRECT 

〇 
















DSD MULTI DIRECT 

〇 

© 

© 




© 



〇 (OdB) 







MULTI CH DIRECT 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 







STEREO 

〇 






◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 







EXT. IN 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 



◎ 










MULTI CH IN 

〇 

© 

◎ 

© 

◎ 

◎ 

◎ 



〇 (OdB) 


〇 

〇姓 3) 

〇姓 4) 



WIDESCREEN 

〇 

© 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 



〇 (オフ） 




HOME THX CINEMA (2ch) 

〇 

© 

◎ 

◎ 

◎ 


◎ 







〇 (PLnx 〇 

〇 


HOME THX CINEMA に Ich) 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

© 



〇 (OdB) 

〇 (オン） 




〇 


DOLBY PROL 日 G に nx 

〇 

◎ 

◎ 

© 



© 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 



〇 

〇姓 1) 

〇 (Cinema) 



DOLBY PR 日 LOG に n 

〇 

◎ 

◎ 




◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 



〇 

〇姓 2) 

〇 (Cinema) 



DOLBY PRO LOGIC Hz 

〇 

◎ 

◎ 

© 

◎ 


◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 




〇 




DTS NE 日 : X 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 




〇链 1) 

〇 



DOLBY DIGITAL 

〇 

© 

© 

© 

◎ 

© 

◎ 

〇 (オフ） 


〇 (OdB) 

〇 (オン） 

〇 

〇姓 3) 

〇姓 4) 



DOLBY DIGITAL Plus 

〇 

© 

◎ 

◎ 

◎ 

© 

◎ 

〇 (オフ） 


〇 (OdB) 

〇 (オン） 

〇 

〇姓 3) 

〇姓 4) 



DOLBY TrueHD 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 


〇 (オート） 

〇 (OdB) 

〇 (オン） 

〇 

〇链 3) 

〇姓 4) 



DTSSURROUND 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 


〇 (OdB) 


〇 

〇链 3) 

〇姓 4) 



DTS 96/24 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 


〇 (OdB) 


〇 

〇链 3) 

〇姓 4) 



DTS-HD 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 


〇 (OdB) 


〇 

〇姓 3) 

〇姓 4) 



7CH STEREO 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇 (標準） 

SUPER STADIUM 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇 (標準） 

ROCK ARENA 

〇 

◎ 

◎ 

© 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇 (標準） 

JAZZ CLUB 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇婚準） 

CLASS に CONCERT 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

圏 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇 (標準） 

MONO MOVIE 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇婚準） 

VIDEO GAME 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

© 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇 (標準） 

MATFilX 

〇 

◎ 

◎ 

© 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 (オフ） 

〇 (オート） 

〇 (OdB) 






〇婚準） 

DOLBY HEADPHONE 

〇 














〇 



o 

◎ 

*1 

*2 

*3 

*4 


信号有り/制御可能 

スピーカー有り無しの設定により、 ON/OFF 可能 
ドルピーデジタルおよび DTS 信号再生時 
ドルピー TrueHD 信号再生時 

ドルピーデジタル、 DTS . DVD オーディオおよびスーパーオーディオ CD 再生時 
ドルビーデジタル信号再生時 


注1:このパラメーターは、 GUI メニューの"パラメー女一"-"音声"-"サラウンドパラメータ ー"- "モード"の設定が " Cinema " のときじ 
使巧できまず（頓=39ページ）。 

注2:このパラメーターは 、 GUI メニューの"パラメータ ー"- "音芦-"サラウンドパラメータ ー"- "モード"の設定:が"幻 nema " または "Pro 
Logic " のときじ使巧できます（傾39ページ）。 

を3:このパラメーターは 、 GUI メニューの"パラメータ ー"- "音芦-"サラウンドパラメーター"-"サラウンドバック化力"の設定が"オフ"、"才 
ン"、 "MTRX ON " または " PLnx 幻 NEMA " のとき、または DTS NEO:X デコーダー使巧時【こ"モード"の設定:が"幻 nema " のときじ使 
巧できます（0^39、4日ページ）。 

ミま 4 :DTS NEO:X デ〕ーダー什 NEO : X ) 使用時に設定できます。 


サラウンドモードとパラメーターー質表 


a 涵巧口なか到口 


巧說9广9な 


ホジ了 7^ジ4 


イ9音©おな诗お碟 




揖丽与々？^:迎^な6 


W 巧な肅 


水©音©赢遵 


妨 









































サラウンドモード 

信号と調節可能なモード 

パラメーター《 （） 内は初期値 

エフェクト 
レペル 

ディレイ 
タイム 

サブウー八一 
オン/オフ 

PRO L 06 IC Il/nx MUSIC モードのみ 

Height 

ゲイン 

DTS NE 0 :X 

EXT . IN モードのみ 

卜ーン 

コント□—ル 

MultEQ ® 
XT 32 

Dynamic 

EQ 政 

*5 

Dynamic 
Volume が 

*6 

RESTORER 

*7 

パノラ7 

デイメンシヨ 

ン 

センター幅 

センクーゲイン 

サブウーパー 
アツテ ネーター 

PURED 旧 ECT, D 旧 ECT に ch} 



〇 








〇 (を 7) 

〇姓 7) 

〇链 7) 


PURE DIRECT, DIRECT {5.1ch) 











〇 (ミ主 7) 

〇链 7) 

〇姓 7) 


DSD DIRECT 



〇 












DSD MULTI DIRECT 















MULTI CH DIRECT 











〇 (ミ主 7) 

〇链 7) 

〇姓 7) 


STEREO 










〇 (OdB) 

〇 (ォフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

EXT. IN 









〇 






MULTI CH IN 







〇 G ま 5) 



〇 (OdB) 

〇〔オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

WIDESCREEN 

〇 (オン、 10) 









〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

HOME THX CINEMA (2ch) 










〇 (OdB) 

〇 (ォフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

HOME THX CINEMA (5.1ch) 










〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

DOLBY PRO LOGIC Hx 




〇 (オフ） 

〇 (3) 

0(3) 




〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

DOLBY PROL 日 G に n 




〇 (オフ） 

〇 (3) 

0(3) 




〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

DOLBY PRO LOG に nz 







〇仲） 



〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

DTS NE 日: X 








〇姓の 


〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

DOLBY DIGITAL 







〇 ( ミま己） 



〇 (OdB) 

〇 (ォフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 


DOLBY DIGITAL Plus 







〇 G ま 5) 



〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 


DOLBY TrueHD 







〇 ()15) 



〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 


DTSSURROUND 







〇 ( ミま 5) 



〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 


DTS 96/24 







〇 ( ミま日） 



〇 (OdB) 

〇 (ォフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 


DTS-HD 







〇 ( ミま 5) 



〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 


7CH STEREO 

0(10) 









〇 (OdB) 

〇 (ォフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

SUPER STADIUM 

0(10) 









〇姓の 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

ROCK ARENA 

0(10) 









〇姓 9) 

〇 (ォフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

JAZZ CLUB 

0(10) 









〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

CLASSIC CONCERT 

0(10) 









〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

MONO MOVIE 

0(10) 









〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

VIDEO GAME 

0(10) 









〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

MAT 阿 X 

0(10) 









〇 (OdB) 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 

DOLBY HEADPHONE 











〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 (オフ） 

〇 


o ： 信号有り/制御可能 

"5: GUI メニューの"パラメータ ー"- "音声"- "Audyssey 設定" 

フ"のとき、この I 頁目は設定できません。 

*6: GUI メニューの"パラメータ ー"- "音芦- "Audyssey 設定:’ 

フ"または"マニュアル"のとき、この項目は設定できません。 

つ-. この項目は、入力信号がアナ□グ、 PCM 48kHz または 44.1 kHz のときじ設定できます。 


MultEQ® XT 32" の設定（極=がぺージ）が"才 
"Dynamic EQ®" の設定（慢 =42 ぺージ）が"才 


ミ主日： PLnz デ〕ーダー什 PLnz) 使用時に設定できます。 

を目： " DTSNEO:X Cinema" または "DTS NE 日 :X Game " のときの 初期値： 1 .日 
"DTS NEO;X Music " のときの 初期値： 日 .3 

注 7 :eui メニューの"才ートセットアップ-"オプション"-"ダイレクトモード"の設定が"オン"のときじ設定 
できます （0^23 ページ） 

ミま8:このモードのときは、"!-ーンデフィート"の設定が"オフ"、低音が +6 cl 巨、高音が日 d 巨【こな y まず。 
(お買い上げ時の設定） 

を 9: このモードのときは、"!-ーンデフィート"の設定が"オフ"、低音が +6d 巨、高音が +4cl 巨じなりまず。 
(お買い上げ時の設定） 


a 巧巧 n 巧か到口 


巧說9广9な 


ホク了 7^ジ4 


イ9音©おな诗お瓣 




水 Q さ©麻强 


揖漏与々？^:迎^な5 
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入力信号に巧ずるサラウンドモード表示 


ボタン 

ミま 

人力信号 

サラウンドモード 

アナ□グ 

PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG -2 AAC 

Super Audio CD 

PCM 
(muiti ch ) 

PCM 

にか） 

DTS-HD 

Master 

Audio 

DTS-HD 

Hiqh Resolution 
Audio 

DTS ES DSCRT 
(フラグ有り） 

DTS ES MTRX 
(フラグ有り） 
*8 

DTS 

( B . lch ) 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DIGITAL 

Plus 

DOLBY DIGITAL EX 
(フラグ有り） 

DOLBY DIGITAL EX 
(フラグ無し） 

DOLBY 
DIGITAL 
に. 1/ 日/4/3ホ） 

邮 LBY 
DIGITAL 
(2 ch ) 

AAC 

( S.lchl 

AAC 

(2 ch ) 

AAC 
(1 + lch ) 

DSD 

(multi 

ch ) 

D 犯 
にか） 

HOME THX CINEMA 























ESDSCRT 目. 14-THX 

*1 






〇 
















ES MTRX6.1 +THX 

*2 







A 















THX SURROUND EX 

*1 


〇 








〇 

〇 

© 

〇 

〇 


〇 



O 



THX Ultra 2 Cinema 

*3 


〇 


〇 

〇 


▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



O 



THX Music Mode 

#3 


〇 


〇 

〇 


▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



O 



THX Games Mode 

*3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


O 

〇 


THX Cinema 



〇 


〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



O 



PLHx C + THX 

*4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


O 

〇 


Pin C +THX 


〇 


〇 












〇 


〇 



〇 


DOLBY PL + THX 


〇 


〇 












〇 


〇 



〇 


PLHz + THX 

*5 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


O 

〇 

STANDARD 























DTSSURROUND 























DTS-HDMSTR 





♦ 



















DTS-HDHI RES 






♦ 


















DTS ESDSCRT 目. 1 

*1 






♦ 

















DTS ES MTRX6.1 

*2 







A # 
















DTSSUR 帕 UND 







〇 


♦ 















DTS 96/24 










♦ 














DTS (-HDl + PLEx CINEMA 

*3 




〇 

〇 


▲ 

〇 

〇 














DTS (-HD) + PLnxMUS に 

*1 




〇 

〇 


▲ 

〇 

〇 














DTS {-HDl + PLEz 

* 己 




〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 














DTS(-HD) + NE0:X CINEMA 

*6 




〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 














DTS(-HD) + NE 日 : XMUS に 

*6 




〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 














DTS(-HD) + NE0:X GAME 

*6 




〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 














DTSNE 日: X CINEMA 

*7 

〇 


〇 












〇 


〇 






DTS NE 日: X MUSIC 

ぉ 1 

〇 


〇 












〇 


〇 






DTSNE 日: X GAME 

ぉ1 

〇 


〇 












〇 


〇 






Audyssey DSX™ 





〇 

〇 

〇 

▲ 

〇 

〇 













♦:初期状態で選ばれるモード *1: サラウンドバックスピーカーを"無し"に設をしている場合は.選択できません0^24ページ）。 

〇：選が可能なモード *2: "スピーカー構成"の設定び"フ□ント"、"センター"、"サラウンド"および"サラウンドパック （1 台)"じ(外のときは選択できません。 

*3: サラウンドパックスピーカーを "1 台"または"無し"に設定している場合は、選択できません（幅=24ぺージ）。 

M ： 人力信号が 2 ch じ(外のときじ、サラウンドバックスピーカーを "1 台"または"無し"【こ設定している塌合は選択できません。 

巧；フ□ントハイトスピーカーを"無し"じ設定:している場台は、選択できません（煙つ4ぺージ）。 

*日；サラウンドバックスピーカー、フ□ントノ、イトスピーカーおよびフ□ントワイドスピーカーをすべて"無し"に設定している塌合は、選ができません0^24ページ）。 

*7: フ□ントスピーカーのみを使用した2チャンネル再生のときは選択できません。 

巧 ： DTS ES MTRX 信号入力時、"スピーカー構成"の設定が"フロント"、"センを一"、"サラウンド"および"サラウンドバック （1 台)"のときは. A のみ選択できます（頓=24 
ページ）。また、"スピーカー構成"の設定が"サラウンドバック （2 台)"、"フ□ント八イト"および"フ□ントワイド"のときは、▲のみ選択できまず（惕=^24ページ）。 
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♦; 初期状態で選ばれるモード 

◎ : " AFDM " が"オン"じ設定されているとき【こ固定されるモード 
〇：選択可能なモード 


*1: サラウンドバックスピーカーを"無し"に設定している場合は、選択できません（屈=24ページ）。 

*3: サラウンドバックスピーカーを "1 台"または"無し"じ設定している場合は、選択できません（保24ページ）。 

*5: フ□ント八イトスピーカーを"無し"に設定している場合は、選択できません（囑=24ページ）。 

* 日：サラウンドバックスピーカー、フ□ントハイトスピーカーおよびフ□ントワイドスピーカーをずベて"無し"じ設定している場合は、選択できません（極=24 
ページ）。 

*7: フ□ントスピーカーのみを使巧した2チャンネル再生のときは選択できません。 

*9: フ□ント八イトスピーカーおよびフ□ントワイドスピーカーを"無し"に設をしている場合は.選択できません0^24ぺージ）。 

*10: へ、ソドホン端すじへ、ソドホンのプラグを差し込んでいる場合(こ、選択できまず。 


ボタン 


人力信号 





PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 

SuDer Audio CD 


サラウンドモード 

ミま 

アナ□グ 

PCM 

PCM 

DTS-HD 

DTS-HD 

DTS ES 

DTS ES 

DTS 

DTS 

DOLBY 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY 

DOLBY 

AAC 

AAC 

AAC 

DSD 

DSD 







DSCRT 

MTRX 

D に ! TAL 

EX 

EX 

DIGITAL 

DIGITAL 






(multi ch) 

(2ch) 

Audio 

Audio 

( フラグ有り） 

( フラグ有 U) 

(5.1ch) 

白日 / 24 

TrueHD 

円 us 

( フラグ有 U) 

( フラグ無し ) 

に .V 日 /4/3 ホ） 

(2ch) 

(5.1ch} 

(2ch) 

(1 + Ich) 

ch) 

にか） 

STANDARD 























DOLBY SURROUND 
























DOLBY TrueHD 











♦ 













DOLBY DIGITAL+ 












♦ 












DOLBY DIGITAL 













O 

♦ 

♦ 









DOLBY DIGITAL EX 

*1 












O 

〇 

〇 









DOLBY (D+) (HD)+EX 

*1 










o 

o 












DOLBY (D){D+) (HD)+PLnx CINEMA 

*3 










o 

o 

©• 

〇 

〇 









邮 LBY(D)(D+)(HD)+PLnxMUSK 

*1 










o 

o 

O 

〇 

〇 









DOLBY (D)(D+) (HD)+PLnz 

巧 










o 

o 

O 

〇 

〇 









DOLBY (D)(D+) (HD) + NE0:X CINEMA 

*6 










o 

o 

o 

〇 

〇 









DOLBY (D)(D+) (HD)+ NE0;X MUSK 

*6 










o 

o 

o 

〇 

〇 









DOLBY (D)(D+) (HD)+ NE0:X GAME 

*6 










o 

o 

o 

〇 

〇 









DOLBY P 帕 LOG に nx CINEMA 

* 1 *7 

〇 


〇 












♦ 


♦ 



o 



DOLBY PRO LOGIC Hx MUSIC 

* 1 *7 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGIC nx GAME 

* 1 *7 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGIC n CINEMA 

*7 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGIC n MUSIC 

*7 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGIC n GAME 

*7 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGIC 

*7 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOG に nz HEIGHT 

* 巳 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



Audyssey DSX™ 

*9 










o 

o 

o 

〇 

〇 









DOLBY PRO L 日目に nx CINEMA A-DSX 

* -j *7 *Q 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO L 日 G に nx MUSIC A-DSX 

* -j *7 *g 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO L 日日に nx GAME A-DSX 

* 1 *7 *9 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGICn CINEMA A-DSX 

*7 *9 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO L 日日に n MUSIC A-DSX 

*7 *9 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO LOGICn GAME A-DSX 

*7 *9 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 



DOLBY PRO L 日日に A-DSX 

*7 *9 

〇 


〇 












〇 


〇 



o 


DOLBY HEADPHONE 

*10 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

o 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 
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♦; 初期状態で選ばれるモード *1: サラウンドバックスピーカーを " 無し " に設定している場合は、選択できません（囑 =24 ページ）。 

〇：選が可能なモード *3: サラウンドバックスピーカーを "1 台 " または " 無し " じ設定している場合は、選択できません（慢 =24 ページ）。 

*5: フ □ ントハイトスピーカーを " 無し " じ設定している場合は、選択できません（幅 =24 ページ）。 

* 日：サラウンドバックスピーカー、フ □ ントハイトスピーカーおよびフ □ ントワイドスピーカーをずベて " 無し " じ設定している場合は、選択できません（極 =24 
ページ）。 

*9: フ □ ント八イトスピーカーおよびフ □ ントワイドスピーカーを " 無し " （こ設定している場合は、選ができません（煩つ 4 ぺージ）。 


ボタン 

を 

人力信号 

サラウンドモード 

アナ□グ 

PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG -2 AAC 

Super Audio CD 

PCM 
jmulti 刑 

PCM 
悼 h ) 

DTS-HD 

Master 

Audio 

DTS-HD 

High Resolution 
Audio 

DTS ES 
DSCRT 
ロラグ有り） 

DTS ES 
MTRX 

(フラグ有り） 

DTS 

( S . lch ) 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DIGITAL 

Plus 

DOLBY DIGITAL 
EX 

ロラグ有リ） 

邮比 Y DIGITAL 
EX 

(フラグ無し） 

DOLBY 
DIGITAL 
に. 1/5/4/3 ホ） 

邮 LBY 
DIGITAL 
(2 ch ) 

AAC 

( S . lch ) 

AAC 

(2 ch ) 

AAC 
(1 + Ich ) 

DSD 

(multi 

ch ) 

DSD 

にか） 

STANDARD 























AAC 























MPEG2AAC 

















♦ 


♦ 





AAC + DOLBY EX 

*1 
















〇 







AAC + PLEx CINEMA 

*3 
















〇 







AAC + PLn)( MUSK 

*1 
















〇 







AAC + PLEz 

#5 
















〇 







AAC+ NE0:X CINEMA 

*6 
















〇 







AAC + NE 日: XMUS に 

# 白 
















〇 







AAC + NE 日: X GAME 

*6 
















〇 







Audyssey DSX™ 

*9 
















〇 





MULTI CHIN 























MULTI CH IN 



♦ 

















♦ 




MULTI CH IN 7.1 

*1 


♦ 





















MULTI IN + PLEx CINEMA 

*3 


〇 

















O 




MULTI IN + PLEx MUSIC 

*1 


〇 

















o 




MULTI IN + DOLBY EX 

*1 


〇 

















o 




MULTI IN + PLEz 

巧 


〇 

















o 




MULTI !N + NE 日: X CINEMA 

巧 


〇 





















MULTI IN+ NE0:X MUSIC 

*6 


〇 





















MULTI IN+ NE0:X GAME 

#曰 


〇 





















Audyssey DSX™ 

*9 


〇 

















o 


DIRECT 
























DIRECT 


〇 


〇 

〇 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




DSD DIRECT 





















o 


DSD MULTI DIRECT 




















o 



MULTI CH DIRECT 



〇 
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♦; 初期状態で選ばれるモード *11 : サラウンドバックスピーカー、フ □ ント八イトスピーカーおよびフ □ ントワイドスピーカーを " 無し"じ設定している場合やヘッドホンを使用している場 

〇：選が巧能なモード 合は ." 日 CH STEREO" を表示しまず。 

サラウンドバックスピーカーとフ □ ント八イトスピーカー . またはサラウンドバックスピーカーとフ □ ントワイドスピーカーを使用している場合は、 "9CH 
STEREO" を表示します。 


ボタン 

を 

人力信号 

サラウンドモード 

アナ□グ 

PCM 

DTS-HD 

DTS 

DOLBY 

DOLBY DIGITAL 

MPEG -2 AAC 

Super Audio CD 

PCM 
jmulti 刑 

PCM 
悼 h ) 

DTS-HD 

Master 

Audio 

DTS-HD 

Hign Resolution 
Audio 

DTSES 
DSCRT 
(フラグ有り) 

DTSES 

MTRX 

(フラグ有り) 

DTS 

( S . lch ) 

DTS 

96/24 

DOLBY 

TrueHD 

DOLBY 

DIGITAL 

Plus 

DOLBY DIGITAL 
EX 

ロラグ有り） 

邮比 Y DIGITAL 
EX 

(フラグ無し） 

DOLBY 
DIGITAL 
に.1/5/4/3ホ） 

邮 LBY 
DIGITAL 
(2 ch ) 

AAC 

( S . lch ) 

AAC 

(2 ch ) 

AAC 
(1 + Ich ) 

DSD 

(multi 

ch ) 

DSD 

にか） 

PURE DIRECT 























PURE DIRECT 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




DSD PURE DIRECT 





















o 


DSD MULTI PURE 




















O 



MULTI CH PURE DIRECT 



〇 



















DSP SIMULATION 























7CH STEREO 

*11 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


WIDESCREEN 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


SUPER STADIUM 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


ROCK ARENA 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


JAZZ CLUB 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


CLASS に CONCERT 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


MONO MOVIE 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


VIDEO GAME 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 


MATRIX 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

o 

STEREO 






















ISTEREO 


♦ 

〇 

♦ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

O 

♦ 
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アンプアサインの設定とスピーカー出力の関係 


STEREO/DIRECT (2 ch ) モード 


ミ几ホ 

己。化 

状態 

スピーカー 端子 

サラウンド 

モード 

SURROUND 

SURROUND 

BACK 

AMP ASSIGN 

FH/FW/AMP 

ASSIGN-2 

2ch バイワイヤ 
リング 

STEREO/ 

DIRECT 

- 

- 

FL/FR 

FL/FR 

その他 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

2ch バイアンプ 

STEREO/ 

DIRECT 

- 

- 

FL/FR 

FL/FR 

その他 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 


マルチゾーンの電源 ON/OFF 


ミ几ホ 

己。化 

が態 

スピーカー端す 

ソーン 2 

ソーン 3 

SURROUND 

SURROUND 

BACK 

AMP ASSIGN 

FH/FW/AMP 
ASS に N-2 

ゾーン 2 

ON 

ON 

SL/SR 

- 

- 

Z2 L/R 

OFF 

SL/SR 

- 

- 

Z2 L/R 

OFF 

ON 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

ゾーン 3 

ON 

ON 

SL/SR 

- 

- 

Z3 L/R 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

OFF 

ON 

SL/SR 

- 

- 

Z3 L/R 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

ゾーン 

(モノラル） 

ON 

ON 

SL/SR 

- 

- 

Z2/Z3 

OFF 

SL/SR 

- 

- 

Z2 

OFF 

ON 

SL/SR 

- 

- 

Z3 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

バイワイヤリング 
&ゾーン 2 

ON 

ON 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z2 L/R 

OFF 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z2 L/R 

OFF 

ON 

SL/SR 

SBL/SBR 

FL/FR 

- 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

FL/FR 

- 

バイワイヤリング 
ら ゾーン 3 

ON 

ON 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z3 L/R 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

FL/FR 

- 

OFF 

ON 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z3 L/R 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

FL/FR 

- 

バイワイヤリング 
&モノラル 

ON 

ON 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z2/Z3 

OFF 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z2 

OFF 

ON 

SL/SR 

- 

FL/FR 

Z3 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

FL/FR 

- 

ゾーン 2/ 
ゾーン 3 

ON 

ON 

- 

- 

Z3 L/R 

Z2 L/R 

OFF 

SL/SR 

- 

- 

Z2 L/R 

OFF 

ON 

- 

- 

Z3 L/R 

- 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 

ゾーン 2/ 
ゾーン 3 
(モノラル） 

ON 

ON 

- 

- 

Z3(M0N0) 

Z2(M0N0) 

OFF 

SL/SR 

- 

- 

Z2(M0N0) 

OFF 

ON 

- 

- 

Z3(M0N0) 

- 

OFF 

SL/SR 

SBL/SBR 

- 

- 
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巧障かな？と思った 3 


アップグレードをおこなろと、「オーディオ」の内容が変更されます。 
「オーディオ」に関する項目を確認する場合じは、本編の取扱説明書ではなく、 
本書をご覧ください。 


□各接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じ従って正しく操作していますか 
□スピーカーやプレーヤーは正し<動作していますか 

本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表のを項にわ該当しない場合は本機の巧障とも考えられまずので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 

もし、お買い上げの販売店でお分かりにならない場合は、当社のお客様相談センターまたは 
お近 < の修理相談窓 □ じご連絡 < ださい。 


けーデイオ】 


症が 

原因 

対策 

関連 / 

くージ 

[AVC-A1HD 1 

1 AVP-A1HD ■ 

センタースピーカーから音が化ない。 

• テレビや AM 放送などのモノラル音源を、 " STANDARD " 
( Dolby/DTS Surround ) または "HOME THX CINEMA " モー 
ドで再生している。 

•モノラル音源を再生する場含は、 " STANDARD " ( Dolby/DTS 
Surround ) または "HOME THX CINEMA " W 外のサラウンド 
モードを選んで < ださい。 

の51〜53 

CQ 51 〜53 

サラウンドスピーカーから音が化ない。 

•サラウンドモードが、2チャンネル再生用 （" STEREO ") になっ 
ている。 

•サラウンド再生巧のモードにしてください。 

の51〜53 

の51〜53 

サラウンドパックスピーカーか6音が化ない。 

•サラウンドパックスピーカーの設をが"無し"[こなっている。 

•サラウンドバックスピーカーを"無し"じ(外に設定してください。 

24 

24 


• 6.1/7.1 チャンネル再生用のサラウンドモードになっていない。 

•サラウンド再生巧のモードを選んでください。 

の51〜53 

の日1〜53 


•サラウンドバックスピーカーのパワーアンプの割り当てをおこ 
なっている。 

•サラウンドバックスピーカーか6は音声が出力されません。設 
をを変更してください。 

の44 

— 

フ□ント八イトスピーカーか6音が化ない。 

•フ□ント八イトスピーカーを使用する設をになっていない。 

•"アンプの割り当て"設定で、フ□ント八イトスピーカーを使巧 
ずる設定:じしてください。 

29 

— 


•フ□ント八イトスピーカーの設をが"無し"になっている。 

•フ□ント八イトスピーカーを"無し"政外に設定:してください。 

24 

24 


•"あおチャンネル"の設をが"フ□ントワイド"になっている。 

•"拡張チャンネル"の設定を"フ□ント八イト"じしてください。 

之9、30 

之9、30 

フ□ントワイドスピーカーか6音が化ない。 

•フ□ントワイドスピーカーを使用する設をになっていない。 

•"アンプの割り当て"設定で、フ□ントワイドスピーカーを使巧 
ずる設定:じしてください。 

29 

— 


•フ□ントワイドスピーカーの設をが"無し"になっている。 

•フ□ントワイドスピーカーを"無し"政外に設定:してくださし、。 

24 

24 


•"あおチャンネル’’の設をが"フ□ント八イト"になっている。 

•"拡張チャンネル"の設定を"フ□ントワイド"にしてください。 

29、30 

29、30 

サブウー八一か6音が化ない。 

•サブウー八一の電源が入っていない。 

•サブウー八一の電源を入れてくださし''。 

— 

— 


•オートセットアップでサブウー八一が横化されなかったか、ス 
ピーカーの設をで、サブウー八一を"無し"にしている。 

•サブウー八一の設定を"有り"じしてください。 

24 

24 


•サブウー八一の化力が正しく接続されていない。 

•接続を確認してください。 

8、9 

8、9 


•サブウー八一の音量の設走:がルさいか"オフ"になっている。 

•サブウー八一の音量を上げて<ださい。 

— 

— 

メインリモコンの TEST ボタンを押してち、 
テストトーンが化力されない。 

•サラウンドモードが " STANDARD " ( Dolby/DTS Surround ) 
または "HOME THX CINEMA " モードになってし、ない。 

•サラウンドモードを " STANDARD " ( Dolby/DTS Surround ) 
または "HOME THX CINEMA " モードにしてください。 

CQ 52 

の己2 
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症が 

原因 

対策 

関連/ 

くージ 

■ AVC - A 1 HD ] 

■ AVP - A 1 HD 1 

DTS 音声が化力されない。 

• DVD プレー中一の音声化力の設定が、ビットストリームになっ 
ていない。 

• DVD プレー古一が DTS 音声の再生に対応していない。 

•本機のデコードモードの設定:が、 " PCM " になっている。 

• DVD プレー中一の設定:をしてください。詳しくは、ご使用のプ 
レーヤーの取撒説明書をご覧ください。 

• DTS 対応のプレー古一をお使いください。 

•デコードモードを"才ート"または" DTS " じしてください。 

の51 

の51 

HDMI オーディオ信号がスピーカーに化力さ 
れない。 

• HDMI オーディオ信号の化力先の設をが合っていない。 

• HDMI オーディオ信号をスピーカーか6出力するときは、"アン 
プ"じ設定:してください。 

の:36 

の37 

HDMI 接続しているテレビから音声が化力さ 
れない。 

•HDMI オーディオ信号の化力先の設をが含っていない。 

•HDMI オーディオ信号をテレビから化力するときは、 " TV " じ 
設定してください。 

の36 

の37 

ウェブコント □ ール機能を使用して保存した 
内容が呼び化せない。 

•アップグレード前に保ちした内容は呼び化せません。 

•アップグレード後、再度各設定をおこなってください。 

のの 

の67 
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まな仕様 



アップグレードをおこなろと、「オーディオ部」①内容が変更されます。 
「オーディオ部」に関する項目を確認する場合じは、本編の取扱説明書ではなく、 
本書をご覧ください。 


□オーディオ部 

•バヮーアンプ部 
定格出力： 


ダイナミックパワ ー: 
出力端子： 


フ□ント： 150 W + 150 W 

〔負荷80、 20 Hz -20 kHz T . H.D 0.05%) 
170 W + 170 W 

〔負荷目 Q 、1 kHz , T . H . DO . 70 / 0 ) 

センクー： 150 W 

〔負荷 8 Q 、20 Hz 〜 20 kHzT . H . D 0. 胞〇/〇) 
170 W 

〔負荷目 Q 、1 kHz , T.H.DO. 70 / 0 ) 

サラウンド： 150 W + 150 W 

〔負荷80、 20 Hz -20 kHz T . H.D 0.05%) 
170 W 4- 170 W 

〔負荷目 a 1 kHz , T . H.D 0 . 70 / 0 ) 

サラウンドパック/フロント八イト/フ□ントワイド； 

150 W + 150 W 

〔負荷 8 Q 、20 Hz 〜 20 kHzT . H . D 0. 胞〇/〇) 
170 W 4- 170 W 

〔負荷目 Q 、1 kHz , T.H.DO. 70 / 0 ) 

200 W X 2チヤンネル（負荷 8 Q ) 

340 W X 2チヤンネル（負荷 4 Q ) 

フ□ント/センター/サラウンド/ 

サラウンドパック/フ□ント八イト/フ□ントワイド；目〜160 


>プリアンフ部 
入力感度/ 

入カインピーダンス： 
周波数特性： 

S/N 比： 

ひずみ率 
定格出力 
>デジタル部 
D / A 出力 


デジタル入力 
>フオノ -イコライザー部 
入力感度： 


RIAA 偏差： 
S/N は： 
ひずみ率： 
定格出力： 


200 mV /47 k 0 

1 0 H 之〜100 kHz : +1、 一3 服の旧 ECT モード時） 
102服 （ JIS - A 、 D 旧 ECT モード時） 

0.00596 〔20 Hz 〜 20 kHz 、 D 旧 ECT モード時） 

1.2 V 

定格出力： 2 V の d 目再生時） 

全高調波ひずみ率： 0.00日％ 

ダイナミックレンジ： llOd 巨 

フォーマット：デジタルオーディオインターフェース 

( PHONO 人力 REC OUT ) 

2.日 mV 

± Id 目巧 OHz 〜 20 kHz ) 

74服 （ JIS - A 、5 mV 入力時） 

0.03% (1 kHz 、3 V 化力時） 

150 mV 


《 」EITA :〔社）電子情報技術産業協会（略称： JEITA ) が制定した規格です。 


アップグレードによる仕様の変更はありません。 


※仕様および外観は改良のため、予告なく変更 
ずることがあります。 

※本機を使用できるのは日本国内のみで、外国 
では使巧できません。 


※本機は国内仕様でず。 

必ず AC 100 V のコンセントじ電 
源プラグを差し込んでご使巧くだ 
さい。 AC 100 VW 外の電源には 
絶対に接続しないでください。 


0 


: r 巧な n なか到口 


巧諭©广与な 


ホジ了 7^ジ4 


イ9さ©おな4お碟 




イ Q 音©麻遵 


揖漏9巧？ド巧。な5 
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DEMON 


デノンお客様相談センター 


巧 044-670-5555 

【電話香号はお間違えのないようじおかけください。】 

受付時闇9 : 30〜12 : 00、12 ： 45- 17 ： 30 

(当社休日および祝日を除く、月〜金匿日） 

〒210-85朗神奈川県り I 崎市川崎区日進巧2番地1 D & M ビル 

故障.修理.サービス部品についてのお問い合わせ先（サービスセンク 
については、次の URL でもご確認できます。 

httD://denon.jD/jD/SuDDort/Pages/ServieCenter.asDx 


株式会社デイーアンドエムホールデイングス 



